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恋人を寝取られ、勇者パーティから追放されたけど、ＥＸスキル【固定ダメージ】に目覚めて無敵の存在に。さあ、復讐を始めよう。②


六志麻あさ

イラストレーション／ろるあ







【電子書籍版をお読みになる前にご確認ください】






　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。また、ご覧になる機種により、表示の差が認められる場合があります。

　本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、インターネット上に掲載する事、有償無償に関わらずデータを第三者に譲渡する事を禁じます。なお、個人利用の目的であっても、コピーガードを解除しての複製は、法律で禁じられています。

　あらかじめご了承ください。







底本カバーデザイン・小久江厚＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）





ＣＯＮＴＥＮＴＳ






第４章　黒の位相



第５章　魔戦の予兆



第６章　闇と魔王



書き下ろし１『勇者ユーノの伝説』



書き下ろし２『そうだ温泉、行こう』







第４章　黒の位相






「『闇の鎖』の呪法を記録した
宝玉
 オーブ

 だけがない。盗まれたのか……」

　俺はそこだけ空になっている棚を見てうめいた。

　床に落ちている髪の毛を見ると、さっきのマイカという奴の仕業である可能性が高い。

「どうしますか、クロム様」

「追いかける」

　俺は即断した。

　それからユリンを見て、

「悪い。お前の呪法解除についても必ず調べる。その前に少し時間をくれないか」

　状況から見て、マイカが逃げたのは少し前だろう。今からなら追いつけるかもしれない。

　これから先に控えている【光】の勇者ユーノとの戦いに備えるためにも、『闇の鎖』の記録オーブは入手しておきたいところだ。

「もちろんです。あなたはあのヴァレリーを封じ、多くの被験体を救ったんですから！」

　と、ユリン。

「私のことは後回しで結構です。まずクロムさんがなすべきことを、どうぞ」

「ユリンちゃんのことも、きっとなんとかしてくれるよ。大丈夫、クロム様は約束を守ってくださる方だから」

「はい」

　微笑みあう二人の少女たち。

　シアは俺を見て、表情を引き締めた。

「あたしが先行しましょうか？」

「頼めるか」

　俺はシアに言った。

「ただし深入りはするな。あいつもヴァレリーの高弟――宮廷魔術師クラスの能力を持っている。見つけたら、いったん戻って俺に知らせるんだ」

「承知いたしました、クロム様」

　
跪
 ひざまず

 いて一礼すると、シアは立ち上がった。

「スキル【加速】」

　その動きがたちまち赤い閃光と化す。





　……超速で駆けだしたシアは、あっという間に戻ってきた。さすがに、すさまじい速さだ。

　で、その報告は――、

「奴が村にいる……？」

「はい。ここから２キロほど離れた村で発見しました。村人たちと和やかに談笑してましたね……」

　俺の言葉にうなずくシア。

「２キロほど離れた――じゃあ、きっと私の村ですね」

　ユリンが言った。

「そうなの？」

「はい」

　ユリンの顔は嬉しそうだ。

「様子はどうでしたか？」

「女の子たちにすごく騒がれてたよ」

「奴は顔がいいからな」

　苦笑する俺。

「確かに美形でしたね。あ、いえ、すみません」

　シアがつぶやき、すぐに頭を下げた。

「謝る必要はないだろう」

「ふふ、シアさんにとってはクロムさんのほうが美形ですよね？」

「も、もう、ユリンちゃんったら、何言いだすのよ」

「うふふ、シアさんって好意がダダもれですもの」

「嘘、そんなに分かりやすい？　あたしって」

「それはもう」

「そうなんだ……」

　微笑むユリンと、少し顔をひきつらせているシア。

「たぶん、クロムさん以外は誰でも気づくレベルです」

「あはは、そっか……」

　シアが顔を赤らめる。

「シアさん、乙女ですね。可愛いです」

「やだなー、もう。えへへ」

　なぜか二人は和気あいあいとしていた。微笑ましい光景だ。

　だが、今は和むのは後回しにしよう。

「奴の下へ行くぞ」

　俺は二人を促し、村へ向かった。





　２キロといっても、俺の衰えた足ではそれなりの距離である。

　息を切らせながら進んでいる最中、

「私はこれ以上近づけません……」

　ふいにユリンが足を止めた。

　彼女に施された呪法『闇の香気』は魔物を引き寄せる作用がある。しかも、もっとも誘引しやすい夜の時間帯が近づいていた。

「クロム様、ここはもう一度あたしが単独で。彼を捕らえてきます」

「……だが」

「ユリンちゃんは近づけませんし、魔物をおびき寄せた場合は、クロム様のスキルのほうが確実に撃退できます」

　と、シア。

「第一、あなたがマイカに近づいたら、殺してしまいますし」

「まあ、そうなんだが……」

　分かってはいるんだけど、な。不安はやはり残る。

「大丈夫です。クロム様はユリンちゃんを守っていてくださいね」

　シアの戦闘能力は、スキル込みで英雄クラスに達している。滅多なことはないだろう。

「無理だけは絶対にするな。これは命令だ」

「承知いたしました、我が主」

　シアは身をかがめ、俺の手の甲に強く唇を押し当てた。それから【加速】スキルで駆け出す。

　無理はするなよ、シア――。

　俺は心の中でもう一度つぶやいた。





◆　◆　◆





★ＳＩＤＥ　シア





　暗い森の中を、赤い閃光が駆け抜ける。

　亜音速で疾走しているのは、スキル【加速】を使っているシアだ。

「体が……軽い！」

　今までよりもスピードが乗る気がする。

　見下ろすと、いつの間にか両足に見慣れないブーツが装着されていた。

　メタリックな質感を持つその黒いブーツは膝上まである。シアの美しいレッグラインを浮き立たせており、質感と相まって艶めかしい。

　両くるぶしの位置には翼を模したパーツが取り付けられていた。

「【加速】の新しい段階……？」

　シアは力強く地面を踏みこんだ。

　土くれが爆発するように弾け、その勢いで一気に加速する。シアが動いた後に、衝撃波が駆け抜けていった。

　彼女のスピードが音速を突破したのだ。

「もしかしたら、クロム様の『力』が強くなった影響……？」

　先のヴァレリーとの戦いで、クロムの【固定ダメージ】の――いや、【闇】そのものの力は、明らかに強くなっていた。
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『術者の絶望値及び憎悪値が上昇中……第二規定に到達しました』

『儀式の進捗率が85
 ％に到達しました』

『術者の【闇】の出力が６６６％上昇しました』





【闇】が告げた言葉を思い出す。

　その強まった【闇】が自分のスキルにも影響を及ぼしているのだろう。

　強くなれば、もっとクロムの役に立てる――それ自体は嬉しい。

　恩義のある相手だし、最近ではそれ以上の想いが自分の中で育っているのを、はっきりと自覚している。だが――、

（【闇】が強くなった、ということは、クロム様の怒りや憎しみ、絶望が増したということでもあるのよね……？）

　心配も、あった。

【闇】の力をどこまでも育み、どこまでも強めた先に――その果てに。

　クロムに、何が待ち受けるのか。

　クロムが、どう変質していくのか。

「たとえ何が起ころうとも、あたしはあの方を守る――」

　シアは自身に言い聞かせるようにつぶやいた。

「あの方の剣として、騎士として戦う……っ！」

　決意を新たに、さらに駆ける。

　と――前方に黄白色の光が明滅しているのが見えた。

「あれは……!?
 」

　手足が異様に太い、黄白色の甲冑をまとった騎士だ。その手に巨大なハンマーを携えている。

　数は、全部で四体。

　彼（？）らは一人の女を取り囲んでいた。

　おそらく近隣の村人だろう。年のころはシアより少し年上か。死んだ彼女の姉、リーアにどことなく面立ちが似ている。

「ひ、ひいっ……！」

「絶望の声を上げよ、人の子よ」

「恐怖の叫びを上げよ、人の子よ」

　騎士たちが厳かに告げた。

　いっせいにハンマーを掲げると、ヴンという音がして、その頭頂にまばゆい光輪が浮かび上がる。背からは光の翼が広がった。

　まるで天使のような姿に変化を遂げた騎士たちは、女に向かって
躊
 ちゆう
 躇
 ちよ

 なくハンマーを振り下ろした。

　虫でも駆除するように平然と。淡々と、叩き殺すために――。

「させないっ！」

　シアは地を蹴り、距離を詰めた。

　打ち下ろされるハンマーを斬り飛ばそうと【切断】を発動する。

「えっ!?
 」

　だが何物をも断ち切るはずの剣は、騎士が放つ輝きによって弾かれてしまった。

　その間に、四本のハンマーが続けざまに叩きつけられる。

「ぐ……ぼ……ぁ……」

　苦鳴とともに、肉塊と化す女。

「あ……あああああああああああああああああああああああ……！」

　シアは絶叫した。

　許せない。許さない。

　絶対に――！

　潰され、殺された女がどことなく姉に似ていたことも。

【切断】ならどんなものでも切り裂ける――その思いが、慢心と心の隙を招いたことも。

　そして何よりも、むざむざ犠牲者を出してしまったことが。

「あなたたちも、あたしも――等しく許せない」

　シアの手にした剣が赤光を放つ。

　刀身も、柄も、炎を発しているかのような強烈な熱が灯った。

「なんだと……!?
 」

「たかが人間が、これほどの【闇】を……！」

　驚き、後ずさる天使騎士たち。





　シアの剣が、変化する。





　黒と赤の混じりあった光を放つ刀身が、倍ほどに長くなった。さらに幅と厚みは三倍ほどに増加する。最後に、剣先が二股に分かれた。

「あたしの剣が――」

　シアは呆然と己の得物を見つめる。

　まさしく、魔剣だ。

「【切断】の、新たな形態……!?
 」

「スキルが多少変化したところで結果は変わらぬ」

「人間ごときが……！」

　天使騎士たちがシアをにらむ。

「その台詞は、もう聞き飽きた」

　黒と赤に彩られた魔剣を手に、彼女は言い放った。

　炎のように赤いツーサイドアップの髪が、風にはためく。

「我ら【光】の【
御使い
 スピリツト

 】にかなうつもりか」

「叩き潰してやる」

　天使騎士――【御使い】たちがハンマーを掲げて
威
 い
 嚇
 かく

 する。

　シアはそれを涼しげな瞳で見つめ、

「あなたたちが【御使い】なら、あたしは――」

　吠えて地を蹴る少女騎士。黒いブーツの翼が開き、紫色の粒子を噴射する。

　その勢いで、加速。

「あたしは！」

　さらに加速、加速、加速――！

「クロム様に身も心も、魂も捧げた【従属者】よ！」

　一閃。

【加速】による移動と【切断】を込めた斬撃。その二つを相乗させた超越の剣が、天使騎士の一体をハンマーごと――【光】ごと両断した。

「なっ……!?
 」

　一閃。

　さらに驚く天使騎士をもう一体両断する。

　一閃。

　返す刀でもう一体。

「ひ、ひいっ……！」

　光翼を開き、空中に逃げる天使騎士。

　その体が宙に浮かぶか浮かばないうちに、

「さよなら」

　最後の、一閃。

　シアの斬撃は、四体目が飛び去る時間さえ与えずに――瞬時にその体を断ち割った。





「ごめんなさい、助けられなくて……」

　シアは、彼女の亡骸の側に跪いた。

　頭部はかろうじて残っていたため、恐怖にひきつった顔を少しでも穏やかに直し、開いたままの目を閉じてやる。

「あたしのせいだ……」

　自分の無力さに嫌気が差した。

　油断しなければ、救えたかもしれないのに。情けなくて瞳から大粒の涙が落ちる。

　その涙が彼女の顔に触れたとたん、

　じゅうっ……！

　蒸発した。

　同時に、黄白色の光があふれる。

「え、何……？　これは――」

　シアは驚いて後ずさった。

　どくんっ！

　彼女の亡骸が脈動する。

　潰れた足でむりやり起き上がる。ちぎれ飛んだ腕は切断面が盛り上がり、新たな肉が生まれた。今までよりもはるかに太い腕となって。

　いや、腕だけではない。気がつけば、潰れた両足も太くなっている。

　そして、スラリとした体を黄白色の甲冑が包んでいく。

「まさか……！」

　シアはごくりと喉を鳴らした。





「絶望の声で
啼
 な

 け、人の子よ」





　彼女は――彼女だった何かは、厳かに告げた。

　敵意に満ちた眼光がシアを見据える。

「【御使い】……！」

　ぎりっと奥歯をかみしめるシア。

　あの天使騎士に殺されると、その者も天使騎士になるということなのか。それとも別の要因なのか。どちらとも分からない。

　が、はっきり分かることが一つある。

　彼女は――すでにシアの敵になった、ということだ。

「どうして……」

　苦い思いでうめく。

　天使騎士が巨大なハンマーを叩きつけてきた。

「――スキル【加速】」

　シアの両足に装着されたブーツの翼がバッと開き、紫の粒子を吹き出す。その勢いで大きく後退した。

　一瞬前まで彼女がいた地点に、ハンマーが打ちこまれた。

　地面が割れ、陥没する。

　反動を利用して、天使騎士が突進した。

　間合いを詰めて、シアに第二撃を繰り出す。

「……戦いたくない、けど」

　スキル【切断】を発動。

　黒と赤の魔剣を振るい、天使騎士のハンマーを根元から断ち切る。

「く……っ」

　天使騎士が後退した。

「もう、元には戻れないの？　ねえっ？」

　思わず声に出して叫んだ。

　シアとて、直感的に分かっていた。

　人間としての彼女はすでに死んだのだと。目の前にいるのは、新たに生まれた人を
殺
 さつ
 戮
 りく

 するための化け物なのだと。

　分かっていながら――叫ばずにはいられなかった。

「さあ、潰れろ」

　返答は、攻撃の意思だった。

　根元から断ち切られたハンマーに黄白色の光が集まり、一瞬にして再生される。

「潰れろ……潰れろ……潰れろ……！」

　殺意の声とともに、得物を振りかぶる天使騎士。

　空気を爆砕しながら振り下ろされるハンマーを、

「あああああああああああああああっ！」

　シアは絶叫とともに断ち切り、その勢いで天使騎士をも両断した。





　足元には、頭から真っ二つになった天使騎士の死骸がある。

　姉に似た面影は、どこにも見当たらない。異形の敵の、残骸でしかなかった。

「どうして……こんなことができるの」

　シアはぽつりとつぶやく。

　まるで人間を道具のように。

　クロムも、かつてこんなふうに生け贄にされたんだろうか。

「許せない――」

　あらためて怒りが沸き起こる。

　これを為した元凶であろうマイカに。そして――、

「許せ……ない……！」

　シアの体から黒い粒子状の何かが――わずかにあふれ、散った。





　悲しみも怒りも憎悪も、すべてを振り払い、シアは進む。

　やがて村が見えてきた。

「あたしが捕らえてみせる……魔術師マイカ」

　唇をかみしめ、つぶやく。

　と――、

「これは……!?
 」

　むせ返るような嫌な匂いが漂ってきた。

　炎が見える。あちこちから黒煙が上がっている。

　悲鳴が、苦鳴が、叫喚が響き渡る。

　足元に広がるのは、いくつもの血だまり。

　そして、その向こうには――薄桃色の髪を肩のところで切りそろえた、少女と見まがうような可憐な魔法使いがたたずんでいた。





◆　◆　◆





　シアが出発してから、すでに二時間ほどが過ぎていた。

「少し、遅いな」

　俺は小さくため息をついた。

　大丈夫だろうか、という不安が大きくなる。

「ここから離れた場所にありますし、まだかかるのでは？」

「あいつには【加速】スキルがある。すぐに村までたどり着いたはずだ」

　たずねるユリンに答える俺。

「生半可な敵なら【切断】スキルで一蹴できるだろう。マイカ相手に手こずっているのか、あるいは――」

　逆に捕らわれている、という可能性だってある。

　かといって、俺が行けばユリンを危険にさらす。

　どうにも、もどかしい状況だ。

「あの……私を置いて、クロムさんだけで村に行くというのは……？」

「それは駄目だ。お前一人で魔物に襲われたら、まず助からない」

　俺は首を左右に振った。

　シアを単独で行かせたのは間違いだったかもしれない。苦い思いをかみしめる。

　――ぞくり。

　ふいに、肌が粟立った。

「なんだ、この感じは……!?
 」

　最初にこみ上げたのは『悪寒』だ。

　だが、それだけじゃない。

　妙な懐かしさと心地よさを同時に感じていた。

　そう、あれは二年前の――。

　禁呪法『闇の鎖』で生け贄にされたときの。

　そして、すべてを失った後に【闇】を得たときの。

　そのとき味わった感覚に、よく似ていた。





◆　◆　◆





★ＳＩＤＥ　マイカ





　時間は少しさかのぼり――。

　魔術師マイカは研究所近隣の村を訪れていた。

　この村の人間は、何度か被験体として連れ去ったことがある。

　もちろん、こちらの正体が露見するようなヘマはしていない。

　彼らにとって自分は『世界一の魔法使いの弟子』だ。まさしく英雄を見るような目で、村人たちはマイカの訪問を歓迎してくれた。

（おめでたいね、まったく）

　内心で
嘲
 ちよう
 笑
 しよう

 するマイカ。

　恐るべき【闇】の使い手であるクロムを倒すためには、対極の力――【光】が必要だろう。

　その力を得る方法はオーブに記録されていた。

　どうやら師匠は、かつてクロムを生け贄に捧げ、勇者ユーノを強化したらしい。弟子だった男を切り捨てたわけだが、別にそれはどうでもいい。

　ヴァレリーはクロムとの対話で『弟子など使い捨ての道具』と言っていた。

　だが、自分だけは違うはずだ。

（僕だけは――ヴァレリー様から本当に愛されていた。何度も睦言をささやき、たくましい腕で抱いてくれた。そう、僕だけがあの方の恋人なんだ）

　他の弟子たちとのことは、ヴァレリーにとって単なる遊び。真に心を込めて抱いてくれるのは、僕が相手のときだけだ。

　そう、信じていた。

（だから、あの男は僕が倒します。見ていてください、ヴァレリー様）

　マイカはふたたび儀式について思考を向ける。

　ヴァレリーが行った『闇の鎖』は、一人の男の深い絶望から【光】を生み出すというものだった。それはクロムが何年も一緒に過ごした弟子だからこそ――彼がもっとも絶望することが何かを熟知していたから為せたこと。

　だが、ここにいる村人たちは知り合ったばかりである。

　誰を生け贄にしたところで、クロムほどの深い絶望を生み出すことは難しいかもしれない。

（なら、数で補えばいい）

　マイカの考えはシンプルだった。

　一人の人間から強く深い憎悪や絶望を抽出したのと同等の量を、大勢の人間から集めるのだ。

（そう、たとえば――この村すべての人間を生け贄に捧げるとかね）

「どうしました、マイカさん」

「何もない村ですけど、ゆっくりしていってくださいね」

　村娘たちがマイカの側に寄ってくる。

　柔らかな胸を押しつけてくるのはわざとだろうか。普通の男なら喜びそうなシチュエーションだが、マイカにとってはむしろ不快だった。

（馴れ馴れしいな、まったく）

　内心で毒づく。

　彼の体に気安く触れていいのは、この世でただ一人。

　愛する師匠ヴァレリーだけなのだ。

　そう、少女のように可憐な容姿も、花のような唇も、薄桃色の髪も、滑らかな白い肌も――ヴァレリーだけのものだ。

（ああ、ヴァレリー様……）

　なおも体を押し付け、我先にと話しかけてくる少女たちなど眼中になく、マイカはうっとりと頬を赤らめる。

　下半身に熱い血潮が集まってきた。性欲に似た興奮が高ぶる。

　嗜虐の、興奮が。

（そろそろ――始めようか）

　マイカは口の端を吊り上げ、笑った。
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「『プリズン』」

　村人たちを全員、不可視のエネルギーで拘束する。

　無詠唱で、しかも大人数を一度に捉えられるのは、マイカの強い魔力と高い魔法技術あってこそである。

「な、何を……？」

「マイカさん……？」

「さあ、たっぷりと負の感情をまき散らしてくれ。君たちの恐怖が、憎しみが、絶望が――儀式を成功へと導くだろう」

　謳うように告げ、マイカは手近の村人を雷撃で焼き尽くした。

「ぎ、ぉぉぉぉ……!?
 」

　黒こげになってその村人は絶命する。

　次の村人には火炎を。

　さらに氷を、風を、土を――次々と魔法を見舞っては、殺していく。

　村中に悲鳴と苦鳴が響き渡った。

　だが、マイカの『プリズン』によって逃走は封じられている。一人一人殺されていく様を、残った者たちはただ見ることしかできない。

　次は自分の番かもしれない――そんな恐怖と絶望を感じながら。

「全員、死ね。絶望しながら死ね！」

　その後も、マイカの惨殺は続いた。

　血を一滴残らず抜いて干からびさせたり、頭をじわじわと締めつけて殺したり、手足を一本ずつ砕いていったり――。

　彼らの恐怖をできるだけ煽るように、マイカは村人たちを一人一人、始末していく。

　その絶望は黒いモヤの形を取って具現化し、彼の周辺に漂い始めた。

　同時に、天空にまばゆい光が出現する。

「なるほど、恐怖や絶望による【闇】の具現化……そして、その【闇】と同時に【光】が現れる……か」

　マイカは満足げにつぶやいた。オーブの記録通りだ。

「では、【光】よ――僕の下に来たれ。愛するヴァレリー様の怨念を晴らすための力を、僕に与えたまえ」

　唱えると同時に、黄白色の輝きがマイカを包みこんだ。

「お……おおおおお……お……！」

　マイカは歓喜のうめき声を発した。

【光】が、自分に宿ったのだ。

　と、そのときだった。

「なんてひどいことを……！」

　声とともに、前方から誰かが近づいてくる。

　炎のように赤い髪をツーサイドアップにした美しい少女。

「君は――」

　確かヴァレリーをひどい目に遭わせたあの男と一緒にいた少女である。

「探す手間が省けたよ。一人一人……確実に殺してやる」

　マイカが少女騎士を見据えた。

「そうはいかない。あたしがあなたを止める」

　彼女は、黒と赤に彩られた異形の剣を構えた。





◆　◆　◆





「クロム様！」

　赤い閃光と化したシアが、俺の下まで戻ってきた。

「……シア？」

　彼女は、無事とは言い難い状態だった。

　甲冑のあちこちが砕け、腕や足から血が滴っている。

「何があった」

　聞くまでもなく、予想はついた。

　マイカとの交戦で命からがら逃げ延びた、といったところか。

「……申し訳ありません」

　シアはその場に崩れ落ちた。

　真っ青な顔で気を失ってしまう。

　どうやら体力の限界まで走ってきたらしい。

「おい、シア……！」

　俺は慌てて彼女の側にしゃがみこみ、手早く止血や消毒を始めた。

　腕力が衰えているため、鎧を外すのにも一苦労だ。ユリンに手伝ってもらい、アンダーウェア姿にする。

　豊かに盛り上がった胸の谷間に、ハート型の紋様が浮かんでいた。

【従属者】の証である紋様だ。

「……ん？」

　その意匠が以前とは変化している。

　より複雑で精緻なデザインへと。

「一体どういうことだ……？」

　気になったが、今は手当てが先だ。

　ユリンにも手伝ってもらい、俺は彼女の応急手当てを済ませた。





「村で何があったんだ、シア」

　彼女を休息させた後、俺はあらためてたずねた。

「その……」

　シアがユリンをチラリと見る。言いづらそうにうつむいた。

　暗い表情を見れば、おおよその察しがついた。

　おそらく、ユリンの村は――。

「話してください」

　ユリンがシアを見つめた。

　青ざめた顔だ。彼女も、自分の村に何が起きたのかはだいたい想像がついたのだろう。

「ごめん……あたしが到着したときには、村はもう……」

　シアが頭を下げた。

「死体の山が、積み上がっていたの……生きている人がいるかどうかも……」

　ユリンが息を飲んだ。

　その顔が血の気を失い、蒼白になる。

「う、嘘……嘘です」

　シアは無言で首を左右に振った。

「お父さん、お母さん……みんな……」

　みるみる、その目に涙がたまっていく。

「マイカの仕業か？」

　たずねる俺。

『闇の鎖』は生け贄を必要とする禁呪法だ。奴が村人たちを生け贄に捧げたのかもしれない。

「おそらくは……ううっ」

　うなずいたシアは、まだ傷が痛むのか、顔をしかめた。

「大丈夫か？」

「は、はい……マイカが攻撃してきて……応戦しましたが敵わず、あたしは逃げてきました……」

　傷口を押さえつつ、シアが答えた。

【闇】のスキルを持つ彼女でも敵わないとは……マイカは【闇】か【光】の力を得ているのかもしれないな。

「――行くか」

　俺は決断した。

　村が全滅しているなら、ユリンをここに待機させておく意味はない。たとえ魔物を呼び寄せても、被害を受ける村人自体が残っていないから、な。

　第一、ユリンは一刻も早く自分の目で村の状態を確かめたいだろう。

「シア、ユリン、一緒に来てくれ」





　村に到着したころには、月が出ていた。

　淡い月光の下、折り重なった無数の死体が青白く照らし出されている。

「ああ……」

　ユリンはかすかな息をもらし、その場に崩れ落ちた。

　呆然自失の状態だ。

「あ……あ……ああ……」

　断続的なうめき声と、
嗚
 お
 咽
 えつ

 がもれる。

「ユリンちゃん」

　シアがその側に屈みこみ、ユリンを抱きしめた。

「ようやくご到着ですか。待っていましたよ」

　死体の山の向こうから、小柄な人影が進み出る。

　距離は約15
 メートル。

　薄桃色の髪に、少女のように可憐な美貌。

　ヴァレリーの弟子、マイカだ。

　だが、研究所で会ったときとは雰囲気が変わっていた。

　血走った目は俺を憎々しげににらみ、口元は固く引き結ばれている。血の気を失った顔は、それでも華やいだ乙女のような印象をなお保っている。

　美しき復讐者――。

　そんな印象の少年魔法使いが、俺に右手を突き出す。

「スキル【祝福の矢】」

　同時に、彼の前方で黄白色の光が弾けた。

　再収束した光は、羽毛に似た形に変わり、矢のように飛んでくる。

　次から、次へと――その数はおおよそ百。

「あれは、あたしの【切断】でも切り裂けなかった攻撃です！　しかも、避けてもどこまでも追ってくる――」

　シアが隣で警告した。

　光の羽毛群は俺に向かって四方から突き進み、

　ばしゅっ……！

　俺の全身からあふれる黒い
鱗
 りん
 粉
 ぷん

 のような輝きに触れたとたん、跡形もなく消滅した。【固定ダメージ】の効果範囲である10
 メートル内に入ったのだ。

「切り裂く必要も、避ける必要もない。消し飛ばすだけだ」

　言って、俺はマイカを見据えた。

「【光】の力を得ているようだな……」

　直感的に悟る。

　今の攻撃は『魔法』じゃない。魔力の発動をまったく感じなかった。

　やはり、マイカは『闇の鎖』によって【光】を身に付けたんだろう。

　二年前のユーノと同じように――。

　記録オーブの情報だけで自分なりに術式を組み立て、ヴァレリーが行った『闇の鎖』を再現するとは。

　さすがに、マイカも一流の魔法使いだけのことはある。

「いい練習台になりそうだ。ユーノの前に、まずはお前の【光】を打ち砕く」

「僕の【光】でヴァレリー様の恨みを晴らします。覚悟してくださいね」

　にいっ、と歪んだ笑みを浮かべるマイカ。





　そして。

　俺は初めて【光】との戦いに挑む――。





「見ていてください、ヴァレリー様。あなたの夢を踏みにじった男を、今僕が討ちます――これこそ、僕の愛の証……ヴァレリー様に、届け……！」

　マイカが熱っぽい口調でつぶやく。

　中空を見据える瞳は、どこか虚ろだった。あるいはヴァレリーの姿でも幻視しているのかもしれない。

「見事、この男を倒した暁には、また愛してくださいね、ヴァレリー様……ああ、早くあなたの腕に抱かれたい。唇を重ねたい。指先で体中をまさぐってほしい。僕の一番深い場所を貫いてほしい。あなたの熱い精を僕の中に思う存分注ぎこんでほしい――」

　つぶやきながら、薄桃色の唇の端からツーッと唾液が垂れ落ちる。

　……妄想まみれな奴だな。

「シア、ユリン。俺から離れるな」

　言って、俺は歩みを進めた。

　基本的に【固定ダメージ】の対人戦術はシンプルだ。スキルの効果範囲まで近づく――それだけである。

　範囲内に入れば、その瞬間に対象に９９９９ダメージを与えることができる。

　ほぼすべての敵は、それでカタがつく――。

「マイカ、といったな。『闇の鎖』の記録オーブはお前が持っているのか」

　距離を詰めながら問いかけた。

　状況から考えて、こいつがオーブを持っているのは、おそらく間違いない。

　ただ、確認は必要だ。

　あるいは、マイカの背後に黒幕がいないとも限らないからな。

「研究成果は、あの方の魂同然。当然僕が持っています」

　マイカは胸元に右手を当てた。

「たとえあなたに殺されようとも、あるいは犯されようとも――絶対に渡しません」

「前者はともかく後者はないから安心しろ」

　俺にヴァレリーのような男色趣味はない。

　とりあえずマイカが記録オーブを持っていることは確認できた。あとは奴を片付けてオーブを回収するとしようか。

　ユリンの村をこんな目に遭わせた奴に遠慮も容赦も必要ない。

「消し飛ばす」

「やれるものなら！」

　マイカがふたたび右手を突き出した。

　羽毛型の矢が雨のように降り注ぐ。

　射撃型のスキル【祝福の矢】。

　俺は構わず前進した。先ほど同様、矢群は俺の周囲にあふれる黒い鱗粉――【固定ダメージ】に触れる端から消滅する。

　奴との距離が10
 メートルに達した。

「終わりだ、マイカ」

「スキル【花の守護】」

　俺の宣告とマイカのスキル発動は同時だった。

　ばぢぃっ！

　耳障りな音とともに、俺の全身から噴き出す黒い鱗粉が、マイカの前で弾け飛ぶ。

　奴のほっそりした体を覆うように出現した、真紅に輝く花びらのような輝きによって。

「僕の【光】の力はさっきの【祝福の矢】だけではありませんよ。防御の方もこの通り」

　マイカが微笑んだ。

「あなたの悪しき力は、僕には届きません」

「悪しき力……か」

「当然です！　【闇】の化身――僕の愛する人の夢を奪った！　希望を奪った！　絶望に突き落とした！　絶対に許せない！」

　俺をにらむマイカの瞳は、今にも火を噴きそうに思えた。

　今までは俺が敵に怒りや憎しみ、復讐心をぶつけていたが――今回は逆というわけだ。

「だったら、どうした」

　マイカが発する強烈な憎悪を、俺は平然と受け止めてみせた。

「なんとも思っていないというのですか！」

　マイカはますます激高する。

「あの方のもっとも大切なものを――あなたは踏みにじったんだ！　生涯を懸けて探究してきた夢を、希望を！」

「先に踏みにじったのは奴だ」

「黙れ！」

　マイカが怒声を発した。血走った目で俺をにらむ。

「僕はあの方の無念を晴らす。失ったものがもう戻らないなら、せめてあなたの首をヴァレリー様に捧げよう――」

「やってみろ」

「じゃあ遠慮なく――来い、【御使い】たち！」

　マイカが両手を上げた。

「なんだ……？」

　眉根を寄せる俺。

　次の瞬間、周囲から黄白色の輝きが立ち上った。

　もぞり。

　倒れていた死体がいっせいに起き上がる。さながらアンデッドのように。

「気を付けてください、クロム様。あいつは、死んだ村人を自分の使い魔のようなモンスターに変えられるんです」

　シアが警告した。

「あなたに【従属者】のあたしがいるように、マイカにも配下の者がいる、ということかと」

「なるほど。【光】側の【従属者】ってことか」

　さらに、村人たちの死体は光をまとい、変身する。

　異様に太い四肢に、輝く騎士鎧。頭頂部の光輪に、背の光翼。

　天使騎士、といった出で立ちである。

「さあ、【御使い】たちよ、そいつを殺せ！」

　マイカが哄笑混じりに命じた。

　おおおおおお……っ！

　怒号とも
咆
 ほう
 哮
 こう

 ともつかない声とともに、十数体の天使騎士が四方から近づいてくる。

　俺が展開している【固定ダメージ】にも恐れる様子はない。

「無駄だ。俺に近づいたものはすべて――」

　言ったところで、違和感を覚えた。

「が……ぐぅぅ……」

　黒い鱗粉に触れた天使騎士たちは、一瞬踏みとどまり、さらに二歩、三歩と歩みを進めたのだ。

　そこでようやく輝く粒子となって消滅する【御使い】たち。

　倒すには倒せたが――一瞬では消し飛ばせない。奴らには９９９９ダメージを一撃や二撃耐えられるだけの生命力があるというのか。

「……いや、それも違うな」

　俺は小さくうなった。

　奴らに黒い鱗粉が触れた瞬間、淡い輝きが花弁状の形をとって弾けるのが見えた。

　スキル【花の守護】。

　マイカの力で【固定ダメージ】から天使騎士たちを守り、10
 メートルの距離を詰めて俺に肉薄する
目
 もく
 論
 ろ

 見か。

　だが――甘い。

「クロム様……」

　シアが俺の側に寄り添う。

　不安な表情はしていないが、万が一のときには俺を守ろうというのか、険しい表情だ。

「心配するな」

　俺はシアに、そして反対側にいるユリンにも微笑んだ。

「奴らごとき、俺の【闇】の敵じゃない」

　次の瞬間、俺の全身から黒い鱗粉がさらに吹き出す。

　ばぢぃぃぃっ！

　ひときわ耳障りな音が響き、輝く花弁がすべて吹き散らされた。

　そのまま天使騎士たちも消し飛ばす。

　先ほどのように数歩進むことすら、もはやできない。

「なんだ……!?
 　一瞬で消滅する――」

　マイカが戸惑いの声をもらした。

「僕のスキルが弱まっている……？」

「逆だ」

　凛と告げる俺。

「俺の力が高まっているんだよ。お前の【光】に影響されて、な」





　俺はマイカを追い詰めていた。

　奴の配下たる【御使い】は、もはや【固定ダメージ】の敵じゃない。マイカの【花の守護】のスキルをもってしても、俺のスキルダメージは防げない。

　近づく端から【御使い】たちは消滅していく。

「くっ……もういい。僕を守れ！」

　マイカはさらに十数人の村人の死体を【御使い】に変え、自分の周囲に並ばせた。

「攻撃を諦め、防御に徹したか」

　だが、それも無駄だ。

　俺が距離を詰めれば、防御ごと奴を消し飛ばすことができる。

「オーブを返してもらうぞ」

「返す？　冗談じゃない！　これはヴァレリー様のものだ！　あなたにこれを持つ資格はない！　絶対に渡さない！」

「なら、力ずくで奪い取る」

　俺はまっすぐに歩みを進めた。

「くっ……」

　気圧されたようにマイカが後ずさる。

「ユリンの村にこれだけのことをしたんだ。許されると思うなよ」

　少なくとも逃がすつもりはない。

　見逃せば、あいつはおそらく別の場所で同じことをするだろう。

　犠牲がこれ以上増える前に、ここで確実に始末する。

「ええい！　なんでもいいから足止めしろ！　僕はその間に逃げる！」

　マイカが絶叫した。

　同時に、奴の周囲を守っていた【御使い】たちがいっせいに向かってくる。

　ある者は正面から突進し、別の者はハンマーを投げつける。さらに光の翼で飛翔し、空中から襲いかかる者もいた。

　そのすべてが――俺の黒い鱗粉に触れたとたんに消滅する。

「逃がさんぞ、マイカ」

　俺はなおも歩みを進めた。

　スピードは奴のほうが上。

　だが、奴の攻撃手段は俺がすべて封殺できる。

　どこかでシアと連携し、奴を捕らえることは十分可能だろう。

　――と、そのときだった。

『覚醒が進んでいるようですね、宿主様。何よりですわ』

　中空から微笑み混じりの声が響く。

　艶めいた女の声。【闇】だ。

「なんだ、急に出てきて」

　こっちから質問したときは気まぐれにしか答えてくれないくせに。

　なぜ、このタイミングで出てきたんだ……？

『【闇】と【光】は互いに高め合う存在。照らす【光】が強ければ強いほど、【闇】もまた強く、深くなります』

　説明する【闇】。

『今まで以上に育まれた【闇】によって、あなたは新たな段階に進む機会を得られそうです。「
黒の位相
 クリフオト

 」が開きますよ』

「クリフォト……？」

　耳慣れない単語に俺は眉根を寄せた。

　次の瞬間、目の前に黒い霧のようなものが広がっていく。

　その向こうから、高さ数百メートルはあろうかという巨大な門が出現した。

「これは――」

　門の内部に黒紫色の輝きが灯る。

　視界が暗転し、そして――。





　気がつけば、どこまでも広がる荒野にいた。





「どこだ、ここは……!?
 」

　少なくともユリンの村じゃない。

　赤黒い色をした不気味な土の荒野が地平線まで続いていた。

　まさか、と思った。

　研究所でヴァレリーから聞いた話を思い出す。

【光】や【闇】とは何か、という俺の問いかけに返ってきた答え。





『簡単に言えば、この世界とは異なる空間に眠る膨大なエネルギーを秘めた何か、だ』





　その『異なる空間』とやらは、もしかして――この場所なんだろうか？

『ご名答です』

　いつの間にか、俺の側に人影があった。

　足元まで届く艶やかな黒髪。対照的に、どこまでも白く滑らかな肌。

　周囲に溶けこむような黒いドレスは、まるで貴族令嬢のようだ。

　その瞳には光彩がなく、【闇】そのもののよう――。

「お前は……」

『これだけはっきりと具現化してお会いするのは初めてですね』

【闇】だった。

　妙齢の美女は妖しい微笑混じりに俺を見つめている。

　こいつ、こんな姿をしていたのか。

　以前にぼんやりとした姿を見たことはあったが……。

『ここは「黒の位相」。現世よりも【闇】が濃くわだかまる世界。私の故郷でもあります』

「やっぱり別の世界なのか？」

　俺の問いかけに、【闇】は静かにうなずいた。

　――と、悠長に話している場合じゃない。

「向こうの世界にはシアやユリンがいるんだ。早く戻らないと――」

　二人がマイカに殺される……！

『ここは現世とは時間の流れが違います。慌てなくても大丈夫ですよ』

【闇】が微笑んだ。

『ここを出る際には、先ほどの一瞬後の時間に戻りますから』

「じゃあ、早く戻してくれ」

　俺は彼女に言った。

「『黒の位相』とやらに用はない」

『本当にそうですか？　あなたはさらなる力を欲しているのでは？』

【闇】が喉を鳴らして、くっくっと笑う。

　さらなる力――。

　そう、来たるべきユーノとの戦いに向けて、俺はより強大な【闇】の力を求めている。

「この世界に、俺がもっと強くなるための何かがあるのか」

『まずあなたは知らなければなりません』

　俺の問いに対し、【闇】はどこかはぐらかすような答えを返した。

『出会わなければなりません。向き合わなければなりません。あの存在に』

「……もったいぶらずに、具体的に言ってくれないか」

『殿方を焦らすのは女のたしなみですよ、宿主様？』

【闇】はやけに嬉しそうだ。

『ご案内いたしましょう。あなたをさらなる【闇】へと導くために。さあ、こちらへ』

　こうして――。

『黒の位相』の旅路が始まった。





『私のことは以後ラクシャサとお呼びくださいませ』

【闇】が唐突に提案した。

「ラクシャサ……？」

『いつまでも【闇】ではややこしいでしょう？　本来、【闇】とは力の概念。私はその一部に過ぎませんゆえ』

　微笑む女。

『ここまで【具現化】できる宿主様は初めてです。ゆえに――私の真名を知っていただきたく』

「呼び名なんてどうでもいい。が、お前が望むなら、そう呼ぼう」

　俺は【闇】あらため、ラクシャサに言った。

　彼女と連れ立って、荒野を歩き出す。

　俺は足が衰えているため、かなりゆっくりとした道程だ。

　ラクシャサは俺に歩調を合わせて歩いてくれる。

　周囲には、代わり映えのしない荒野が続いていた。

　黒の位相――か。

　以前に迷いこんだ墓標の丘もそうだが、ここも寂寥感の漂う光景だった。

　曇天で周囲が薄暗いのも、そんな雰囲気に拍車をかけていた。

　黒い空には時折、闇色の稲妻が走る。その稲妻がまばゆく弾けながら、突然消えた。

「あれは――」

　落雷という感じじゃないな。

　まるで空間に吸いこまれたような消え方だ。

『どこか別の時代、あるいは別の世界に【闇】の一部が流れこんでいるのです』

　と、ラクシャサ。

『あるいは、あなたのように【闇】を身に付け、その力を振るう者がいるかもしれません』

「俺と、同じように……」

『時代や世界は変われど、人間の業は変わりませんゆえ』

　ラクシャサが微笑む。

　人間の業……か。

　俺の復讐心も、その一つなんだろう。





『この辺りで休憩しましょうか』

　二時間ほど歩き、ラクシャサが巨大な岩の陰を指さした。

『あなたの衰えた体では長時間の移動は辛いでしょう』

「……そうだな」

『ここでは空腹は感じないと思いますが、疲労は現世と同様に蓄積していきます。ゆっくり眠ってくださいね』

　ラクシャサが言った。

『望むなら
伽
 とぎ

 でもしましょうか』

　思わずラクシャサを見返した。

『冗談です』

　にっこり笑って、人差し指を立てる【闇】の女。

　意外と茶目っ気のある雰囲気が意外だった。こういう一面もあるのか。

「冗談に聞こえないからやめろ」

『ふふ、もし乗ってくれたら、抱かれて差し上げようかと思ったのですが』

　艶然と微笑むラクシャサ。

　どこまで本気なんだか、読めない女だ。

『あなたと一緒にいた少女たちに怒られてしまいますね』

「シアとユリンか？　別に怒りはしないだろう」

『怒りや憎しみだけでなく、もっと人の感情の機微を学んだほうがいいですよ、宿主様』

「……なんのことだ？」

『特に乙女心について、ね』

　こいつの言っていることは、今一つ要領を得ないな。

『あなたに宿って二年ほど……随分と力を増しましたね』

　ラクシャサがいきなり話題を変えた。

「あいつらへの恨みや憎しみを忘れたことはない。その思いが俺の【闇】を育てた」

『おかげでこうしてお話しできます。私の姿を見てもらえるのは、嬉しいですわね』

　言葉通り、嬉しそうに目を細めるラクシャサ。

　右目の下に泣きぼくろがあることに気づいた。

「お前は、今までにも色々な人間に宿って来たのか？」

『あら、嫉妬ですか？』

「……なぜ俺がお前に嫉妬心を抱かなきゃならないんだ」

　ちょっと憮然としてしまった。

　ラクシャサはそんな俺を見て、なぜか楽しげな顔をする。

『そうですね。数百数千という人間に宿り、【闇】をもたらしてきました。といっても、あなたほど強大な【闇】を身に付けた人間はいませんでしたが……そもそも、私の姿をここまではっきりと【具現化】させたのも、あなたが初めてです』

　説明するラクシャサ。

『大半の宿主様には声を届ける程度が限界でした。中には、私を宿した瞬間に精神が崩壊した者もいますし』

　恐ろしいことを微笑み混じりに告げる。

【闇】を抱えるっていうのは、思っていたよりも心身の負担や消耗が激しいということなんだろうか。

　俺自身は、この力を使うことでなんらかの負担や消耗を感じることはないんだが――。

『あなたの場合はむしろ【闇】から力を得ているようですね。本来なら「闇の鎖」ですべてを奪われ、吸い取られて死ぬはずだったのが、【闇】によって失われた生命力を補充し、こうして今も生きているのですから』

　ラクシャサが説明する。

「俺が……死ぬはずだった……？」

　あの儀式の作用は魔力を奪われたり、体が著しく衰えたりすることなのかと思っていた。

　だが、違ったのか。

　俺は本来なら、すべてを吸い尽くされて死ぬはずだった――？

『今のあなたは――身体能力こそかなり衰えていますが、生命力においては常人のそれをはるかに凌いでいます。ご心配なさらず』

　ラクシャサが俺の手を取った。

　意外なほど温かな両手が、骨ばった俺の手を包みこむ。

『これからも、あなたのために力を尽くしますね、宿主様。どうか存分に【闇】を振るいなさいませ』





　休息を終え、俺たちはふたたび進みだす。

　数時間歩いては、休息し、また数時間――という行程を繰り返し、やがて前方に巨大な湖が見えてきた。

『着きましたよ、宿主様』

　ラクシャサが湖を指さした。

「あれが目的地なのか？」

　俺をさらなる【闇】に導くという存在。

　それがここにいるんだろうか？

　俺の問いにラクシャサは静かにうなずいた。

『あの湖は「黒の位相」の中心点。そして、その底には――』

　恭しい口調でラクシャサが告げる。

『【闇】の根源――【
奈
 な
 落
 らく

 】が潜んでいます』

「【奈落】……？」

『まずはご対面を。さあ、宿主様』

　ラクシャサが俺の手を引く。

　バランスが崩れ、ふらついてしまった。

『あら、失礼いたしました』

　素早く俺を抱き留めるラクシャサ。

　柔らかな肌や甘い香りに、思わずどきりとしてしまう。

『湖に落ちては大変ですね。宿主様の体力では泳ぐことも難しいでしょうし』

「……確かに、な」

　いくら【固定ダメージ】があろうと、湖の底に沈んだら一巻の終わりだ。

『いえ、普通の湖であれば【鎖】を使って沈むことを防げます。ただ、この湖は特別なので……』

「【鎖】？」

『気づいてらっしゃらないのですか？　あなたの【闇】が深まったことで、それも具現化を始めているはずです』

　ラクシャサは俺から体を離すと、右手をまっすぐ伸ばした。白くたおやかな手に漆黒の鎖が巻きついている。

『あなたの体にも同じものがあるはずです』

「何？」

　俺はそんな鎖を身に付けた覚えはない。

　そう思って、自分の体を見下ろすと――、

「なんだ、これは……？」

　確かに、ラクシャサと同じく右手に漆黒の鎖が巻きついていた。

　こんなものは、今までなかったはずだ。

『それは――いわば絆です』

「絆……？」

『【奈落】との、ね。空中に自分の体を固定したり、任意の敵を捕らえたり――使いようによっては便利だと思いますよ。もっとも、そんなことは副次的なもので、【鎖】の真の使い方は――』





『【端末０３７】――【
刻印名
 コード

 ラクシャサ】よ。我が下にその者を』





　重々しい声が響いた。

　湖の、底から。

　まさか、これは――。

「【奈落】とやらの声、か？」

『ええ、私たちを――いえ、あなたを呼んでいるようです』





　俺はラクシャサとともに湖の縁までやって来た。

【闇】の世界の湖は、どこまでも澄んでいて、底まで見渡せるほど透明度が高い。

「あれは……」

　湖の底に、巨大な何かが沈んでいる。

『そう、あれが【奈落】です』

　ラクシャサが告げた。

　サイズが大きすぎて、その形を把握するのに時間を要してしまった。

　おそらく一つの都市くらいの大きさはありそうな、超巨大な球体。その表面のいたるところに黒い鎖が巻きつき、縛り上げている。

　無数の鎖のうちの一本は水面から飛び出し、ラクシャサの手の鎖につながっていた。

　――いや、ラクシャサだけじゃない。

　よく見ると、俺の体に巻きついた鎖も、【奈落】を縛る鎖とつながっていた。

「なあ、この鎖はなんなんだ？」

『禁呪法「闇の鎖」によって、生け贄は【鎖】に縛られます』

　解説するラクシャサ。

『通常なら、その鎖に力も命もすべて絡め取られ、吸い取られ、生け贄は死亡します。ですが、その呪縛をも撥ね退けることができたとき――生け贄は【闇】とつながり、【闇】を得るのです』

「呪縛を撥ね退ける……【闇】とつながる……」

　俺はラクシャサの言葉を繰り返した。

　同時に、思い出す。

　そう、二年前に『闇の鎖』をかけられたときのことを。





　――魔力を失い、体が著しく衰え、パーティを追放された俺。

　ソードウルフの大群に囲まれ、絶体絶命――というところで、ラクシャサの声を聞いた。

　ＥＸスキル【固定ダメージ】を与えるという声に同意したとたん、俺の体を覆っていた黒い鎖ははじけ飛んだ。

　そして、力を身に付けた。





「あのときの鎖は……俺を呪縛するものだったのか」

　そして解放された俺は、新たな鎖によって――ある意味、別の呪縛を受けたわけだ。

【闇】という名の呪縛を。

『人の子よ、そして我が端末よ』

【奈落】から声が響いた。

『汝は、より強大な「力」を求めているのであろう？』

　すでにお見通しのようだ。

　質問の手間が省けて助かる。

『答えは極めて単純だ。我とのつながりが強くなれば、より大きな【闇】を得ることができる』

「つながりが強くなれば……？」

『汝が今までやって来たことと、基本的には同じだ。【闇】を育め。怒りを、恨みを、悲しみを、憎しみを、絶望を――あらゆる負の感情を湧き上がらせよ』

　と、【奈落】。

『そして、もう一つ――【闇】は他の【闇】とのつながりや【光】とのかかわりで、より大きな【闇】を得る』

「【光】はともかく、他の【闇】というのはなんだ？」

　俺以外にも似たような力の持ち主がいるのか？

『極めて少数ですが……あなたのように【闇】の力を得た者もいれば、あの少女のように力を与えられた者もいますよ』

　ラクシャサが言った。

『ですが、世界は広い。その者たちと巡り合うのは、容易ではないでしょう。一番簡単なのは、あなたが【闇】を分け与えた存在――あの少女のような者とつながりを深めることですね』

「つながりを深める……か」

『手っ取り早いのは、彼女を恋人にでもすることでしょうか。契りでも交わしてみてはいかがです？』

「っ……!?
 」

　思わず言葉を詰まらせた。

　いきなり何を言い出すんだ、この女は。

『あら、意外と初心なところもあるのですね』

　楽しげなラクシャサ。

　と、

『――嫌な気配がするぞ』

　ふいに湖が大きく震えた。

　底にいる【奈落】がその超巨体を振動させたのだ。

『【光】の気配を持つ者が「黒の位相」に紛れこんだようだ』

「【光】の気配だと……？」

　俺は【奈落】の言葉を繰り返し、ハッとなった。

　まさか。

　胸の鼓動が早鐘を打つ。

　全身から汗がにじむ。

　胸の奥に痛みが、ついで熱い怒りと憎しみが湧き上がる。

　そして最後に、強烈な喜悦が沸きたった。

　この世界に、いるのか。あいつが。

【光】の勇者ユーノが――。

「そいつはどこにいる？」

　俺は【奈落】にたずねた。

『随分と執心のようだな。汝に縁のある者か？』

「どこにいるのかと聞いている……！」

　声が、自然と震える。

　ユーノがここにいるのか？

　いるのだとしたら、どこだ？　どこにいる――？

『会いたいのであれば、飛ばしてやろう』

　と、【奈落】。

「俺は――」

　戦術的な面から考えれば、まだ会うべきじゃない。俺はまだ、奴と戦う準備を整えていない。

　だから、ここは――。

「……飛ばしてくれ」

　自然とその言葉が口から出ていた。

　戦術など知ったことか。

　今の俺の力と、あいつの力がどうなっているのか……知ったことか。

　ただ、会いたい。会って確かめたい。

　あのときの、真実を。

　あいつ自身の口から語られる、真実を――。





　いつの間にか、俺は荒野から別の場所に立っていた。

　無数の墓標が並ぶ、小高い丘。

　初めてこの世界に来たときの場所だ。

　側にはラクシャサの姿。

　そして、丘の向こうには長身の人影があった。

　金髪碧眼の秀麗な容姿が、さわやかな雰囲気を漂わせている。身に着けているのはきらびやかな甲冑。風にたなびく真紅のマント。

　手にしているのは、芸術品と見まがうばかりの美しい長剣。

「お前は……！」

　忘れもしない。

　忘れるはずもない。

　この二年間、毎日思い描いた男の姿だ。

　この二年間、毎日憎み続けた男の姿だ。

「お前……は……っ！」

　俺の全身から黒い鱗粉が噴き出した。

　通常なら、スキル範囲内に敵がいない限り、可視化はされない【闇】のエネルギーが。

　俺の気持ちの高ぶりに合わせてのことなのか、それとも【光】を持つあいつは特別なのか。

「君は……まさか……!?
 」

　ユーノもまた、俺を見ていた。呆然とした顔だ。

「久しぶりだな、ユーノ……！」

　俺は一歩一歩近づいた。

「クロムくん……なのか？」

　ユーノはまだ呆然とした顔で立ち尽くしている。

「ああ、随分と面変わりはしたかもしれないが、俺だ」

　歩みを、さらに進める。

　視界に現れた対象との距離を示す数字は30
 ――効果範囲までは、あと20
 メートルだ。

「お前に裏切られた男、クロム・ウォーカーだ」

『ふむ、ラクシャサを従えているとは。かなり強力な【闇】の宿主だぞ、マスター』

　ユーノの側で声が響いた。

　黄白色の輝きが弾け、ずんぐりと太った男の姿が現れる。

『ヴァーユ……！』

　ラクシャサがうめいた。

「知ってる奴か？」

『【光】の端末の中でも、かなり厄介な者です。今はまだ大きな力を持っていませんが、もしも【光】の宿主が覚醒すれば……』

「生きていたんだね、クロムくん……」

　ユーノがかすれた声でうめいた。

「お前も元気そうで何よりだ。今や魔王退治の英雄様だそうじゃないか」

　鼻を鳴らす俺。

「ほ、他のみんなも君のことは気にかけていたんだ。やっぱり仲間だったからね……」

　どの口が、言うんだ。

　力を得るために、俺を生け贄にしたくせに。

　恋人だった女を、俺から奪ったくせに。

「だろうな。すでに何人かとは旧交を温めさせてもらった」

　俺は一歩近づいた。

　……あと17
 メートル。

「ライオットは非道な領主になっていたな。気のいい兄貴分だった奴が……権力を手に入れると、人は変わるということか」

「粗暴なところもあるけど、根は優しいんだよ。ライオットくんは」

「そうか。そいつは悪いことをしたな。俺の力で跡形もなく消し飛ばしてしまった」

　さらに、一歩。

　……あと16
 メートル。

「ヴァレリーは魔導を極めるために人体実験を繰り返していた。あいかわらずだったよ。だが、被験者たちの苦しみを見ていられなくて、な。魔力を奪い、二度と研究ができないよう拘束した。奴はもう表には出てこない」

「ヴァレリーさんを……!?
 　あの人は君の師匠だろう！」

　この期に及んで非難めいたことを言うユーノ。

　まったく……人の神経を逆なでするのが上手い奴だ。

　俺を苛立たせようという計算なら、ここまで腹は立たない。こいつの場合、本心から言っているのが、なおさら癇に障るのだ。

　どこまでもおめでたく、どこまでもお気楽で。

　どこまでも――自分本位なこいつに。

「イリーナにも会ったぞ」

「っ……！」

　ユーノの顔色が変わった。

　こいつとイリーナは婚約しているという話だった。

　そのイリーナの行方が分からず――まあ、俺があの女を魔獣に変えてしまったからだが――ユーノは相当心配しているのだろう。

「か、彼女は無事なのか!?
 」

「最高司祭の地位を得るために、他の男に抱かれていたようだ。逆上したそいつに殺されそうになったり……聖女様はあいかわらずのご様子だな」

「他の男に……？」

　ユーノは一瞬、何を言っているのか分からないといった様子で眉をひそめ、それからハッとした顔で叫んだ。

「う、嘘だ！　嘘だ嘘だ嘘だ嘘だ！　彼女は僕だけのものだ！　その辺のふしだらな町娘とは違う！　純潔だって、僕に捧げてくれたんだぞ！　他の男になんてなびくもんか！」

「純潔？」

　いや、イリーナは恋人時代に俺と何度となく肌を重ねたんだが……。

　もしかしたら、ユーノには『あなたが初めてです』とでも嘘をついていたんだろうか。

「そ、そうか、君は僕を惑わすために、そんな嘘を……卑劣な罠にはかからないぞ！」

　手にした剣を振り、ユーノが叫んだ。

「イリーナは、この世でもっとも清らかな女性！　絶対に僕を裏切ったりしない！」

　……あの女の本性を知らないほうが幸せかもしれないな、こいつにとっては。

　まあ、それは些末事だ。

「イリーナが無事か、という質問なら――答えはイエスだ」

　俺はニヤリと笑った。

「ただし……お前が知っているイリーナはもうどこにもいない」

「どういう……意味だ」

「俺が、あいつにふさわしい姿に変えてやったのさ」

　一拍置いて、奴を見つめた。

　不安げな顔。心配そうな顔。

　そんな表情を見ていると、嗜虐心でゾクゾクする。

　憎しみが、黒い悦びへと昇華されていくのを感じる。

　もっと怯えろ。もっと震えろ。

　怒れ。悲しめ。

　そして、絶望しろ。

　かつて俺がお前に受けた苦しみを、今度はお前が味わえ――。

「醜い魔獣にな」

「う、嘘だ……嘘だ……騙されないぞ！」

　ユーノは愕然とした顔になりながら、首を激しく左右に振った。

「残りは三人。お前とファラ、マルゴだけ――」

　俺はさらに近づいた。

　彼我の距離は13
 メートル。

「破滅のときだ、ユーノ」

　……いや、ひと思いに殺すのは生ぬるいな。こいつにはどんな『罰』がふさわしいだろう。

　一歩、また一歩と――。

　俺はユーノに近づいていく。

　視界の端に表示された数字は『11
 』。

　つまり、俺と奴との距離は11
 メートルということだ。あと１メートルでスキルの効果範囲に入る。

　奴の【光】の前に、俺のスキルがそのまま通用するかは分からない。

　防御されるのか。

　相殺されるのか。

　最悪の場合、無効化されたうえに反撃を食らうことだってある。

　だが、俺は止まらない。奴を前にして、止まることなどできるはずがない。

「君に【闇】の力があるなら、僕には【光】がある。むざむざやられはしないぞ！」

　ユーノは手にした剣を構えた。

　芸術品を思わせる優美な長剣――『
真の勇者の聖剣
 アークヴアイス

 』。

　魔王ヴィルガロドムスすら切り裂いた、世界最強の剣だ。

「そいつで俺の【闇】を斬れるかどうか――試してみるか？」

「来い」

　ユーノが凛とした顔で告げた。

　俺はさらに一歩を踏み出した。

　視界の端の数字が『11
 』から『10
 』に変わる。

　ついにスキル射程圏だ――。

「うなれ、我が剣『アークヴァイス』！　聖なる【光】をもって、邪悪なる【闇】を切り裂け！」

　仰々しい台詞とともにユーノが聖剣を振り下ろした。

　黄白色に輝く斬撃が黒い鱗粉を薙ぎ払う。

　その、瞬間――。

「うっ……!?
 」

「くっ……!?
 」

　俺たちは同時にうめいた。

　視界が、明滅する。

　景色が、陽炎のように揺らめく。

「なんだ、これは!?
 」

　脳裏に何かが浮かび上がってくる――。





　暗い部屋の中に二つの人影がある。

　爽やかな印象の青年と、清楚な外見の美女。

　ユーノと、イリーナだ。

「このままでは、僕らは魔王に勝てない。いや、その幹部にすら勝てない……他の勇者パーティとは戦績の差が開く一方だ」

「ユーノ……」

　苦悩の表情を浮かべるユーノに、イリーナが手を伸ばした。

　どうやら、二年前の光景のようだった。

「原因は僕の力不足だね。ごめん。僕が、もっと強ければ……」

「ユーノ、自分を責めるのは止めてください」

　イリーナの手がユーノの頬を撫でる。

「私やクロムがいます。他の仲間たちだっています。みんなでがんばりましょう」

「ありがとう。君は優しいね、イリーナ」

「あなたこそ。いつもみんなを気遣ってくれます」

　頬を赤く染め、二人が見つめ合う。漂う雰囲気は完全に恋人同士の、あるいはその一歩手前のものだった。

「……一つ、ヴァレリーさんが有効な呪法を見つけたんだ」

　ユーノが言った。

「呪法、ですか？」

「この間、古代遺跡を探索したことがあっただろう？　魔王軍に対抗できる武具を探して――」

　と、ユーノ。

「そこで見つけた呪法を使えば、僕を強くできるそうだ」

「まあ、朗報ですね」

　イリーナが嬉しそうに微笑む。

　一方のユーノは表情を曇らせ、

「ただ――その呪法を使うためには『生け贄』が必要だ」

「生け贄……」

「パーティ内の誰かを生け贄に捧げ、それによって僕は大いなる力を得る。ヴァレリーさんはそう説明していた」

「だ、誰を生け贄に……？」

　イリーナの表情が青ざめている。

　この女のことだ。頭の中では、パーティ内の誰を切り捨てるかを考えているのだろう。

　自分だけは生き残るために、最善の方法を考えているのだろう。

　恐れおののいた表情も、こいつの本性を知った今では白々しさしか感じなかった。

「大切な仲間たちを生け贄にはできない。したくない。だけど僕自身は勇者として力を得るために、生け贄になるわけにはいかないんだ」

　ユーノがうめいた。

「呪法を行うヴァレリーさんも、当然生け贄にはなれない。だから、残る候補はクロムくん、ファラさん、マルゴさん、そして――君だ、イリーナ」

「……で、では、私が……生け贄になります」

　イリーナが震える声で言った。そのままユーノに顔を寄せる。

「イリーナ……？　ん……っ!?
 」

　花のような唇がユーノの唇を塞いだ。

　こいつら……！

　かつての恋人と親友のキスシーンを見て、心の中にわずかな波が立つ。だが、その波もすぐに収まった。

　今の俺には、二人は等しく復讐対象でしかない。

「な、何を――」

　驚いたような顔をするユーノ。

「……ごめんなさい。生け贄になって死ぬ前に、想いを伝えたかったのです」

　イリーナが恥ずかしそうに微笑んだ。

「私には将来を誓ったクロムという相手がいます。いけないと分かっていながら……私はいつの間にかユーノに恋をしていました」

　……当然、イリーナはすべてを計算ずくで行動している。

　自分が生け贄になるという殊勝な主張。

　その後で恋の告白をすれば、もともとイリーナに横恋慕していたであろうユーノは、彼女を生け贄にはできないだろう、と踏んだんだろう。

「僕も……同じだ。親友のクロムくんに悪いと思いながら、君への気持ちを抑えられなかった」

「ああ、私たちは結ばれない運命なのですね」

「いや、もしも……彼がいなければ」

　ユーノは震える声で言った。

「ああ、ユーノ……恐ろしいです。それ以上言ってはいけません」

　告げてうつむくイリーナ。

　俺は、見た。

　ユーノからは見えない角度でイリーナが笑っている。俺を生け贄にする、という話の流れに向かっていることを確信して。

「大丈夫。罪は、僕が背負うよ。君はただ……幸せになることだけを考えるんだ、イリーナ」

「ああ、ユーノ……愛しています」

「僕もだよ、愛しいイリーナ」

　反吐が出そうなやり取りだった。

　ユーノとイリーナが唇を重ね、そのままベッドにもつれこむ場面を、俺は冷ややかに見つめた。





　――その後は、特筆すべきことはない。

　数日後、イリーナは俺に求婚してきた。

　禁呪法『闇の鎖』は生け贄となる者の怒りや憎しみ、絶望が大きければ大きいほど、効果を増す。だから、俺の絶望を煽るための下準備として、イリーナは俺に結婚を求めたんだろう。

　そして、おめでたい俺は何も知らずに浮かれてしまった。

　その夜には彼女とユーノの逢瀬を見て、大きなショックを受けた。さらにパーティメンバーたちに仕組まれ、生け贄にされて――。

「全部、つながったな」

　俺が今の境遇に至るまでの流れが。

　裏で、何があったのかが。

　まあ、大半はすでにイリーナやヴァレリーから聞いて、知っていたことだったが。

　あらためて本人たちのやり取りを目の当たりにしたことで、確かな現実だったんだと実感できたよ。

　感謝するぞ、ユーノ。

　おかげで、自分の気持ちを再確認できた。

　俺は、お前たちを許さない。

　俺が、お前たちにしようとしていることは間違ってはいない。この道を――復讐の旅路を突き進めばいい、と。

　確信をさらに強めることができた。





◆　◆　◆





★ＳＩＤＥ　ユーノ





　目の前で繰り広げられた一連の光景は、まさに悪夢だった。

　ユーノの聖剣がクロムの【闇】と接触した瞬間、目の前にイリーナの映像が出現した。

　どうやら先日行われた、彼女が最高司祭に就任する際の式典やパレードのようだ。

　途中、一人の青年騎士がパレードに乱入したが、イリーナの前で改心し、自害した。

　その後、クロムたちに連れ去られたイリーナは、両足を潰され、さんざん苦しめられたうえ、さらに――、





『さあ受け取れ――【従属者】イリーナ』

『ひっ、ひぃぃぃぃぃ……あああああ、ぎゃぁぁぁぁぁぁぁっ……!?
 』





　おぞましい魔獣へと変えられてしまったのだ。

「ああ、イリーナ……！」

　ユーノはうめいた。

　愛しいイリーナが――あの清らかで美しかったイリーナが。

　見るもおぞましいバケモノに変えられてしまった。





『お前が知っているイリーナはもうどこにもいない』

『俺が、あいつにふさわしい姿に変えてやったのさ』

『醜い魔獣にな』





　やはり、先ほどクロムが言ったことは真実だったのか？

　それに――他にも気になることがあった。

　聖女の式典で襲いかかった青年騎士。彼の言葉は、イリーナと男女関係があるようなことを示唆していた。

「どういうことなんだよ、イリーナ……君は、僕以外の男にも肌を許していたのか!?
 　馬鹿な……嘘だろ……君はこの世で一番清らかな聖女様だ……そんなふしだらなことをするはずがない……僕だけの、最愛の……」

　怒りが。嫉妬が。悔しさが。敗北感が――。

　ないまぜになって、胸の中で荒れ狂う。

「……だけど、これが真実なら」

　頭の隅で、冷静な自分が顔を出そうとしていた。

　どうやらイリーナはもう元には戻れないらしい。

　ならば、諦めよう。

「僕は世界を救った勇者だ。女なんて、黙っていても寄ってくるよな……！」

　探せば、イリーナ並の美女だって見つかるだろう。

　いや、そもそも自分の身近には一人いるではないか。イリーナに比肩する美女が。

　性格は、少し癖が強いが……美貌も色香も申し分がない。

（しょうがない。イリーナは捨てて、ファラさんにするか……いや、何も一人にこだわることはないよな……きっと僕にすり寄ってくる美女はいくらでもいる……）

　高まる欲望で下腹部が熱くなった。

　そう、僕は選ばれた特別な人間なのだ。たった一人の女だけに愛を捧げるなど馬鹿馬鹿しい。

　女性にまったく縁がなかった、田舎町の童貞少年だったころとは違うのだ。もっと多くの女に愛され、傅かれ、幸せに暮らす権利があるはずだ。

（ふふふ、イリーナに遠慮する必要がなくなった、と考えれば、かえってよかったかもしれないな。片っ端から美女を抱きまくるっていうのも……！）

「随分とご機嫌だな、ユーノ」

　冷ややかな声が、彼の妄想を中断させた。

　景色が切り替わり、10
 メートルほど前方にクロムの姿が出現する。

「クロムくん……！」

　ユーノは表情をこわばらせる。

　先ほどまでの妄想を振り払い、意識をかつての親友に向けた。

「だが、ここからは愉快な展開にはならない。覚悟を決めろよ、勇者様」

　かつての親友が、暗い笑みを浮かべた。





◆　◆　◆





「だが、ここからは愉快な展開にはならない。覚悟を決めろよ、勇者様」

　俺はユーノに言い放った。

　一連の映像が終わり、ふたたび奴と対峙した状態に戻っていた。

　彼我の距離は、映像が出る直前と変わらず10
 メートル。

　ＥＸスキル【固定ダメージ】の射程圏内だ。

「じわじわとなぶりながら、削り殺す」

　黒い鱗粉が、その一粒がユーノの頬に触れる。

「あ……がぁっ!?
 」

　秀麗な顔が――その頬が大きく裂け、血が噴き出した。

　さらに別の鱗粉が右手に向かう。

「こ、この鱗粉が君の攻撃――!?
 」

　ユーノは慌てたように聖剣を振るった。

　黄金に輝く刃と鱗粉が触れ、

　ばぢゅぅっ……！

　耳障りな音とともに剣が腐食し、ぼろぼろになって崩れ落ちた。

「馬鹿な!?
 　聖剣が――」

　さらに鱗粉がユーノの右手に触れる。

「がっ、あああああああああああああああああっ!?
 」

　肘の辺りまでがズタズタになった。

「次は左腕か？　足か？　胸か？　腹か？」

　俺はニヤリと笑った。

【固定ダメージ】が黒い鱗粉という形を取るようになって、効果範囲の把握がしやすくなった。

　吹き出す鱗粉の一番先端を奴の体に触れさせるイメージで、じわじわと削り殺すことができそうだ。

「くおおおおおっ……！」

　ユーノは苦鳴を上げながら、両足から黄白色の光の粒子を噴射する。

　それを推進力にして、大きく跳びのいた。

　一瞬にして俺から20
 メートルほど離れた地点まで下がり、【固定ダメージ】の射程圏外へと逃れてしまう。

「い、痛い……痛いぃぃぃぃぃぃっ……！　ちくしょぉぉぉぉぉぉ、僕の腕がぁぁぁぁぁっ！」

　苦しげな息をもらしながら、ユーノが俺をにらんだ。普段の爽やかさが嘘のような、憎々しげな表情だ。

「君の力は……はあ、はあ……効果範囲内のものを破壊するのか……！」

「そうだ。何者であろうと抗うことはできない」

「あんまり調子に乗るなよ……スキル【再生】」

　ユーノがつぶやくと同時に、ボロボロに腐食した聖剣が光を発した。たちまち元通りに再生するアークヴァイス。

「戻れ」

　ユーノが告げると、聖剣は空中を滑るように飛び、奴の左手に握られた。

「聖剣があれば、僕はまだ戦える――」

　ユーノが凄絶な笑みを浮かべた。

　吹き飛んだ右腕は、断面の辺りが黄白色の輝きで覆われていた。

　治癒効果でもあるのか、血が止まっている。

　とはいえ、さすがに腕自体が再生したりはしないようだが――。

「君がイリーナにしたことも含め、絶対に許せない」

「許せないのは俺も同じだ」

　俺はふたたびユーノに近づく。

「この二年――片時たりとも、お前たちへの恨みを忘れたことはなかった」

「決裂、だね。僕らの友情は」

「寝惚けるな。とうに決裂している」

　ユーノの今さらな台詞に、俺は鼻を鳴らした。

「スキル【祝福の矢】！」

　ユーノが左手で聖剣を掲げた。

　羽毛に似た光の弾丸が、立て続けに射出される。マイカと同じスキルか。

「無駄だ。その技は通じない」

　光弾群は、俺の周囲に展開されている黒い鱗粉に触れたとたん、すべて消滅した。

「強い……」

　ユーノがうめいた。

「しかも、クロムくんは一種類しかスキルを見せていない……」

『少し違うぞ、マスター』

　太った男――【光】の端末ヴァーユが告げた。

『【解析】』

　唱えたとたん、垂れ目がちの瞳が黄金の輝きを放つ。

　ぞくり――。

　全身に悪寒が走った。

　まるで、体の内部をまさぐられているような嫌な感触。

　こいつは……!?


『【妨害】』

　ラクシャサが告げた。

　同時に、悪寒も消える。

『宿主様の力を分析しようとしても無駄ですよ、ヴァーユ』

『邪魔をするな、ラクシャサ』

　二人の端末の視線が、中空でぶつかり合った。

「分析？」

　たずねたのはユーノだった。

『すべてを分析することはできなかったが……彼が「闇の鎖」の呪いを受け、通常のスキルを使用できなくなっていることは確認できた』

　答えるヴァーユ。

『ＥＸクラスまで昇華したスキルは例外だが……そんなレベルのスキルを二つも三つも備えているはずがない。まず間違いなく、あの男のスキルは【固定ダメージ】一つだけだろう』

「一種類しかスキルを見せていないのではなく、それしか使えない……と？」

　ユーノがたずねた。

「なら、付け入る隙はある……か？」

『勝機はある。だが、【固定ダメージ】は強力無比なスキルだ。そう簡単にはいくまい。やはり「
白の位相
 セフイロト

 」を開かない限りは――』

　と、ヴァーユ。

『そろそろこの世界にいられる限界時間が過ぎる。彼との決着はいずれつければよかろう』

「……ああ、時間制限があったんだね。じゃあ、またラギオスの下に戻るのか」

『【闇】と戦ったことで、マスターの【光】はいくばくか強化されたはずだ。魔王の幹部ごとき、今度は勝てる――』

「分かった」

　ユーノは素直にうなずいた。

　消し飛んだ右腕――その切断面に視線を向け、表情を歪める。

「……クロムくんとの決着は、いずれ。この恨みとともに」

「何をごちゃごちゃと言っている……？」

　俺は歩みを進めた。

　会話の内容は分からない部分もあったが、一つ気になることを言っていた。





『この世界にいられる限界時間が過ぎる』と。





　ユーノがもうすぐここからいなくなる、ということか？

　駄目だ、逃がさない――。

　俺は駆けだした。

　だが、衰えた体は情けないほどゆっくりとしか動けない。

「いつか必ず――借りは返すぞ、クロムくん」

　ユーノが憎らしげに俺をにらんだ。

「……君が仲間たちにしたことは忘れない」

「何が、仲間だ」

　元仲間だった俺を、あんな目に遭わせたくせに。

「君は邪悪なる【闇】に堕ちた。ゆえに【光】の勇者ユーノが討つ」

「好き勝手なことを――」

　逃げるな。俺は今ここで、お前を――。

　だが、次の瞬間、ユーノとヴァーユの姿は無数の光の粒子と化して消えてしまった。





『私たちもそろそろ「黒の位相」に留まることができる限界を過ぎそうですね』

　ラクシャサが言った。

『戻りましょうか』

　俺はしばらくの間、返答できなかった。

　強烈な徒労感があった。

　せっかくユーノに再会したというのに。懸念していた【光】の力も、俺の【闇】で制することができそうだったのに。

　むざむざと逃がしてしまった。

『……宿主様』

　ラクシャサが俺に寄り添った。

　慰めるように。癒すように。





　俺は、ふうっ、と息を吐き出し、気持ちを落ち着かせる。

「【奈落】から【闇】の使い方をもっと聞きたい。まだここに留まれないのか？」

『無理に留まると、あなたの存在そのものが「黒の位相」と同化してしまいますよ』

「同化……？」

『この世界の一部になるということです。あなたの意思も感情も魂も、すべてが消滅して――』

「……分かった、戻ろう」

　俺はため息をついて了承した。

　結局、何もかもが半端なままか……。

　もっと強力な【闇】を手に入れるという目的も。

　ユーノとの決着も。





　ここに来たときと同様、巨大な門を通り、俺は元の場所に戻った。

　前方には薄桃色の髪の美しい少年――マイカが、俺の側にはシアとユリンがいる。

　ちょうど『黒の位相』に移動した一瞬後の状況のようだ。

「ぜ、全員でかかれ！　彼らを近づけさせるな！」

　マイカが村人たちの死体を次々に【御使い】に変えていく。

　自身は背を向け、一目散に走りだした。

　俺とマイカでは、身体能力に大きな差がある。競争では、とても追いつけないだろう。

　かといって、シアを向かわせるのは危険だ。

　どうする――。

　このまま逃がせば、奴は他の村でも同じような真似をするだろう。

　絶対に、野放しにはできない。

「――もしかしたら」

　俺は右手から垂れる、黒い鎖を見つめた。

　それは、とっさの思いつきだった。

　根拠はない。だが、理屈ではなく本能で――俺は悟っていた。

　それが可能だということを。

　だから迷わず右腕を振った。

　そこから垂れる黒い鎖が、鞭のように伸びていく。

「えっ……!?
 」

　驚いたようなマイカに、鎖が巻きついた。

「逃がさない」

　このまま拘束し、マイカとの距離を詰めれば決着だ。

「動けない……」

　身をよじらせるマイカだが、鎖はビクともしない。

「『スラッシュ』！　『ブラスト』！」

　マイカが切断や破壊系の魔法をぶつけても、傷一つつかない。

「な、ならば――スキル【祝福の矢】！」

　今度は【光】のスキルで鎖を攻撃してきた。

　が、結果は同じだ。漆黒の鱗粉に触れた攻撃は、等しく塵になるのみ。

　俺は一歩一歩、距離を詰めていく。

「い、嫌だ……死にたくない……」

　マイカの表情が恐怖でひきつった。

　魔法もスキルも、俺にはまったく通用しないことを完全に理解したのだろう。

「お願いです、殺さないで……」

「お前はそうやって命乞いした村の人たちを助けたのか？」

　俺は冷ややかに言った。

　歩みは止めない。

　こいつの命乞いなど、聞く価値もない。

「ひ、ひいい……」

　絶望にまみれた顔は、それでもなお美しかった。

　少女のような可憐さと相まって、誰しも
憐
 れん
 憫
 びん

 の情を抱かずにはいられないだろう。

　だが、俺は違う。

　当たり前だ。こいつがユリンの村にしたことを考えれば、許せるはずなんてない。

「助けて……ヴァレリー様……愛しています……どうか、助けて……」

　がちがちと歯の根を鳴らしながら、マイカがつぶやく。

　天を仰ぎ、ヴァレリーの名を何度も叫ぶ。

「死にたくなぁぁぁぁぁぁぁいっ！」

　絶叫した。

　その瞬間――、





　
煌
 こう

 っ……！





「何……!?
 」

　マイカの全身から黄金の炎に似たオーラが立ち上る。

　さらに、それに混じって漆黒のオーラが混じりあう。

「なんだ、これは……！」

　まるで――【光】と【闇】が同時に吹き上がっているような感じだ。

「僕に近づくな、僕に触れるな。僕に触れていいのはヴァレリー様だけだ……消えろ、邪悪な力……！」

　マイカが叫んだ。

　金と黒のオーラがねじれながら槍のように変化し、突き進む。

　それは黒い鱗粉にぶつかり、消滅する――。

「貫け！」

　マイカが叫んだ。

「【
混沌なる破閃の槍
 グングニール

 】！」

　鱗粉を撥ね退け、金と黒の槍がさらに突き進んだ。

「【固定ダメージ】を弾いた!?
 」

　槍は俺に向かって、まっすぐに突き進む。

「クロムさん！」

　そのとき、横合いから誰かが飛び出した。

「は……ぁっ……く、ふ……ぅ！」

　くぐもった悲鳴とともに、どさり、と倒れるその人物。

「ユリン！」

「ユリンちゃん！」

　俺とシアの叫び声が重なった。

　
禍
 まが
 々
 まが

 しい槍がユリンの胸元を深々と貫いた。

　金と黒、二色の炎が吹き上がり、彼女の全身を焼く。

「あ……きゃぁぁっ……はぁぁ、あああああっ……」

　苦鳴と、絶叫。

　美しかった顔も、体も、焼けただれてしまう。

「はあ、はあ、あぁ……」

　荒い息をつきながら、ユリンは苦痛に顔をゆがめていた。

　まだかろうじて生きているようだ。

　だけど、このままでは――。

「ちっ、よけいな邪魔を！」

　マイカが怒声を上げた。

「もう一度、貫け！　【混沌なる破閃の槍】――」

「させるか！」

「あたしが！」

　ユリンの胸から抜けて、空中に浮かび上がった金と黒の槍に、シアが【切断】の魔剣を叩きつける。

「きゃあっ……」

　槍が放つオーラに、シアは大きく吹き飛ばされた。

　だが、槍の動きも一瞬止まる。

　その一瞬が――勝負を分けた。

「終わりだ、マイカ！」

　俺が放った黒い鎖が奴の四肢を縛り、思いっきりねじ曲げた。

「ぎ、ぎゃぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　手足の骨をへし折られ、マイカは倒れ伏して苦鳴を上げる。

　激痛でスキルの制御ができなくなったのか、金と黒の槍は地面に落ちた。





「お前への制裁は後だ。まずはユリンを助ける」

　俺はマイカを見下ろし、言い放った。

　全身が焼けただれたユリンを見て、胸に鈍い痛みが広がる。

　俺をかばって、彼女は傷ついた。

　絶対に助けなければ。

「ラクシャサ、来い！」

『ふふ、現世で名前を呼んでいただくのは初めてですね』

　俺の呼びかけに応え、黒い衣の美女が虚空からにじみ出るようにして出現する。

「【闇】のスキルの中に、対象を治癒するものはあるか？」

　たずねる俺。

「そこに倒れている女を助けたい。該当するスキルがあれば教えてくれ」

『【闇】が強まった影響で、あなたの所持スキルは増えています。助けるだけなら可能ですよ』

　と、ラクシャサ。

　俺は安堵の息をついた。

「じゃあ、そのスキルを――そうだな、シアに使ってもらうことはできるか？」

『【従属者】に付与できるスキルは無制限ではありません。スキル所持数が増えるほど、負担も大きくなります』

「負担……？」

『現状では問題ありませんが、三つ以上増やすと精神崩壊の危険性が出てきますね』

　なぜか妙に嬉しそうに微笑むラクシャサ。

「じゃあ、どうすればいい？　俺自身は【固定ダメージ】以外のスキルは身に付けられないんだろう」

　ユリンを見ると、かなり苦しそうだ。

　呼吸も、手足のけいれんも、随分と弱まっている。

『その通りです。ただ、他に手立てはあります』

　ラクシャサが微笑んだ。

『彼女に直接スキルを与えればよいのです』

「何……？」

　それは、つまり――。

「ユリンを俺の【従属者】にしろ、ってことか……？」

『もちろん、宿主様と彼女の双方の意思が合致しなければ成立しませんが』

　驚く俺に、ラクシャサが説明した。

【従属者】

　それは【闇】を宿した俺が、力の一部を分け与えた対象のことだ。

　俺が相手を認め、相手もまた俺に従う意思を見せることで、その関係が成立する。

「ユリンを助けられるなら、俺は異存ない。後は――」

「私も……異存ありません……」

　はあ、はあ、と苦しげな息の下でユリンが語った。

「クロムさんはヴァレリーを封じ、多くの被験体の方たちを救ってくださいました。そして今も、村の人たちの無念を晴らそうとしてくれています。私は、あなたになら従うことができます。従いま……す……」

　言いながら、彼女の顔色から血の気が引いていく。

　つぶらな瞳はうつろで、すでに意識がもうろうとしているのだろう。

「もういい。それ以上はしゃべるな」

　俺はユリンを制し、ラクシャサを振り返った。

「聞いた通りだ。俺はユリンを【従属者】にする」

『承知しました。では――』

　彼女が白い手をまっすぐに伸ばした。

　そこに絡みついた黒い鎖が、がしゃり、と鳴る。

『術者の意思を確認。ユリン・エルネスを術者の【従属者】として認定します』

　鎖から黒紫に輝く粒子があふれ、ユリンの右足に吹きつけられた。

「んっ……」

　小さく喘ぐユリン。

「足が……熱いです」

　ぼろぼろになったメイド服から露出した太ももに、ハートを意匠化したような紋様が浮かんでいた。

『【従属者】の紋章を宿したのです。これよりあなたは宿主様のしもべ』

　と、ラクシャサ。

『次に、【闇】のスキルを【従属者】に付与します』

「ユリンを救うには、どんなスキルを与えればいいんだ？」

『【魔人化】です、宿主様』

　俺の問いにラクシャサが答えた。

「【魔人化】……？」

『以前、イリーナ・ヴァリムに与えた【魔獣化】のバリエーションですね。醜い魔獣になることはなく、基本的に人の姿、意思や理性をそのまま残しつつ、魔人としての超常の能力や生命力を身に付けることが可能です』

　ラクシャサが説明する。

「つまり――ユリンは人間じゃなくなる、ってことか」

『彼女が助かる方法は、魔人としての生命力を得ることのみ』

　……人のまま死ぬか、魔人になって生き長らえるか、そのどちらかというわけか。

「いったん【魔人化】して、傷が治ったらスキルを解除して、人間に戻すことはできないのか？」

『【魔獣化】は宿主様の意思で解除可能なスキルですが、【魔人化】は【固定ダメージ】と同じく完全永続スキルです。一度与えれば、死ぬまでそのままです』

　俺の問いに、ラクシャサは断言した。

「私は……それで構いま……せ……ん」

　ユリンが息も絶え絶えに言った。

　その顔には、徐々に死相が浮かび始めている。

　このままでは、死ぬ――。

「お願い……します……」

　焼けただれた顔は、必死の形相だった。

　生きたい。死にたくない。

　彼女の、強い意志を感じる。

「――分かった」

　俺は決心した。

「【従属者】ユリンに、【魔人化】スキルを与える」





「これが……私……？」

　ユリンが立ち上がった。

　さすがは魔人というべきか――。

　スキルを与えると、みるみるうちに彼女の胸の傷は塞がった。血まみれだったメイド服も染み一つない状態に変わっている。

　あらためてユリンを見るが、外見上の変化は特になかった。

　ただ――雰囲気が違う。

　あどけない少女の姿そのままに、全身から禍々しい瘴気を放っていた。

「体の調子はどうだ？」

「はい、もうなんともありません。というか、力がどんどん湧いてくる感じですね」

「ひ、ひいい……」

　悲鳴が聞こえた。マイカだ。

　砕けた四肢で必死に這いずり、逃げようとしていた。

「逃がすと思うか」

　俺の意思に応じて、黒い鎖が奴の体を引っ張った。

　さらに空中に持ち上げ、磔のようなポーズで固定してしまう。

「くっ……ううっ……！」

　マイカはそれ以上逃げられなくなった。

　このまま【固定ダメージ】で消し飛ばしてやろうかと思ったが、ふと考えが変わる。

　鎖を使えば、体力がない俺でもマイカを運ぶことができる。ならば――、

「シア、ユリン。ヴァレリーの研究所に戻るぞ」

　マイカをそこに連れていき、制裁を加えるとしよう。





　賢者区画。

　ヴァレリーの研究データを保管した場所の最奥に、奴は封じられている。

「ぐあぁぁぁぁ……い、痛い痛い痛い痛い痛いぃぃぃぃぃぃぃぃっ……！」

　黒いクリスタル内で、ヴァレリーが体をよじって悲鳴を上げていた。

　このクリスタルは、内部の人間に永続的な苦痛を与え続ける魔導装置だ。四肢の腱を断たれ、魔力も失っているため、脱出は不可能だった。

「ああ、ヴァレリー様……！」

　マイカが悲痛な顔でうめいた。

　こいつの体は俺が黒い鎖で拘束している。マイカやヴァレリーをうっかり消し飛ばさないように、俺自身は10
 メートル以上離れた場所に立っていた。

「クロ……ム……」

　ヴァレリーが俺を見て、すがるような表情を浮かべる。

「許してくれるのか……ここから出しに来てくれたのか……」

　弱々しい声だった。

　馬鹿か、こいつは。俺がお前を許すわけがないだろう。

「た、頼む、助けてくれ……痛いんだ、もう嫌だ……頼む……頼む頼むたのぉむぅぅぅぅぅ……」

「そうか、苦しいか。そいつは不憫だな」

　俺は微笑を浮かべた。

「おお、ありがとう、クロム……」

「お前の弟子が俺の仲間に――村に散々なことをやってくれたからな。その不始末の責任を師匠であるお前に取ってもらう」

　俺は微笑を冷笑に変えた。

「さらなる苦しみを味わってもらうぞ、ヴァレリー。お前の愛しい弟子とともに――」





「お前もこのクリスタルに入り、ヴァレリーを見守り続けるんだ。助けることもできず、ただ苦しむ様を見続ける。当然、お前自身も同じ苦痛を味わいながら――それをお前の『罰』とする」

　俺はマイカに宣告した。

　自身の苦痛以上に、自分がもっとも愛する者の苦しむ姿を見続けることは、マイカにとって何よりの苦しみになるだろう。

　何よりの――絶望になるだろう。

「くっ……うう……」

　マイカはおびえた表情のまま、もはや抵抗の気力もないようだ。





　俺は最後の仕上げに入った。

　まず、ヴァレリーと同じやり方で奴の魔力を奪った。これで魔法を使って逃れることはできなくなった。

　だが、マイカにはまだ【光】の力がある。それを封じるため、俺は【闇】の鎖の一部を外して、奴の全身を拘束した。

「くっ、こんなもの……」

　マイカは体を左右によじるが、鎖はあっという間に奴と一体化して取れなくなった。

　その状態のマイカをヴァレリーの隣のクリスタルに入れる。

「愛しい師匠と同じ境遇に身を置けるんだ。よかったな、マイカ」

　俺は冷え冷えとした視線をマイカに浴びせた。

　マイカが入ったクリスタルの起動スイッチを押す。

「ぐ、ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　可憐な面立ちに似つかわしくない、動物めいた苦鳴が響いた。

　マイカはクリスタル内で、苦痛に顔を歪めて絶叫を繰り返す。

「その痛みじゃ【闇】を撥ね退けるほどの【光】を使うことは無理だろう。スキルを使うための精神集中をすることさえ、な」

　魔法もスキルも封じたし、これでマイカは脱出不能だ。

　魔法で自らの命を絶つことさえできない。

　二つ並んだクリスタルは、師弟そろって生き地獄を味わい続けるための牢獄となった。

　これで――ユリンの村の人たちが生き返るわけじゃない。

　だけど、そういうことじゃないんだ。

　復讐とは、きっとそういうことのためにするものじゃない。

　復讐の意味――なんてことを考えると、俺自身も激しく心が乱れてしまうから、答えを見いだせないでいるが。

　少なくとも、決着を一つつけることができた。

　それが、きっと大切なことなんだろう。

「ユリン、お前が望む結末ではないかもしれないが……」

「いえ、私は――少し気持ちが軽くなりました」

　ユリンが俺を見つめた。

「やっぱり……きれいごとだったのかもしれません。私、マイカが手足を潰されるところを見て、ひそかに喜びを覚えました。村の人たちの報いだ、もっと苦しめ、って――自分の中の残酷な気持ちが目覚めていくような感じがありました……」

　彼女の瞳が潤み――だけど、涙は流れなかった。

　魔人、らしく。

「感謝します、クロムさん――いえ、クロム様」





　ぱりん、と甲高い音が響いた。





「えっ……？」

　驚いた顔をするユリン。

　彼女の体に刻まれていた紋様が――『闇の香気』の紋が、跡形もなく消え去ったのだ。おそらく、マイカの攻撃で貫かれた際になんらかの干渉があったんだろう。

「……ふん、奴が一つだけ罪滅ぼしをしたわけだ」

　俺は鼻を鳴らした。

　もちろん、だからといってマイカを許すつもりなどないが。

「――行くぞ。シア、ユリン」

　俺は二人の【従属者】に告げ、歩き出した。

「痛い痛い痛い痛い痛い……くそぉぉぉぉっ、許さんぞ、クロムぅぅぅぅぅっ！　マイカ、貴様も弟子ならちょっとは役に立たんのか……性欲処理にしか使えん無能がぁぁぁぁぁっ！　ぐあああああああぁぁぁぁぁぁあああ、痛いぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」

「うあああああ、痛いよ、痛いよぉぉぉぉぉぉっ！　ヴァレリー様、この痛みを一緒に分かち……ぐあぁぁぁぁぁ、くそ、やっぱり嫌だぁぁぁぁぁっ、あんたなんかに抱かれなきゃよかった……ぐあぁぁぁ、くっそぉおぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおっ！」

　背後からは、師弟の怨念がこもった悲鳴と苦鳴が聞こえてくる。

　――てっきり相手を思いやるのかと考えていたが、意外に奴らの絆は薄っぺらかったらしい。

　まあ、今からは邪魔が入ることもない。師弟水入らずで、じっくり本心を語りあってくれ。

　俺はシア、ユリンとともに研究所を後にした。





「仕上げだ。ユリン、お前のスキルで研究所を他の人間から見つけられなくできるか？」

「はい、クロム様」

　ユリンは恭しくうなずき、右手を掲げた。

　彼女のつぶらな瞳が、綺麗な爪が、妖しい赤の輝きを灯す。

「スキル発動――【迷彩】」

　声とともに、研究所の建物全体が真紅の輝きに覆われた。

　スキル【迷彩】。

　魔人となったユリン固有のスキルで、対象を他者から認識できなくさせる。

　これで俺たち以外の人間は、この研究所を見つけられない。奴らが脱出する方法はない。

　救われる手立ても、ない――。





　ヴァレリーとマイカを魔導装置に閉じこめ、永遠に続く苦痛を味わわせる――これで奴らに対しては決着だ。

　ヴァレリーはもはや再起不能だろうが、マイカは【光】を持っているだけに、万が一にも新たな力を得て、なんらかの逆襲を企てる――という可能性はゼロじゃない。

　だが、奴には俺の鎖の一部を付けてあるから、仮にそういった力に目覚め、行使すれば、すぐに俺にも分かる。

　一種の探知機代わりである。

　まあ、逆襲に来るなら来たときのことだ。

　俺たちは研究所を出た。

「ラクシャサ、一つ聞きたい」

【闇】の端末たる美女に問いかける。

『なんでしょう、宿主様』

　虚空からにじみ出るようにして、漆黒のドレスをまとった美女が現れる。

「マイカが最後に使った技――あれは、なんだったんだ？」

　黒と金の混じりあった槍が、俺の【固定ダメージ】の鱗粉を撥ね退けた。

　今までのマイカのスキルでは対抗できなかったはずの【固定ダメージ】に、ある程度抗ってみせたのだ。

　結局は、シアやユリンの助けもあって、奴を撃破することができたわけだが――。

　もしも、ユーノが同じような力を身に付けていたら厄介だ。

『あれは【光】と【闇】の混合術式――いわば【混沌】のスキルといったところですね』

　ラクシャサが言った。

「【混沌】……？」

『【光】と【闇】の属性を併せ持つ、非常に強力なスキルです。あの少年に発現したのは、もともと素養があったのか、土壇場まで追い詰められたからか、あるいは別の要因なのか――そこまでは分かりませんが』

「俺も同じようなことができるのか？」

『可能性はあります』

　と、ラクシャサ。

『ただし――宿主様は「闇の鎖」の呪縛を受けているため、スキルの行使にかなりの制約を受けます。【混沌】を身に付けるのも、それを行使するのも容易ではないでしょう』

「そうか……」

『ですが、もしも身に付けることができたなら、【光】を持つ者と戦うときに大きなアドバンテージになります』

　ラクシャサの口ぶりからすると、俺が【混沌】とやらを使えるようになる手立てを知っているような気がした。

『リジュ公国――と人間たちが呼ぶ国に、古代遺跡が点在しています。その中の一つに』

　案の定、ラクシャサは微笑みを浮かべ、

『ただし、それを得るためには宿主様が試練を突破しなければなりません』

「試練……ね」

　俺は小さく息をついた。

『黒の位相』での戦いでは、俺がユーノを圧倒した。

　だからといって、気は抜けない。

　俺の【闇】が力を増しているように、奴の【光】だって強くなっていくかもしれない。

　確実に奴を打ち倒せる力を得ておきたい。

　返り討ちにあっては、死んでも死にきれないからな。

「じゃあ、次の目的地はリジュ公国だな」

　勇者パーティの一人、女剣士ファラの故国だ。

　さらなる『力』を得ることと、ファラへの復讐と――二つの目的を同時に果たせそうだった。

　幸い、ここはラルヴァとリジュの国境沿い。公国内まですぐの距離である。

「あの……一つよろしいですか、クロム様」

　シアが横から話しかけた。

　……ん？　妙に不機嫌そうな顔だが。

「その人――いつもの【闇】ですよね？　姿がやけにはっきりと見えるんですけど……」

「……ああ、そういえば紹介してなかったな」

　何せ、俺が彼女の名前を知ったのは『黒の位相』に移動してからのことだ。元の場所に戻ってからは、マイカとの戦いで説明する暇がなかった。

「こいつは【闇】――正確には、その力の一部が具現化した存在らしい。端末とか呼ばれていたが……名前はラクシャサだ」

　俺は二人に言った。

『あらためて……よろしくお願いしますね、【従属者】さんたち』

　ラクシャサが黒いスカートの端をつまみ、優雅に一礼する。

　それから、ふたたび俺の腕に自分の腕を絡ませた。むぎゅっ、と柔らかな胸の膨らみが俺の二の腕に押し当てられた。

「……クロム様にくっつきすぎじゃないですか？」

　シアがますます不機嫌そうな顔になった。

「シアさん、ヤキモチですね……可愛いです」

　微笑むユリン。

「えっ!?
 　あ、ちょっ、ち、ちがっ!?
 　あたしは、そのっ」

　シアは、たちまち慌てたように両手を振った。

「ますます可愛いです」

『初々しいですね。でも――宿主様には、もう少し大人の女性のほうが釣り合っているかもしれませんよ』

「大人の女性……」

　ラクシャサの言葉を繰り返し、つぶやくシア。

『私自身にそういった経験はありませんが……これまで様々な宿主を見てきましたから、知識は豊富です。よろしければ、後で教えて差し上げましょう』

　と、ラクシャサ。

　……おい、さっきからなんの話をしている。

『きっと宿主様を誘惑するときにも役にたちましょう』

「クロム様を……誘惑……」

「あ、シアさん、鼻血出てますよ！」

「きゃあ、ちょっと想像しちゃったから……ああ、もう……恥ずかしい」

　わいわいと騒ぐシアとユリン、そして微笑むラクシャサ。

「一気にかしましくなったな……」

　俺はため息まじりにつぶやいた。

　俺の、
仲間たち
 パーテイ

 は――。






第５章　魔戦の予兆






★ＳＩＤＥ　ユーノ





「ここは――」

　気がつけば、城の中だった。

　眼前には青い巨体を揺らす、竜の姿。

　かつての魔王十三幹部の一体であり、今は魔王軍の残党を率いる高位魔族ラギオスだ。

　そして、隣には肌もあらわな美女剣士。

　勇者パーティの仲間であるファラである。
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「消し飛べ！」

　ラギオスがドラゴンブレスを放つ。

　どうやら、『
黒の位相
 クリフオト

 』に移動した直後の場面に戻ってきたらしい。

　転移前は、ユーノが攻撃直後の硬直状態に陥っており、ブレスを避けられない体勢だった。

　だが、今は違う。

「くっ……！」

　ユーノはとっさにファラを抱きかかえ、大きく横に飛んだ。

　かろうじてドラゴンブレスを避けることができた。

「あんた、その腕……!?
 」

　ファラが彼の右腕を見て、息を飲む。

　いや、正確には右腕があった場所、というべきか。

　ユーノの右腕はクロムとの戦いで消失していた。今は【光】によって応急処置しているため、痛みはかなり軽減されている。

　さすがに、なくした腕が生えてくることはないが。

「今度こそ消し飛ばしてくれよう。魔王様の仇だ！」

　ラギオスが、ふたたびドラゴンブレスの発射体勢に入る。

「ファラさん、下がって」

　ユーノは左手に『
真の勇者の聖剣
 アークヴアイス

 』を構え、告げた。

　――戦況は変わっていない。

　ラギオスは『
封魔の紋章
 バリアクレスト

 』を備えている。

　術者が受けるダメージを肩代わりしてくれる宝具である。３００００ダメージを与えなければ破壊できない、厄介な代物だった。

　ユーノの聖剣は、一撃で６０００ダメージ程度。

　先ほど一撃浴びせているが、あと四回から五回は斬りつけないと、ラギオスを倒せないだろう。

　その前にドラゴンブレスで消し飛ばされる――。

「諦めろ。お前が俺を斬り殺すより、俺がブレスでお前を消し飛ばすほうが早い」

　竜の口中に鮮烈な輝きが収束する。

「確かに、君のほうが早いね」

　ユーノがうめく。

　クロムからは逃れることができたが、今度はこっちが問題だ。

（こんなところで死んでたまるか）

　左手で聖剣を握り直す。

　城内という限定空間ではブレスから逃れるのは非常に難しい。もっと広い場所に出ることができれば――。

『逃げる必要などないぞ、マスター』

　声が、した。

　いつの間にか、すぐ側に太った男が立っている。

【光】の意思の具現者――『端末』と本人は以前に名乗っていたが――ヴァーユだ。

『先ほどの【闇】との戦いで、マスターの力は上昇している。【闇】と【光】は互いを高め合う、ゆえに』

「僕の、力が……」

『新たなスキルを行使可能だ』

　ヴァーユが告げると同時に、脳内にいくつものイメージが流れこんできた。

　ユーノが取得した新たなスキルの説明代わりに、ヴァーユが流してくれたらしい。

「……なるほど、これなら」

　ユーノの瞳に強い意志の光が灯る。

　確かに、逃げる必要などない。

「覚悟を決めたか、勇者！」

　ラギオスが
傲
 ごう
 然
 ぜん

 と吠えた。

「ああ」

　爽やかに微笑むユーノ。

「新しい段階に踏みこむ覚悟が、ね」

「ほざけ！　そして消し飛べ！」

　蒼き竜がブレスを放つ。

「スキル発動――」

　ユーノが聖剣を掲げた。

　刀身から黄金の光が、次いで漆黒の輝きが立ち上った。





「【
混沌なる桜花の盾
 アイギス

 】！」





　ユーノの前面に、輝く盾が出現した。

　黒と金の光に彩られた、５メートル四方ほどの巨大な盾。

　ドラゴンブレスがその盾に触れたとたん、跡形もなく消失する。

「俺のブレスをかき消しただと!?
 」

「かき消す？　違うね」

　ユーノの笑みが深くなった。

　直後、ラギオスの背後で爆光が弾けた。

「がっ……!?
 」

　苦鳴とともによろめく蒼き竜。

「俺のブレスが――」

　そう、ラギオスを襲ったのは、彼自身が放ったドラゴンブレスだった。それが巨竜の背後に出現し、炸裂したのだ。

「僕の盾は、攻撃を『かき消す』んじゃない。任意の地点に攻撃を『転移』させる――」

　これなら、クロムのスキルにも対抗できるだろうか。

『いや、この盾だけでは無理だ』

　と、ヴァーユ。

「『ダメージの転移』にもいくつかの制約がある。同等か、より上位に属するスキルや魔法などは転移させられないのだ』

「……クロムくんを倒すためには、もっと大きな力がいるんだね」

　ユーノは小さくため息をつき、ラギオスに視線を戻した。

　とりあえず、クロム対策は後だ。

「まずは君から片付けさせてもらう」

「ほざけ。そうやすやすと殺されてたまるか」

　ラギオスがうなる。傷は負ったものの、まだ動けるようだ。

　――激闘が、再開された。

　ユーノはスキルや聖剣を駆使して戦うが、右腕を失っているため、攻撃に威力が乗り切らない。

　一方のラギオスもダメージがあるためか、攻撃力も敏捷性も落ちている。

　戦いは一進一退。

　戦局が動いたのは、突然だった。

「ぐあああっ……！」

　苦鳴を上げてよろめくラギオス。

　その向こう側から、かつ、かつ、とブーツの音が近づいてくる。

「遅くなった。加勢するぞ、ユーノ」

　告げたのは、剣を手にした中年騎士。

「マルゴさん！」

　頼もしい仲間の到着に、ユーノは顔を輝かせた。





　英雄騎士マルゴ。

　ルーファス帝国で最強の騎士として名を馳せる、歴戦の
猛
 も
 者
 さ

 である。

　実力人格ともに申し分なく、多くの人間から敬意を集める、騎士の中の騎士――。

　かつてユーノはクロムやイリーナ、ヴァレリーたちと旅をする中で彼に出会い、パーティに入ってもらった。

　いついかなるときでも冷静沈着に戦況を判断し、剣やスキルを的確に行使する。そんな彼に、何度となく助けられてきた。

　そして、今も――。

「来てくれたんですね、マルゴさん」

「遅れてすまなかったな、ユーノ。ファラも」

　マルゴが歩み寄る。

　フルフェイスの兜に全身を覆う甲冑。完全武装の騎士姿だ。

「むっ、その腕は――」

　失った右腕を見て、マルゴが驚いた顔をした。

「ええ、ちょっと……ね」

　ユーノは苦笑を返す。

「詳しいことは後で。今はラギオスとの戦いに集中しましょう。ファラさん、君は巻き添えを食わないように注意して」

「……ごめん。加勢できなくて」

「大丈夫だよ。君は、僕が守る」

　ユーノはファラに爽やかな微笑みを送った。

　少しは彼女へのアピールになっただろうか――頭の片隅で、そんなことを冷静に考えながら。

「僕は左、マルゴさんは右でお願いします」

「承知した」

　マルゴが輝く剣を構えた。

　ごうっ……！

　音がして、刃に薄緑色をした風がまとわりつく。

　第一等級の魔法武具『七十七式
疾
 しつ
 風
 ぷう
 雷
 らい
 王
 おう
 剣
 けん

 』。

　英雄騎士マルゴの代名詞ともいえる宝剣だ。ユーノの聖剣には及ばないが、高位魔族すら切り裂く最強レベルの剣だった。

「スキル【祝福の矢】！」

　ユーノが吠える。

　放たれた羽毛型の光弾は、全部で七十。

「そんなもので！」

　ラギオスがブレスで片っ端から撃ち落としていくが、数発がそれをかいくぐった。

　轟音。

　炸裂した光弾は、ラギオスの体内に埋めこまれた『封魔の紋章』がダメージを肩代わりする。

「ならば、私も――うなれ、我が剣よ！」

　逆方向からマルゴが剣を手に走った。

「『断ち切る風』！」

　巨大な真空の刃――カマイタチが、ラギオスに叩きつけられる。

　二発、三発――十五発目が、ラギオスの胴体部を浅く切り裂いた。蒼い鮮血がしぶく。

　ぐおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

　絶叫するラギオス。

　とうとう『封魔の紋章』の耐久を突破し、本体にダメージを与えたのだ。

「お……のれぇぇぇぇぇええええええええええっ！」

　怒りの咆哮とともに魔竜が巨大な尾を振り回す。

「くっ……！」

　ユーノはすかさず防御スキル【花の守護】でそれを防いだ。

　が、威力を殺しきれずに吹き飛ばされる。

　一方のマルゴは、その攻撃を読んでいたかのように、尾をかいくぐる。さすがの戦術眼と身のこなしだ。

　加速し、蒼き竜に肉薄したマルゴは、大きく跳び上がる。

　重い鎧をまとっているのが信じられないほどのジャンプ力で、胸元辺りに宝剣を突き立てた。

　るぐおおおおおおおおおおおおおおあああああああああっ！

　絶叫するラギオス。

　さらにマルゴは竜の体をよじ登ると、

「これで終わりだ！」

　背中から別の剣を抜き、竜の額に突き刺した。

　絶叫がひときわ大きく響き、やがて小さくなっていく。

　ず……ん！

　地響きを立てて、竜の巨体が倒れた。

　地面に降り立ったマルゴは、こともなげに『七十七式疾風雷王剣』を引き抜いた。額に突き刺した剣のほうは、そのままだ。

「マルゴさん、やりましたね！」

　ユーノが駆け寄る。

「今の剣は？」

「先日手に入れた『
竜殺し
 ドラゴンキラー

 』の一種だ。最上級の竜族には通用しづらいが、ダメージを受けたラギオスになら通るのではないかと考えて、な。思った以上に効いてくれたようだ」

　倒れたラギオスを見て、満足げに告げるマルゴ。

「この剣は、さしずめ奴の墓標か」

　確かに、蒼き竜はぴくりともしない。

　すでに心臓の鼓動も止まり、あふれるような魔力もまったく感じなくなっていた。

　ラギオスは、死んだのだ。





◆　◆　◆





★ＳＩＤＥ　マルゴ





　翌日、ラギオスの居城を一人の騎士が訪れた。

　完全装備の白き騎士――マルゴだ。

　最奥に行くと、蒼き竜の巨体が横たわったままだった。

「気分はどうだ、ラギオス」

「……ひどい目にあった。勇者の力、やはり侮れんな」

　マルゴが声をかけると、ラギオスはゆっくりと体を起こした。

　その額に突き立ったままの剣は、魔竜が巨体を揺らすと、跡形もなく消滅する。

　昨日の戦いで、マルゴがラギオスに突き立てたのは『竜殺し』などではない。対象を丸一日の間、『仮死状態』にする宝剣だった。

　おかげで、ユーノもファラもラギオスは死んだのだと信じてくれた。

（ふん、簡単にだまされおって。確かに戦闘能力では最強だが、精神的に隙があるところはあいかわらずだな）

　マルゴは内心でうそぶいた。

　ともあれ、最初の布石は打った。

　これでラギオスへのマークは甘くなるだろう。色々と暗躍しやすくなるはずだ。

（いずれは勇者を討ち、世界中にこのマルゴ・ラスケーダの名を轟かせてやろう。富も栄誉も女も――地上で望むあらゆるものが、この私の手に入るのだ……！）





◆　◆　◆





　俺たちはリジュ公国に入った。

　ここは小国ながら歴史が古く、古代遺跡が点在している。その中には【混沌】に対抗する手段が眠っているかもしれない。

　実際、ヴァレリーが『闇の鎖』の呪法を見つけたのも、そういった遺跡の一つかららしい。

　雲をつかむような話ではあるが、まずは探してみよう。

　俺たちは街道沿いに進んだ。

「この辺りまで来ると、少し冷えるな」

　今までのシャーディ王国やラルヴァ王国に比べると、グッと冷えこむ感じだ。

「寒いですか、クロム様？」

　言いながら、シアが寄り添ってきた。

「あ……その、少しでも温まるように、と」

「ありがとう」

　俺は平均的な人間に比べて、体力はかなり劣るし、体自体も丈夫ではない。二年前に『闇の鎖』を受けた影響である。

　寒暖にも弱く、シアの心遣いはありがたかった。

「では、私も」

　反対側からはユリンが寄り添ってきた。

　二人の少女に挟まれる格好だ。さらに温かくなった。

「むむ……もしかして、ユリンちゃんもクロム様を……」

「あら、私はクロム様が少しでも快適に過ごせるように、と」

　なぜか拗ねたようなシアに、微笑むユリン。

　その瞳に宿る妖しい真紅の輝きを見て、彼女が人間ではなくなったことを、あらためて実感する。

　ユリンは俺の【従属者】となり、付与した【闇】のスキルによって魔人と化した。

　魔人。

　その名の通り、魔の属性を備えた人間である。
強
 きよう
 靭
 じん

 な運動能力と、高い生命力、そして絶大な魔力を併せ持っている。

　ユリンはまだ魔人になったばかりのため、そこまで高レベルではないものの、それでも人間に比べれば圧倒的な魔力を秘めていた。

　鍛えれば、まだまだ強くなるだろう。

　ただ『魔人』といっても、外見上は人間だったころとほぼ同じだ。

　肩のところで切りそろえた青い髪に、可憐な面立ち。メイド風のエプロンドレス。

　違いといえば、人間時よりも耳の先端が多少尖ったことと、全身にまとう禍々しい瘴気くらいだろうか――。





　月明かりの下、俺は木の前に立っていた。

　シアとユリンは数メートル離れた場所で待機している。

「じゃあ始めるぞ、ラクシャサ」

『いつでも。宿主様』

　虚空からにじみ出るように現れたのは、黒衣の美女。

【闇】の端末――ラクシャサだ。

　じゃらり。

　俺は、右手から伸びる黒い鎖を軽く鳴らす。

　今からやろうとしているのは、この鎖の性能テストである。

　俺の中の【闇】が増したためか、使用可能になった新たな力。

　この鎖で何ができて、何ができないのか。今後の戦いのために、試しておく必要がある。

　――動け。

　念じると、鎖の先端が鎌首をもたげるように動いた。

　やはり俺の意思に応じて動く。

　言葉に出さなくても、頭の中で念じるだけでいいようだ。

　――伸びろ。

　次は長さを測る。

　鎖は俺の意思を受け、まっすぐに進んでいった。

　１００メートルほど先まで伸びたところで、その動きが止まる。これ以上は伸びないらしい。

「おおよその『射程距離』は１００メートルといったところか……」

　その状態で動かしてみると、さっきよりも動きが鈍い。どうやら長く伸ばした状態だと、締めつけたり、あるいは打撃を与えたりする力は弱まるようだった。

　また、打撃といっても攻撃力そのものは、並レベルの戦士の一撃程度だ。ダメージ数値でいうなら、10
 や20
 といった数字だろう。

　当然だが、【固定ダメージ】の９９９９とは比べるべくもない。

　やはり、マイカ戦で使ったような拘束や、その他の搦め手に使う程度にとどまりそうだった。

　といっても、黒い鎖は【固定ダメージ】よりも遠くまで届くし、攻撃以外の面ではなかなか役立ちそうである。





　――俺はひと通りの性能テストを終え、シアやユリンの下に歩み寄った。

「待たせたな」

「お疲れ様です、クロム様」

　シアがタオルを出し、俺の顔を拭いてくれた。思ったより体力を使っていたのか、いつの間にか汗をかいている。

「ありがとう」

「うう、私もしたかったのに……」

　ユリンがぼそっとつぶやいた。

「あ、ご、ごめんね。じゃあ、次はユリンちゃんの番」

　シアが慌てたようにユリンにタオルを渡す。

「えへへ、ありがとうございます」

　礼を言ってタオルを受け取るユリン。

　シアと交代で、今度はユリンが俺の顔の汗を拭く。

　……そんな二人がかりで拭くほど大量に汗をかいたわけじゃないんだが。

　内心で苦笑した、そのときだった。

「邪悪な気配を持つ者たち――成敗しに来たぞ！」

　背後の茂みから声がして、数人の集団が現れた。

　剣士に槍使い、弓術士、魔法使い、僧侶……全部で五人だ。

「間違いない――【闇】の力を持っているようだ」

「ならば、この勇者ハロルドの出番！」

「ユーノとその仲間だけが勇者パーティではないことを、見せてやろう！」

　彼らはいっせいに気勢を上げた。

「こいつら――」

　俺は眉根を寄せてうなる。

　二年前、俺がまだ勇者パーティの一員だったころに、多少の面識がある連中だった。

　ユーノたちとは別の、勇者パーティだ。





　七勇者。

　それは神から選ばれ、聖剣を与えられた七人の戦士たちだ。

　もちろん、ユーノもその一人。

　二年前、魔王ヴィルガロドムスの脅威に世界中がおびえていたころ――。

　七人の勇者は仲間とともに、各地で魔王軍と戦っていた。

　世界を守るための崇高な戦い……だったはずなのだが、やはり勇者といっても人間だ。虚栄心や名誉欲などが絡み、いつしか七勇者とそのパーティは互いの戦績を競い合うような雰囲気になっていった。

　俺が属していたユーノのパーティは七勇者の中で戦績最下位。

　そのことに焦っていたメンバーもいたように思う。はっきりと態度に出していたのは、ライオットくらいだったが……。

　ユーノたちも内心では焦っていたんだろう。

　だからこそ、俺を生け贄に捧げ、より強力な力を得た。

　やがてユーノたちは魔王を討ち、七勇者の中で抜きんでた存在となった。

　最強の勇者パーティ。

　正義と平和の象徴。

　神の力の降臨。

　未来永劫語り継がれるであろう大英雄たち――。

　他の六勇者は、そんなユーノたちの陰に隠れる形となった。





「さあ、覚悟しろ――」

　ハロルドが光り輝く剣を構えた。年齢は三十半ばくらいで、ユーノより一回り年上だ。ずんぐりした体形で緑色の軽甲冑をまとっている。
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「風を操る聖剣『ガーレヴ』――だったか」

　つぶやく俺。

「……知っているのか、俺の剣の属性を」

「まあ、噂で……な」

　眉根を寄せるハロルドに、俺は言葉を濁した。

　こいつらとは魔王軍との戦いで何度か共闘したことがある。単独パーティでは倒せないような強力な魔族や魔物もいたからな。

　また、たまたま戦場がかち合い、成り行きで協力し合ったことだってある。

　ちょっと粗野なところもあるが、人を助けるために戦う、まっとうな勇者たちだったと思う。

　少なくとも、仲間を犠牲にしてまで力を得ようとしたユーノたちよりはマシだろう。だから、俺自身はハロルド一行に含むところはない。

　けれど――、

「魔族にまで知れ渡っているとは、光栄だな」

　ハロルドが皮肉げに笑う。

　どうやら俺のことを魔族だと勘違いしているらしい。

　以前に共闘したときとは、俺はすっかり変わってしまったから仕方がない。

　黒髪は銀髪に、四肢はやせ細り、何よりも【闇】を身に付けたことで禍々しい雰囲気を発していることだろう。

　かつての勇者パーティの一員、クロム・ウォーカーだ、なんて言っても信じてもらえないだろうな。

　……まあ、イリーナの記録オーブを聞かせ、俺の境遇を話せば、信じてもらえる可能性はあるが、そこまで明かすつもりは毛頭なかった。

　ライオットやイリーナの件で、俺はお尋ね者としてマークされている危険がある。

　あるいは、これからマークされる危険が。

　よほど信頼できる相手以外に、軽々しく俺のことを話すべきじゃない。

「とりあえず――」

　俺は、じゃらり、と右手から伸びる鎖を鳴らした。

「降りかかる火の粉は払う必要がある」

「うなれ、聖剣『ガーレヴ』！」

　ハロルドが聖剣をかざした。

「スキル発動――【
旋
 せん
 風
 ぷう
 刃
 じん

 】！」

　Ｓ字型に湾曲した刀身から旋風の刃が数百単位で放たれる。

　鋼鉄をも紙のように引き裂くその攻撃は、

　ばしゅっ……-！

　俺の周囲10
 メートルに展開されている黒い鱗粉に触れたとたん、霧散した。

「馬鹿な!?
 」

　ハロルドが愕然と叫んだ。

「高位魔族をも両断するスキルだぞ!?
 　それをあっさりかき消した――」

　他のメンバーたちもざわめいている。

「聖剣の攻撃も【固定ダメージ】には通じないか」

『当然です。聖剣は【光】を備えているとはいえ、その力は微弱なもの』

　俺のつぶやきに、ラクシャサが出てきて解説した。

『より深層の【闇】を持つ宿主様の敵ではありません。なんらかの儀式で聖剣を【
真の輝き
 アーク

 】まで進化させていれば、あるいは……というところですが』

「アーク……？」

　俺は眉根を寄せた。

　ユーノの聖剣『ヴァイス』は、『闇の鎖』の儀式を経て、『真の勇者の聖剣』に進化したはずだ。

「ユーノだけじゃなく、他の勇者も同じことができるのか？」

『むしろ、聖剣は【アーク】に進化させることを前提として作られています』

　と、ラクシャサ。

『勇者に与えられた聖剣――【光】の力はあくまでも呼び水。さらに強き【光】と【闇】を呼び寄せるための。呼び覚ますための』

　どういう、意味だ――？

「くっ、なんて化け物だ……！」

　ハロルドの声に、俺は意識を戻した。

　勇者パーティはいちようにおびえた顔だ。

　さっきの攻撃は、よほど自信があったんだろう。それを俺があっさり破ったことで戦意をくじかれたか。

　このまま脅して、追い払うか。あるいは、シアやユリンに任せるか。

　俺は勇者たちをまっすぐに見据え、考えを巡らせる――。

「あら、勇者の一味ですか」

　微笑み混じりの声が、別方向から響いた。

「それにそちらは――【闇】の宿主ですね。ようやく見つけましたわ」

　新手じゃなさそうだ。今度はなんだ――？





　現れたのは、血のように赤いドレスをまとった女だった。

　その容姿は整いすぎるほどに整い、人間味を感じさせないほど。赤い唇に笑みを浮かべると、尖った犬歯がわずかにのぞく。

　いや――犬歯じゃない。あれは『牙』だ。

「フランジュラス……！」

　俺はつぶやいた。

　魔王軍十三幹部の一人、フランジュラス。

　確かユーノに討たれたと聞いていたが……。

「私は不死の
眷
 けん
 属
 ぞく

 である吸血鬼――その中でも最高位の『真祖』にして姫。千の死をも、万の滅をも乗り越える存在です」

　吸血鬼の美姫が微笑んだ。

「フランジュラス……魔王軍残党を束ねる二体のうちの一体か！」

　ハロルドが叫んだ。

「ラギオスはすでに勇者ユーノの手で討たれたと聞く！　あとはお前を倒せば、魔王軍の残党は崩壊する！」

　ユーノが、ラギオスを倒した……？

　俺と『黒の位相』で再会する前のことか、あるいは直後の話か。

「謎の魔族に加えて、魔王軍残党の幹部まで……両方倒せば、俺たちの存在感を世間に示せるな」

　ハロルドが俺とフランジュラスを交互に見つめ、ニヤリと笑った。

　その表情に浮かぶ、強烈な虚栄心。

　ユーノたちが魔王を討った後、他の六勇者は影の薄い存在へと成り下がってしまったからな。ふたたび成り上がるチャンスに、闘志を燃やしているんだろう。

「うなれ、聖剣『ガーレヴ』――スキル【
嵐
 らん
 撃
 げき
 刃
 じん

 】！」

「『ファイアストーム』！」

「スキル【
雷
 らい
 光
 こう
 突
 づ

 き】！」

「スキル【
水
 すい
 鏡
 きよう

 の
一
 いつ
 矢
 し

 】！」

「『ブースター』！」

　聖剣の生み出した風の刃が、炎の魔法が、雷のごとき槍撃が、超速の矢が、そしてそれらの威力を倍加させる僧侶呪文が、フランジュラスに向かっていく。

　ハロルドたちの一斉攻撃だ。

　フランジュラスはフッと微笑み、

「【霧化】」

　赤いドレスをまとった体を霧と化し、それらの攻撃をあっさりとやり過ごした。

「ちいっ、真祖の特殊スキルか！」

　悔しげに叫ぶハロルド。

「まともに受ければ、わたくしとて少なからず手傷を受けていたでしょうね。さすがは勇者パーティですわ」

　フランジュラスは穏やかな笑みを浮かべたまま、ハロルドたちの背後に出現した。

「殺すには惜しいですわね」

　言って、ドレスの胸元に己の手を差し入れる。魅惑的な胸の膨らみを揺らしつつ、何かを取り出した。手のひらほどの大きさの石板だ。

「『
想魔の紋章
 マインドクレスト

 』。魔王様の残した秘宝です。その効果は」

　石板の中心部に刻まれた紋章から真紅の光が弾けた。

「対象の精神防御を一時的に90
 ％カットします。さあ、あなたたちはこれより――わたくしの、しもべ」

「ううっ……!?
 」

　ハロルドたちはその光に包まれ、たじろいだ。

「我ら勇者パーティ、これよりフランジュラス様に忠誠を誓います」

　彼ら全員が、吸血鬼の美姫の前に跪く。

　瞳に、虚ろな光をたたえて。

　奴が得意とするスキルの一つ、【魅了】か。仮にも勇者であるハロルドたちには、そのまま【魅了】をかけても効果が薄いだろう。だから彼らの精神防御を弱体化させてから、【魅了】をかけたのだ。

「これで邪魔者はいなくなりましたね。あらためて、お話ししますわ」

　フランジュラスが俺に向き直った。

「わたくしはあなたを迎えに参りました。【闇】を宿す者――クロム・ウォーカー」

「……何？」

「そもそも魔族とは【闇】より出でしもの。その【闇】を宿したあなたは、すでに人よりも、我らに近い存在ではありませんか？」

　フランジュラスが微笑む。

「人ではなく、我らとともに歩みませんか、クロムさん」

　言って、近づいてくる。

　俺との距離はすでに15
 メートルを切っていた。

　14
 メートル……12
 メートル……そして、10
 メートル。

　さらにフランジュラスが近づいてくるが、【固定ダメージ】は反応しない。

「俺に、魔族の仲間になれ、っていうのか？」

「あなたが求める力を得られるかもしれませんよ？」

　フランジュラスが俺を見つめた。

　切れ長の瞳に宿る、強い眼光――まるで俺の心を見透かしたような光だ。

「クロム様！」

　と、ユリンが俺をかばうように前へ出た。

「【反射】！」

　彼女たちの間で光が弾け、スパークが散る。

「あら、防ぎましたか」

「クロム様に【魅了】をかけるなんて」

　ユリンが険しい表情で告げた。

「ただの戯れですわ。そもそも、クロムさんを操るほどのレベルで【魅了】を放てば、彼のスキルによってかき消されてしまうでしょう」

　フランジュラスは楽しげに微笑んだままだ。

　さっきのやり取りは、彼女が【魅了】を放ち、ユリンが魔人のスキルでそれを防いだ――ということだろう。

　もっとも、その程度のことは想定済みだった。

「戯れって……」

「いいんだ、ユリン」

　ますます表情を険しくする彼女を、俺はなだめた。

「フランジュラスも本気で俺を操ろうとはしていない。奴には――敵意がないからな」

　すでに気づいていた。

　10
 メートル内に近づいても、俺の【固定ダメージ】が奴には反応しない。それはつまり、フランジュラスが俺にいっさいの敵意を抱いていないということだ。

「お前は本気で俺を仲間にしようと考えているんだな」

「ええ。正確にはわたくしはラギオスさんと同じ支配者階級になっていただきたいと思っていますわ。魔王様亡き後の魔軍を統べる一人に、ね」

「断る」

　俺はフランジュラスに即答した。

「俺は勇者ユーノたちと敵対している。だが、魔族に与するつもりはない」

「残念です」

　吸血鬼の美姫は、憂い顔でため息をついた。

　ハッとするほど美しいが、だからといってほだされることはない。

「では、利害が一致する部分で協力する、というのはどうでしょう？」

「しつこい奴だ」

「……わたくしを消しますか？」

　フランジュラスが一歩後ずさった。

　それでもまだ俺との距離は８メートルほど。【固定ダメージ】の射程圏内だ。

　俺が奴を敵と認定すれば、その瞬間にスキルが発動するだろう。

　いかに吸血鬼真祖といえど、９９９９のダメージには耐えられない。

　なんらかの手立てで耐え、逆襲に転じたとしても、シアとユリンが俺を守る。

【固定ダメージ】のスキル効果は、敵が範囲内に入った瞬間と、以後の３秒ごとに９９９９ダメージを与え続けること。

　一度や二度耐えたところで長くは持たない。フランジュラスに勝ち目はないはずだ。

　――
殺
 や

 るか。

　俺がフランジュラスを敵と認定しようと考えた、その瞬間、

「スキル【魔獣化】」

　彼女の全身が黒いモヤに包まれた。

　同時に、その体が無数のコウモリに変化する。

　コウモリの群れは、超速の羽ばたきで俺から離れた。【固定ダメージ】の効果は一瞬遅く、フランジュラスには及ばなかったようだ。

　無数のコウモリは空中で集まり、元の美女姿に戻った。

　さすがに吸血鬼真祖だけあって、多彩な能力を持っているらしい。

「それで逃げたつもりか」

　俺は右手から黒い鎖を伸ばした。

「我らのアジトには、あなたが求めている人物もいますよ？　会ってみませんか」

　着地するフランジュラス。

「それに――あなたの力をさらに磨くためのヒントも」

　その笑みが深まった。

　……こいつ。

　俺は鎖を伸ばして奴を拘束しようとして――止める。

　正直、少し惹かれたのは事実だ。

　さて、どうするか。

　もちろん、魔族と協力して人類に敵対する気なんてない。

　ただ、復讐を確実に遂げるためには力が必要だ。マルゴやファラには問題なく勝てるだろうが、ユーノだけは別である。

　この間の対峙では圧倒したとはいえ、奴だってまがりなりにも魔王を倒し、【光】を持っているんだ。土壇場で何かの力に覚醒しないとも限らないし、そもそもどんな奥の手を持っているのかも分からない。

　やはり万全の準備を整えていくべきだろう。

「……いいだろう、案内しろ」

「クロム様!?
 」

　シアとユリンが同時に声を上げた。

「心配するな。魔族の味方になるわけじゃない」

　ただ見極めるだけだ。

　奴らに利用価値があるのか、どうかを。





　魔王軍残党のアジトは各地にあるそうだ。

　その本拠ともいえるものはルーファス帝国にあったのだが、勇者ユーノと女剣士ファラ、騎士マルゴに攻められ、すでに陥落。

　そこを守る高位魔族ラギオスは討たれたと聞いている。

　俺たちが案内されたのは、そことは別のアジトだった。

　さっきの場所から数キロほど離れた、とある山の中腹。天然の洞窟の奥に隠し扉があり、向こう側に広大なダンジョンが広がっている。

　その、最深部――。

「ようこそ、我らが拠点に」

　巨大なホール状の部屋で、フランジュラスが微笑んだ。

　玉座を模した椅子が二つある。

　魔王軍残党を総べる幹部――ラギオスとフランジュラスのものだろう。

　もっとも、ラギオスは巨大な竜だからこんな椅子には座れない。単なる飾りとして設置してあるようだ。

「人間……」

「いや、魔人も混じってるぞ……」

「俺たちと似た匂いを感じる……」

　暗闇に灯る、無数の赤い光。魔族たちの眼光だ。

「へっ、だからって人間がここに入っていいわけねーだろ！」

　そのうちの一つが、俺たちに向かってきた。

　体長５メートルほどの、狼の姿をした魔物。

「がは……ぁぁぁ……っ」

　そいつは、俺の10
 メートル内に入った瞬間、血しぶきを上げて絶命した。

「すまんな。殺気立っているようだ」

　轟音が頭上から響いた。

　巨大な竜が、そこにたたずんでいる。

「お前は――」

　蒼き竜、ラギオス。

　フランジュラスと同じく、魔王軍十三幹部の一体だ。しかも、さっきのハロルドの話だと、こいつはすでにユーノに討たれたということだったが……。

「『客人』をいきなり襲うとは、統制が取れていないんじゃないか？」

　内心の疑問を押し殺し、俺は言った。

「面目ない」

　素直に謝罪するラギオス。

「我らの組織はいまだ再編途上。人員も玉石混交だ」

　まあ、魔王軍の大部分はユーノたちが倒してしまったからな。

「首尾よくここまで連れてきたのか。そいつがユーノに対抗するための【闇】の宿主か？」

　声とともに、かつ、かつ、という足音が近づいてきた。

　暗がりから、全身鎧をまとった騎士が現れる。

「お前は――」

　俺は驚きに目を見開いた。

　なぜ、こんな場所にいるんだ。

　なぜ、勇者パーティの一員であるお前が、魔族の本拠地に――。

「マルゴ……！」

「クロム……か？」

　マルゴもまた驚きの表情で俺を見ていた。





◆　◆　◆





★ＳＩＤＥ　ファラ





　ファラはリジュ公主の城に招かれていた。

　魔王軍の残党を束ねる高位魔族の一体――ラギオスを討った祝賀パーティである。

　ファラは、普段はポニーテールにしている白銀の髪を、今は高く結い上げていた。褐色の肌に純白のドレスがよく映える。

「あれが勇者パーティの一員、ファラ様ね……」

「素敵、なんて凛々しいの……」

　貴族令嬢たちから感嘆の声がもれた。

　ファラは軽く会釈した。

　たちまち彼女たちの顔がポウッと赤くなる。

　いずれも初心そうな少女たちである。

　ベッドに誘って、思う存分に
蕩
 とろ

 かせてあげたい――そんな欲情が煮えたぎる。

「魔王亡き今、最強の魔族の一体であるラギオスを討ったとか。さすがはファラ殿だ」

「世界を救った勇者パーティの一員だけのことはある」

「しかも若く、美しい――」

　別方向からは、大臣たちの賞賛が聞こえた。

　――先日、彼女は勇者ユーノや騎士マルゴとともに魔王軍残党を束ねる高位魔族ラギオスと戦った。ただ、彼女自身は敗れ、後の戦いを引き継いだユーノと途中からやって来たマルゴがラギオスを倒した。

　だから、ファラは満足していなかった。賞賛の言葉に屈辱さえ覚えるほどだ。

「ちっ、勇者パーティとかいっても、ユーノにくっついていっただけだろうに」

「おおかた、勇者に色目でも使ったんじゃないか」

「いい体をしているからな。ご相伴にあずかりたいくらいだ、はは」

　今度は、馬鹿にしたような声が聞こえた。

　大臣の中には、魔王退治の英雄の一人として国民から絶大な人気を誇るファラに嫉妬したり、やっかんでいる者も少なくない。

　彼らもそんな連中のようだ。こちらをチラチラと見る視線には、嫉妬と羨望が混じっているように思えた。

　ついでに、ねっとりとした欲情も。

（あたしに聞こえないように話してるつもりなんだろうけど……あいにく耳がいいのよね、あたしって）

　内心で笑みをもらすと、ファラは彼らに歩み寄った。

　ちょうど気持ちがモヤモヤしていたところだ。彼らで遊んで、晴らさせてもらうとしよう。

「面白そうな話ね」

「ひ、ひいっ」

　大臣たちはいっせいにビクッと体を震わせた。

「ファラ……殿」

「ユーノは大事な仲間だけど、男としてはちょっと……ね」

　ファラが鼻を鳴らす。

「女慣れしてないし、言動がちょっと童貞臭いし。あたしの好みじゃないかな。色目を使うなんてあり得ない」

　そう、彼を男として意識したことなどない。性経験豊富なファラを満足させるだけの手練手管を、ユーノが持っているとはとても思えない。

「そ、そうですか……」

「それは失礼いたしました……」

　大臣たちは完全に気圧されている様子だ。

「だからね」

　ファラはにっこりと微笑んだまま、さらに彼らに歩み寄った。

「勇者に色目を使っている、なんて心外。あたしの名誉にかけて――」

　口元に笑みが浮かぶ。

　肉食獣さながらの、獰猛で凶悪な笑み。

「決闘を申しこむね」

「えっ、いや、あの……」

　普通なら大臣に決闘を申しこむなど許されるはずがない。

　だが、ファラだけは別だった。

　このリジュ公国が生んだ、救世の英雄である。すべてにおいて特別待遇を受けていた。

　それは大臣たちも分かっているのだろう。

「ひ、ひいっ、許してください」

　ファラの性格の苛烈さは知っていても、まさか決闘を挑んでくるとは思わなかったのか。

　お気楽な連中だ、と内心で蔑む。

「――許すと、思う？」

　ファラは冷え冷えとした目で告げた。

　嗜虐的な気持ちが燃え上がる。胸の芯に甘い陶酔感が駆け抜けた。





「ぎゃ……ぁぁぁぁ……っ」

　数十分後、城の外れの広場に彼らの苦鳴が響いた。

　ファラによって四肢を切り落とされ、激痛にのた打ち回る彼らの苦鳴が。

「死なないように上級の僧侶を用意しておいて正解だったね。今すぐ治癒呪文をかけさせるから、命だけは助かるでしょう。命だけは、ね」

　彼女は冷然と彼らを見下ろした。

　剣についた血のりをぬぐい、鞘に収める。そのまま彼らを一瞥すらせず、背を向けて去っていった。





「あんな雑魚どもを相手にしても燃えないのよねー、はあ」

　館に戻った後も、今一つ気持ちは晴れなかった。

　彼らを叩きのめし、自分を蔑んだ報いを受けさせてやったときには胸がスッとしたが、それも一時的なものだ。

　やはりファラがもっとも高ぶるのは極限状態での戦闘である。

　この間のラギオスとの戦いは、敗れはしたものの、今日よりもずっと充実感があった。思い出すだけで興奮がこみ上げ、下腹部が甘く火照ってくる。太ももの内側をツーッと愛液がひと筋垂れ落ちていく。

「ふうっ、ちょっとムラムラしてきたかな」

　ファラは舌なめずりをした。

　戦いでスッキリできないなら別のことで果たすとしよう。体中に妖しい熱が駆け巡っていく。

　ファラは七つある寝室の一つに赴いた。

　呼び鈴でお気に入りの三人を呼び出す。

　あどけない顔立ちの少年。地味な外見ながら、ベッドでは驚くほど乱れる三十路前の女。精悍で筋骨たくましい中年男。

　やって来た愛奴たちを見回し、ファラはうっとりと微笑んだ。

「お召しいただき、ありがとうございます。ファラ様」

　三人はいっせいにひれ伏した。忠誠を誓うように、ファラの爪先に一人ずつ口づけしていく。

「さあ、全員で心を込めて奉仕するのよ。あたしを気持ちよくさせて」

　淫らな笑みを浮かべ、ファラは衣服を脱ぎ始めた――。





　たっぷりと快楽の奉仕を受けたファラは、寝室を出て大浴場に入った。

　愛奴たちとの交わりの後は、いつもここで体を洗うのだ。

　お供はお気に入りの少女奴隷である。よく気が利き、ファラの身の回りの世話を主にさせていた。もちろん、興が乗ったときには夜伽をさせることもある。

「ふうっ」

　ファラは熱く火照った褐色の裸身を水で流した。

　少年や中年男を何度となく受け入れた秘所も、女から丹念に愛撫された乳房や尻、四肢にいたるまで、全身に甘い余韻が残っている。胎内にたっぷりと注ぎこまれた精がドロリと逆流してくる感触も心地よい。

　モヤモヤしていた気分がすっかり晴れたわけではないが、幾分すっきりしていた。

「ご満足されたようですね、ファラ様」

　少女奴隷が側に跪き、彼女の腕や足を恭しく洗う。

「まあまあね。強敵との戦いほどの爽快感はないけど、あの三人にたっぷりと気持ちよくしてもらったから」

　ファラは艶然と笑った。

「それは何よりです」

　嬉しそうに微笑む少女奴隷。

　可憐で美しいその顔を見ていると、またムラムラしてきた。

「お前にも、少し奉仕してもらうね……おいで」

「は、はい、ファラ様。喜んで――」

　ファラが誘うと、彼女は嬉しそうに頬を赤らめた。

「本当に可愛いね、お前は」

　花のような唇を奪おうと、ファラが顔を寄せ――、





　次の瞬間、少女奴隷の体が爆散した。





「これは――」

　無数の肉片と鮮血が降り注ぐ。

　それらを浴びながら、ファラは顔色一つ変えない。即座に意識を戦闘モードへと切り替える。

「誰だ！」

　鋭い声で叫びつつ、壁際に走った。立てかけてあった剣を取る。

「あたしをファラ・ザイードと知ってのことか！」

　グラマラスな裸身をさらしたまま、剣を構えた。

　油断なく周囲を見回す。

『警戒するな。私はお前の味方だ』

　声とともに、前方で黄白色の光が弾けた。

　光の中から、でっぷりと太った男が現れる。

「お前は――」

　ファラが驚きの声を上げた。

『名はヴァーユ。勇者ユーノに付き従う者』

「ヴァーユ……？」

『聖剣アークヴァイスに力を与える存在……といったほうが分かりやすいか？』

　そういえば、ユーノから聞いたことがある。

　聖剣には【光】と呼ばれる力が宿っていることを。それは独自の意思を持ち、ユーノを助けてくれている、と。

「お前が、その【光】なの？」

　裸身をさらしたまま、ファラは鋭い視線を男に向ける。

『正確には【光】の一部にすぎん。まあ端末といったところだな』

　と、ヴァーユ。彼女の艶めかしい裸体に惑わされた様子はない。

「とりあえず、あんたは敵じゃないということね？」

　言いつつも、ファラは警戒を解かない。

「じゃあ……なぜ、あの子を殺したの？」

『【光】や【闇】の話を聞かせたくなかった』

「殺すことはないでしょう。お気に入りの奴隷だったのに」

　ヴァーユの言葉に舌打ちするファラ。

「……まあ、代わりはいくらでもいるけど、ね」

『なかなか冷徹だな』

「あの子を粉々にしたあんたに言われたくない」

　ファラはヴァーユをにらんだ。

「それにあたしは冷徹じゃなくて、ただ合理的なだけよ」

『ふむ。それは重要な資質だ』

「剣士として、ね」

『【光】の使い手としても――だ』

　ニヤリとするヴァーユ。

「【光】の……使い手？」

『お前にはユーノの【光】の一部が宿っている。他の勇者パーティと同じく、な。ゆえに――限定的ではあるが、私はお前と接触することができる』

　ヴァーユが説明する。

『二年前、「闇の鎖」の儀式によって降臨した【闇】と【光】――それが呼び水となり、世界各地の【闇】と【光】は互いに引かれ、互いに力を強めつつある。やがては世界全土を覆うほどに』

「なんの……話をしているの？」

『ユーノを守れ、ファラ・ザイード』

【光】の端末を名乗る男は厳かに告げた。

『来たるべき戦いに備えよ。恐るべき【闇】の使い手が、やがて勇者を討つために現れる』

「勇者を討つ者が……？」

『ユーノが倒されれば、世界は【闇】に覆われるだろう。それを阻止できるのは、お前しかいない』

「あたしが……ユーノを守る……」

　ファラはヴァーユの言葉を反芻した。





　大浴場からバルコニーに出た。

　いつの間にか、すっかり日が沈んでいる。

　夜空には、満天の星。

　その一角に、異様に赤い星が見えた。

　昨日までは見えなかった星が。

『魔王復活の予兆かもしれんな』

　ヴァーユが告げた。

『あるいは、新たな魔王誕生の――』

「えっ？」

『そろそろ、ここで実体化できる限界だ。私はもう行くぞ』

　ヴァーユの姿が薄れていく。

『先ほどの言葉を忘れるな。ユーノを守るのだ、ファラ。【光】を守れ』

「【光】を……」

『そして万が一のときには、お前が代わりに【光】を使え。【闇】に――【
奈
 な
 落
 らく

 】の
軍勢
 レギオン

 に、この世界を好きにさせてはならん』

　謎めいた言葉を残し、ヴァーユは完全に消えた。

　ファラは褐色の裸身を夜闇にさらしたまま、静かにたたずんでいた――。






第６章　闇と魔王






　俺はマルゴと対峙していた。

　ルーファス帝国の英雄騎士、マルゴ・ラスケーダ。

　二年が経った今も、奴は特に変わらないようだ。

　ライオットのように増長するわけでもなく、イリーナのように権力のために複数の男に抱かれるわけでもなく、ヴァレリーのように非道な魔法実験を繰り返すでもなく――。

　あいかわらず英雄として、魔王軍の残党と戦い続けているらしい。

　だが……それは偽りの姿だ。

　奴が真に英雄であるなら、二年前に俺を生け贄にすることに反対したはずである。俺が生け贄にされたときに浮かべた、安堵と喜悦の表情は忘れない。

　そして――案の定というべきか、こうして魔族と組んでいるわけだ。

「お前の狙いはなんだ、マルゴ」

　俺はいきなり奴を【固定ダメージ】で消し飛ばさないよう、10
 メートル以上の距離を保った。

「シア、ユリン。奴が俺のスキル効果範囲内に入りそうなら阻止しろ。簡単に殺したくない」

「承知しました」

「お任せを」

【従属者】の少女たちが恭しくうなずく。

　シアは【切断】スキルを込めた魔剣を構え、ユリンは全身から魔人のオーラを漂わせる。臨戦態勢だ。

「なぜ君が生きている、クロム」

　マルゴは青ざめた顔で後ずさった。

「それにその髪は……手足もそんなにやせ細って……」

「面変わりして驚いたか？　お前たちへの恨みを――憎しみを忘れられなくてな。こうして生き長らえている」

　俺はニヤリと笑った。

「なぜ【闇】の力を……？　まさかあのときの儀式の影響か――」

「質問するのは俺が先だ」

　俺は黒い鎖を放った。

「ぐっ!?
 　う、動けん」

　マルゴの全身を縛りつける。

「だが、我が宝剣なら――」

「そいつは使わせない」

　奴が腰の剣に手を伸ばそうとしたところで、俺は鎖の締めつけを強くした。

「う……ぐぅぅっ……」
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　苦痛に顔をしかめるマルゴ。

　奴の剣『七十七式
疾
 しつ
 風
 ぷう
 雷
 らい
 王
 おう
 剣
 けん

 』は第一等級の魔法武具だったはずだ。俺の黒い鎖を切断できるとは思えないが、使わせないに越したことはない。

「なぜお前が魔族と一緒にいるんだ、英雄騎士様？」

　俺は皮肉たっぷりに口の端を吊り上げた。

「そ、それは……」

　口ごもるマルゴ。

「……ユーノは強くなりすぎた。あの魔王ヴィルガロドムスさえ倒すほどに……だがそれは人の身には余る力。いずれは暴走し、今度は人間の世界を滅ぼす――私はそう聞いたのだ」

「聞いた？　誰にだ？」

「――神だ」

　マルゴが厳かに告げる。

「何？」

「正確には、ユーノが持つ【光】の根源ともいえる存在――【
涅
 ね
 槃
 はん

 】に」

「【涅槃】……だと？」

　初めて聞く名前に、俺は眉根を寄せた。

「……お前は知っているか、ラクシャサ」

　と、ラクシャサを呼び出す。

『我ら【闇】の端末を統べる【奈落】の対極にある存在です、宿主様』

　現れた黒衣の美女が説明した。

「私は、ユーノの暴走を止めるため、あえて魔族の下に飛びこんだ」

　マルゴが凛とした口調で告げる。

「魔族に与するつもりはないが、奴らと利害が一致する部分もある。ゆえに、行動を共にしている――たとえ騎士としての汚名をかぶることになっても、な」

　どこまで信じていいものやら。

　おそらく、百パーセントの真実は告げていないだろう。嘘も混じっているはずだ。

　だが、逆に真実も交え、虚実取り混ぜて話している気配がある。

　――少し泳がせるか。

「分かった」

　俺は黒い鎖を手元に戻し、マルゴの拘束を解いた。

「クロム様……？」

　シアとユリンが俺を見つめる。

　ラクシャサは微笑みを浮かべたまま。

「俺は魔族に協力を求められている。お前がフランジュラスたちと行動をともにしているなら、当面は戦う理由もない」

　……当面は、な。

　いずれ復讐は果たすが、少しだけ先延ばしにしてやる。





　フランジュラスは、俺をアジトに誘う際にこう言った。

　あなたの力をさらに磨くためのヒントがある――と。

　その『ヒント』とやらを見せるように要求したが、準備に数日かかるそうだ。

　何かを企んでいるのか。あるいは本当にそうなのか。

　まあ、企んでいるなら叩き潰すだけだ。

【固定ダメージ】で、すべてを。

「俺がさらに力を磨いたとして――いいのか？　俺がその力でお前たちを滅ぼすかもしれないが」

　フランジュラスに問いかける。

「あなたはそんな騙し討ちのような真似はしないでしょう？　【闇】を降ろしながら、その【闇】に呑まれず理性を保つ――よほど純粋な心がなければできません」

「……そういうものなのか？」

「あなたの心根を信頼しています」

　微笑むフランジュラス。

「一途さも。危うさも。愛おしいとさえ思えますわ」

「……それ、クロム様を口説いてない？」

「……隙あらば色目。油断なりません」

　なぜかシアとユリンがジト目だ。

「こちらへどうぞ。客室へ案内いたしましょう」

　フランジュラスは艶然とした笑みを浮かべたまま、俺たちを促した。





「全員、同じ部屋か……」

　案内された部屋を前に、俺は小さくつぶやいた。

　しかも、寝台は優に五人は寝られるような大きさだ。

「よろしければ夜伽の者を用意しますが」

　フランジュラスが微笑んだ。

「それとも――そちらのお二人がその役目を担うのでしょうか」

「よ、よよよよよよよよ夜伽っ!?
 」

　シアの声が裏返った。

「わ、私たち……クロム様に純潔を捧げるのですね……いつか来るとは思っていましたが、ついに……」

　はふぅ、と悩ましげなため息をつくユリン。

「いや、待て」

　俺は軽くため息をついた。

「この二人はあくまでも旅の仲間だ。そういう相手じゃない」

「では、別に女を用意しましょう」

　即座に告げるフランジュラス。

「遠慮させてもらう」

「おや？　クロム様は女性より男性をお好みで？」

「そういう意味じゃない」

　俺は憮然とフランジュラスをにらんだ。

「あたしは一緒の部屋で構いません。いえ、クロム様を護衛するためにも、ぜひ同じ部屋に……！」

　なぜかシアが息を荒らげ、身を乗り出した。頬が真っ赤だ。

　ツーサイドアップにした赤い髪の先端部を指に巻きつけ、落ち着かなさそうにいじっている。

「そ、そういうことなら、私も……【従属者】としてクロム様のおそばに……その」

　ユリンが恥ずかしそうに身をくねらせつつ、シアの隣で告げる。

　こっちもハアハアと息が妙に荒い。
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「全員同室か」

　俺は小さくつぶやいた。

　恋人や夫婦でもない男女が同室で宿泊というのは好ましくないと思うが、ここは魔族軍の本拠地だ。甘い考えは捨てるべきだろう。

「……じゃあ、俺たち三人でこの部屋を使わせてもらおう」

「承知いたしました。では、伽は不要ということですね」

「いや、伽の話はもういいだろう」

「多人数を相手にしたいということでしたら、いつでもお申し付けくださいませ。選りすぐりの女魔族をあてがいますので。お望みなら、わたくし自らが――」

「遠慮する」

　というか、フランジュラスを寝所に招くのは、いくらなんでも危険すぎる。

「むむむ……魔族とはいえ超美人だし、クロム様をここまでストレートに誘惑してくるなんて……強敵、かも」

「油断なりませんね」

　なぜかシアとユリンが顔を見合わせ、妙な闘志を燃やしていた。





　――というわけで、俺たちは客室でくつろいでいた。

　こうやって屋内で過ごすのは久しぶりだ。

　しかも、まるで貴族のように豪勢な室内である。

「すごい、これ綺麗……あ、こっちも素敵～」

　シアは部屋の調度品を興味深げに見ているし、

「きゃあ、ふかふかですね～」

　ユリンなどは部屋の中央にあるベッドに寝転がってはしゃいでいる。

　俺は椅子に座り、一息ついていた。

　二人のような元気な体力はないので、おとなしく休息だ。

　と、

「今まで私のせいで野宿ばかりでしたね。すみません」

　ユリンがあらたまって俺とシアに頭を下げた。

「謝る必要はないだろう。それに今のユリンはもう魔物を呼び寄せることはないんだ」

「そうそう、ここを出た後も宿に泊まったりできるよ。ユリンちゃん」

　すまなさそうなユリンに俺とシアが言った。

「ありがとうございます」

　ユリンははにかんだ笑みを浮かべた。

「クロム様も休息なさってください。何かあればあたしがお守りします」

　シアが言った。

「といっても、基本的にクロム様のスキルで害は防げると思いますが……」

「ああ、【固定ダメージ】が全部守ってくれるだろう。お前こそ休め、シア。随分と働いてもらったからな」

「あたしは……あなたのお役にたてるなら、疲れなんてありません」

　頬を赤く染めて、シアが告げる。

「クロム様こそ、いくら強力な永続スキルを備えているといっても、お体はそれほど丈夫ではありません。どうかお休みください」

「……さっきから譲り合いばかりですね」

　ユリンがぽつりとつぶやいた。

「お二人の息が合っている感じが素敵です。恋人同士みたいな甘い雰囲気さえ感じます、ふふ」

「っ……!?
 　や、やだな、あたしとクロム様はそんな関係じゃないよ……えっと、その」

　シアがますます赤くなった。

「……じゃあ、私にもチャンスが」

「えっ」

　いきなり真顔に戻るシア。

　ユリンは恥ずかしそうに身をくねらせ、

「い、いえ、なんでもありませんっ……」

　さっきからどうしたんだ、二人とも。





　夜も更けてきたし、俺たちは寝ることにした。

　さすがにシアやユリンと一緒のベッドは問題がある――と思って、床で寝ようとしたのだが、

「駄目ですよ、クロム様」

「それでは体力回復に差し支えます」

　二人に強硬に言い張られ、最終的には三人一緒のベッドで寝ることになった。

　……寝付けなかった。

　野宿から屋内での宿泊に変わったせいか、それとも気分が高ぶっているんだろうか。

　あるいは、両隣に美少女二人という状況で、柄にもなく照れてしまっているのか。

　まあ、その全部が混じっているのかもしれないな。

　シアとユリンは、やはり疲労がたまっていたのか、ぐっすりと眠っている。

　二人を起こさないよう、俺はそっとベッドから降りた。

「ふう……」

　やはり、疲労がかなり溜まっているのが分かる。

　やせ細った手足に、二十代の平均よりはるかに低い体力。そんな体で旅を続けてきたんだ。

　ライオットを殺し、イリーナを魔獣に変え、ヴァレリーに永劫の苦痛を味わわせ――。

『なるほど、深い【闇】を感じるぞ……高位魔族をも凌ぐほどの……』

　どこかから声が響いた。

　俺はハッと周囲を見回す。

『声』というよりも、頭の中に直接響いたような感じだった。

　突然、視界がぼやけ、黒い髑髏に似たシルエットが浮かび上がる。

「なんだ、こいつは……!?
 」

　戸惑う俺。

『こうして話すのは初めてだな。【闇】の深淵に到達せし者よ』

　髑髏はカタカタと歯を鳴らし、告げた。

　しんと室内は静まり返っている。

　まるで時間そのものが凍りついたような感覚だ。

　左右を見ると、シアもユリンも穏やかな寝息を立て、ぐっすりと眠ったままだ。





『余はヴィルガロドムス』





　髑髏の言葉に、俺はふたたび息を飲んだ。

『かつて勇者に討たれた魔の王である』

「魔王……だと……!?
 」

　俺は驚いて目の前の髑髏を見つめた。

　相手との距離は７メートルほど。当然、スキルの射程圏内である。

　にもかかわらず、髑髏は悠然とたたずんでいた。

【固定ダメージ】の影響を受けた様子がない……ということは、こいつは俺に敵意や害意を持っていないということか。

　あるいは――。

　俺は右手を伸ばし、黒い鎖を放つ。

　が、鎖が触れたとたん、髑髏はモヤのように霧散してしまう。

　しばらくすると、ふたたび集合して髑髏を形作った。

　こいつは、実体じゃない――ということか？

『余の本体はすでに滅んでおる。あの忌々しい勇者ユーノによって』

　魔王が言った。

『ここにいる余はその残滓。魔王ヴィルガロドムスが遺した生への渇望。無念。妄執。そして――希望』

「魔王の残留思念……みたいなものか？」

『おおむね、それでよい』

　俺の問いにうなずく髑髏。

「で、俺になんの用だ？　魔王」

　俺は警戒を解かず、ベッドに視線を移した。

　シアとユリンはまだ起きる様子はない。

『そう身構えるな。余は汝と話がしたいだけだ』

　と、魔王。

『汝は【闇】の深淵に――【奈落】に出会いし者。この世界でもっとも深き【闇】を備えた存在だ。ゆえに、余は汝に頼みたい』

「頼み……？」

『余がふたたび、この世界に顕現するための助力を、な』

　俺は眼前の髑髏をにらみつけた。

　こいつが言っていることは、つまり――。

「俺に魔王復活の手伝いをしろ、と？」

『魔族とは【奈落】からこぼれた【闇】が、この世界に色濃く現れた存在。魔王とはその極致だ。強大な【闇】を備えた汝であれば、余の復活の助力ができよう』

　魔王は淡々と告げる。

　魔族を生み出したのは【奈落】……!?


　俺は内心で驚く。

『勇者の【光】の一撃を受け、余は体内に蓄えていた大量の【闇】を失った。それを補うことができれば、ふたたびこの世界に実体化することも不可能ではない』

　魔王は淡々と話を進めた。

「……俺に協力する義理はないな」

　鼻を鳴らす俺。

　誰が好き好んで魔王復活を手伝うというのか。

『義理はなかろう。だが利はある』

「何？」

『汝の望みを叶えよう』

　髑髏の口がひときわうるさくカタカタと鳴った。笑っているようだ。

『この世界を丸ごとくれてやってもよい』

「いかにも魔王様らしいお誘いだな」

　俺は口の端を歪め、笑い返した。

「お断りだ」

『……ふむ』

　うなる魔王。

『ならば、汝の復讐に手を貸す、というのはどうだ？』

「俺の復讐に……」

『汝の標的――勇者ユーノは、いずれ強大な力を得るであろう。それに対抗する手段を与えよう』

「強大な力……？」

『【光】は、宿主の「意志の力」が強まるほどに、その輝きを増す。意志の力とは、すなわち欲求だ』

　と、ヴィルガロドムス。

『欲望や渇望と言い換えてもよい。そして宿主やその周囲にいる者も【光】の影響を受けて、欲を肥大化させる。【光】が宿主の意志を強め、強まった宿主の意志が【光】を強める――そうして力を増していく。それが【光】に選ばれし戦士たちだ』

「ユーノはこの先もっと強くなる、ってことか」

『今はまだ汝のほうが上であろう。だが、いずれ勇者が力を増したとき――不覚を取るかもしれんぞ。そう、かつて余を討ったときと同じように。真の【光】に覚醒した勇者に』

「それに対抗する力を、俺に？」

　つまりは――魔王との取引ということか。





◆　◆　◆





★ＳＩＤＥ　ハロルド





　ハロルドの頭の中に、濃いモヤがかかったような感覚があった。

　意識がはっきりしない。

　脳裏に浮かぶのは、妖艶な黒衣の美女だ。

　魔族フランジュラス。

　美しき吸血鬼真祖に、ハロルドは心を奪われた。彼女に絶対の忠誠を誓い、しもべとなった。

　これからは魔族のために戦うのだ。

　そう、この手にある聖剣『ガーレヴ』も魔族を守るために――そして、フランジュラスの命令を遂行するために、振るう。

　
煌
 こう

 っ……！

　その聖剣から、突然光があふれた。

　同時に、体中に強烈なしびれが走る。

「くっ……おおおおおおおおおおおおっ……！」

　しびれは痛みを伴い、茫洋としていた意識を次第に覚醒させていく。

「俺……は……？」

　ハロルドは軽く頭を振って、周囲を見回した。

　暗い城の一室。

「そうだ、確か魔王軍の幹部と戦って、フランジュラスに……魅了をかけられて……」

　記憶がはっきりとよみがえっていく。

　頭の中にモヤがかかっていたような感覚が晴れてきた。

「くそ、俺が吸血鬼なんかに屈していたなんて……」

　ハロルドは歯ぎしりした。

　仇敵たる魔族の前に膝を屈するなど、勇者として最大の屈辱だ。絶対に許せない。

「この借りは倍にして返してやる」

　ハロルドはゆっくりと立ち上がった。

　他の仲間はどこにいるのだろう？　まずは城内を探すべきか――。

　ハロルドは聖剣を手に部屋を出た。

　どくっ、どくんっ……！

　右手に握った聖剣が熱く脈動している――。





　ハロルドは、もともとリジュ公国の辺境で農民として暮らしていた。

　三十歳を過ぎても結婚することもなく、他人と深くかかわることもなく、来る日も来る日も農作業に明け暮れた。

　そんな彼の転機は、二年前のこと。

　村に魔王軍が押し寄せ、多くの村人が犠牲になった。ハロルド自身も魔族に襲われ、絶体絶命に陥った。

　そのとき、彼に語りかける者があった。





　――お前は選ばれし勇者だ、ハロルド。

　――さあ、剣を取れ。

　――お前に与えられし聖剣『ガーレヴ』を。





　光、風、炎、虹、星、竜、虚無――七つの属性を持つ聖剣の一つ『ガーレヴ』。

　そこに宿る【光】の意思。

　聖剣を与えられたハロルドは、その力で魔族を一掃した。

　そして、彼の勇者としての戦いが始まった。

　戦いの旅路――その中で四人の仲間と出会った。

　槍使いのクールな美女、イザベル。

　最年少でムードメーカーでもある少年魔法使い、ジョセフ。

　皮肉屋だが心根は優しい弓術士の青年、アーバイン。

　勝気な性格の女僧侶、ローザ。

　仲間たちとともに魔王軍と戦う日々――それは苦しくも、喜びを伴うものだった。

　彼らが、ハロルドのことを友として認めてくれたからだ。

　イザベルからは想いを打ち明けられ、恋仲になった。

　今までの人生で他人と深くかかわることがなかったハロルドにとって、勇者になってからの日々は驚きと喜びに満ちていた。

　彼らと一緒だったから、魔王軍との戦いを最後まで続けられたのだと思う。

　やがて――魔王は他の勇者が討ち果たした。

　だが、戦いは終わらない。

　魔王軍の残党はいまだ各地を襲っており、ハロルドは仲間たちとともにこれを退治して回った。

　そんなある日、聖剣に宿る【光】から、強力な【闇】を宿した者が現れた、と聞かされた。

　そして、仲間たちとともにそれの下へ向かい――。

　こうして、魔王軍残党の拠点に捕らわれた、というわけだ。





「不覚を取ったが……この借りは必ず返してやるぞ」

　ハロルドは部屋を出た。

　他の部屋にいた仲間たちを自分の部屋に集める。

　全員、瞳の焦点が合っていなかった。

「まだフランジュラスの【魅了】が効いているようだな……」

　なんとか彼らを元に戻してやりたい。

　そう願った瞬間、

　――ずぐんっ！

　聖剣が、ひときわ強く脈を打った。

　まばゆい白色の輝きが周囲にあふれ出す。

　彼らの、茫洋としていた瞳に焦点が戻る。

「あれ？　ここは……」

「あたしたち、一体――」

「……！　正気に戻ったのか」

　ハロルドは安堵の息をもらした。

「みんな、聞いてくれ。俺たちはフランジュラスに――」

　と、自分たちの身に起きたことを説明する。

「なるほど、あの魔族に【魅了】されていたわけか……」

　仲間たちは唇を噛んでうめいた。

「これからどうするの、ハロルド？」

「決まっているだろう。フランジュラスを倒す！」

　ハロルドは力強く告げた。

「それと、もう一つ……記憶がおぼろげだが……確か、勇者ユーノの仲間である『英雄騎士マルゴ』の姿を見かけたような気がする」

　もしかしたらハロルドたち同様に、フランジュラスに【魅了】されているのかもしれない。

　だとすれば、マルゴを正気に戻し、連携して戦ったほうがいいだろう。

　なんといっても、敵はかつての魔王軍十三幹部、フランジュラスとラギオスだ。ハロルドたちだけで勝てるかどうかは分からない。

　マルゴなら、きっと心強い仲間になってくれるはずである。

「まずは彼を探そう」

　ハロルドたちは部屋を出た。

　と――かつ、かつ、と甲高い足音が廊下の先から近づいてくる。

　ハロルドたちはハッと身構えた。

「強い【光】を感じたので来てみたら――わたくしの【魅了】を解除したのですね」

　現れたのは黒衣の美女――吸血鬼真祖フランジュラスだ。

「さすがは勇者です」

「貴様、よくもやってくれたな！」

　怒りの声を上げるハロルド。

「あなたたちの力はなかなかのもの。手駒として使って差し上げようと思っているのですが――」

　微笑むフランジュラスの
双
 そう
 眸
 ぼう

 が、ふいに妖しく輝いた。

　ふたたび【魅了】スキルを発動したのだ。

「【疾風の壁】！」

　刹那、ハロルドは聖剣のスキルを発動させた。

　周囲を青白い風が覆う。

　物理・魔法問わずすべてを弾き返す、聖なる風の障壁。

　フランジュラスの眼光はそれに阻まれ、ハロルドたちまで届かない。

「お前の【魅了】はもう効かない！」

　聖剣を手に、ハロルドが叫ぶ。

　以前よりも聖剣の力が増しているのを感じた。

　今度は、勝てる――。

「滅ぼしてやるぞ、魔族！」

「ふふ、吸血鬼真祖の力が【魅了】だけだとお思いですか？　手駒にならないなら、別の利用方法を試すまで――」

　ハロルドたちとフランジュラスが闘志の火花を散らせながら、対峙した。





　吸血鬼。

　彼女は、その中でも真祖と呼ばれるもっとも強力な眷属だ。

　不死といってもいい強靭な生命力に加え、人間をはるかに超えた運動能力、そして膨大な魔力――そのステータスは圧倒的である。

「さて、どう攻略するか」

　ハロルドは聖剣『ガーレヴ』を手にひとりごちた。

　五対一という数的有利を活かし、手数で押す――というのがオーソドックスな戦法だろう。

「一気に押し切るぞ」

　隣で槍を構えているイザベルに、さらに後方に控える弓術士アーバイン、魔法使いジョセフ、僧侶ローザに告げた。

「スキル発動――【
旋
 せん
 風
 ぷう
 刃
 じん

 】！」

　振りかざした『ガーレヴ』から数百単位の風の刃を放つ。さらに仲間たちが魔法や物理攻撃、補助魔法でサポートする。

「そう簡単に押し切れるほど甘くはありませんよ、わたくしは」

　フランジュラスもさすがに一筋縄ではいかない。魔法の障壁を張り、あるいは己の体を無数のコウモリに変化させ、それらの攻撃をしのいでいく。

　戦いは一進一退だった。

　ハロルドたちが、攻める。

　フランジュラスが、避ける。

　逆に相手の反撃は、ハロルドの聖剣やローザの防御魔法でブロック。

　互いに決め手がないまま、戦局が膠着し――。

　突然、その戦局が動いた。

「ぐあっ……」

　苦鳴とともに、弓術士の青年が倒れる。

　彼の胸元を青い槍のようなものが貫いていた。

　何もない場所から、突然その槍が現れたのだ。

「ふふ、気を抜きましたか？　わたくしにはこういう術もあるのですよ」

　フランジュラスが艶然と笑う。

　それは、彼女が己の血で生み出した魔槍だった。

「アーバイン！」

　ハロルドは悲鳴に近い絶叫を上げた。

　二年間、苦楽を共にしてきた仲間はもはやピクリとも動かない。

　即死だった。

「貴様ぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　少年魔法使いのジョセフが怒りの声を上げた。

「燃え尽きろ、『ファイアストーム』！」

　上級の火炎魔法を放つ。

「スキル【反射】」

　フランジュラスの口の端が笑みの形につり上がった。

「ぎ、ぎゃぁぁぁぁぁっ!?
 」

　同時に、ジョセフは自分が放った火炎魔法で己のみを焼き尽くされる。

　黒焦げになって、その場に崩れ落ちる少年魔法使い。

　ぴくぴくとしばらく
痙
 けい
 攣
 れん

 し、やがて動かなくなる。

「うう……ジョセフ……！」

　一瞬のうちに仲間を二人も失い、ハロルドは唇をかみしめた。

　イザベルとローザも顔面蒼白である。

「五対一から三対一になっては、もう手数で押し切るのは無理ですね」

　フランジュラスがたおやかな右手を差し出し、イザベルとローザに向ける。

「次はそこの二人です。勇者様はいちおう命だけは助けてあげましょうか。まだ利用価値がありそうですし――」

「くっ……！」

　ハロルドは唇をかみしめた。

　一進一退の戦いの中で、フランジュラスはじっと不意打ちの機会を窺っていたのだろう。

　そして時機をあやまたず、確実にアーバインを仕留め、逆上したジョセフを返り討ちにした。

　やはり、強い。

　吸血鬼真祖の能力は圧倒的だ。

　このままでは、彼女たちも殺される――。

「さあ、彼女たちを貫きなさい。我が【魔槍】」

　虚空から青い血の槍が現れ、イザベルとローザに向かう。

「やめろぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　ハロルドが叫んだ。

「これ以上、仲間たちはやらせん！」

　強まった意志に連動するかのように、聖剣の刀身がドクドクと脈を打つ。

　柄にはめこまれた二つの宝玉がひときわまぶしい光を放った。青い血の槍はその光に触れると、跡形もなく消滅する。

「おおおおおおおおおおおおっ！」

　ハロルドは叫び続けた。

　熱い――。

　煮えたぎるような何かが、ハロルドの体内に流れこんできた。

「力だ……力が、あふれる……！」

　聖剣を高々と掲げるハロルド。

　
魂
 こころ

 の高ぶりが、聖剣に力を与えてくれている！

「聖剣よ、風を呼べ！　すべての【闇】を切り払え！」

　Ｓ字に湾曲した刀身が大気を振動させる。

「上位スキル発動――【
鳳
 ほう
 凰
 おう
 豪
 ごう
 風
 ふう
 刃
 じん

 】！」

　振り下ろした一閃が翡翠色に輝く風を生み出し、フランジュラスに叩きつけられた。

「きゃあっ……!?
 」

　悲鳴とともに、吸血鬼の美姫は大きく吹き飛んだ。

「こ、これほどの【光】を操るとは――まさか、聖剣が【
真の輝き
 アーク

 】に近づいている……!?
 」

　戸惑ったように後ずさるフランジュラス。

　一方のハロルドは全身に力がみなぎっていた。

　勝てる。

　たとえ相手が吸血鬼真祖であろうと。

　今の俺なら、確実に仕留められる――。

　そんな圧倒的な自信があふれてくる。

　と、

「ハロルド殿！」

　誰かが駆け寄ってきた。

　精悍な顔立ちの中年騎士。

　英雄騎士と称されるマルゴ・ラスケーダだ。

「私も加勢するぞ」

　凛とした態度で告げたマルゴはチラリと吸血鬼を見た。

「どうやら私は【魅了】されていたようだ。だが、奴がダメージを受けたためか、それも解けた――今こそ君たちとともに戦い、魔王軍の残党を討つべきとき！」

「あんたが味方になってくれれば心強い」

　ハロルドはニヤリと笑った。

　希望が湧いてくる。これで戦局は一気にこちらへ有利に傾いた。

「確かあんたは風属性の魔法武具を持っているんだったな？　まず俺が行くから、あんたには援護を頼みたい」

「承知した。ともに戦おう、勇者ハロルド」

　マルゴが真摯な口調で告げる。

「じゃあ――いくぞ。これで終わりだ、フランジュラス！」

　ハロルドは床を蹴り、吸血鬼の美姫に突進する。

　聖剣『ガーレヴ』がまばゆい輝きを放った。





　――次の瞬間、胸元に熱い衝撃が駆け抜ける。





「が……は……っ!?
 」

　フランジュラスの攻撃――ではない。

　その一撃は、背後からだった。

　振り返ると、血まみれの剣を手にたたずむマルゴの姿。

「きゃあっ……」

「ああっ……」

　悲鳴とともに、イザベルとローザがマルゴに斬り伏せられる。

「な、なぜ……!?
 」

　愕然とうめき、その場に崩れ落ちるハロルド。

「フランジュラスには利用価値がある。ここで殺させるわけにはいかんな」

　英雄騎士は禍々しい笑みを浮かべ、告げた。

「ぐっ……ううぅ……」

　胸を貫かれたハロルドはその場に倒れたまま、立ち上がれない。

「【魅了】が解けたというのは芝居か……俺を油断させるために……」

　いや、違う。

　ハロルドはすぐにその考えを訂正した。

　マルゴの目には、明らかに強い意思の光があった。

【魅了】をかけられ、己の意思を失った人間にはあり得ない光が。

　ということは、つまり――。

（マルゴは、自分の意思で魔王軍の残党に協力している……？　勇者パーティの一員でありながら、魔族に――）

「なぜだ……あんたは勇者パーティの一員だろう！」

　ハロルドは悲痛な声を上げた。

　信じられなかった。

　彼は、魔王を討った勇者パーティの一員――世界を救った戦士の一人である。

　まさしく、英雄の中の英雄。

　すべての騎士の規範ともいえる存在。

　それが、自らの意思で魔族に与するなど――。

「気に入らんのだ、その言い回し……」

　マルゴが憎々しげに告げた。

「勇者パーティの一員？　私は勇者のおまけだとでもいうのか？　断じて違う！　私は英雄騎士マルゴ！　ユーノのような若造よりも、ずっと長く――英雄として称えられてきたのだ！　それを……！」

　長剣を手に、マルゴが近づいてくる。

　ごうっ……！

　刃に薄緑色をした魔力の風がまとわりつく。

『七十七式疾風雷王剣』

　英雄騎士の代名詞ともいえる最強クラスの魔法武具だ。

「お待ちくださいな、マルゴさん」

　と、フランジュラスが彼を止めた。

「他のお仲間はともかく、勇者はまだ生かしておくべきでしょう」

「だが、彼は私が魔族とともにいるところを目撃している。【魅了】が解けた今、このまま解放するわけにはいかん」

　フランジュラスの言葉に反論するマルゴ。

　その会話の内容からして、やはりマルゴが魔族側にいるのは間違いなさそうだった。

　と、

「勇者パーティの一員でありながら、魔族に与するなんて！」

「許せない、マルゴ……！」

　ローザとイザベルがよろよろと立ち上がった。

　マルゴに斬りつけられたが、致命傷は避けたようだ。

　――だが、決して浅い傷ではない。

「死にぞこないどもめ」

　マルゴが振り返った。

　冷たい目だ。

　とても諸国から敬意を払われている英雄騎士とは思えない、目。

　いや――。

（これこそが、この男の本性……？）

　ハロルドはゾッとなった。





◆　◆　◆





　俺は魔王ヴィルガロドムスと対峙していた。

「……今のままじゃ勝てない、っていうのか」

『あくまでも可能性だ。勇者ユーノはもちろん、この男も【涅槃】に触れているようだ。どうやったのかは知らんが……』

　と、魔王。

『【光】の力を持つ者の成長を侮るな。現時点の戦闘能力では汝がはるかに上であろうが、彼らはあっという間に成長する。さらに』

　魔王の説明は続く。

『注意すべきは【光】に選ばれた勇者だけではない。その近しい者たち――
仲間たち
 パーテイ

 にも【光】の影響は浸透していく』

「勇者パーティにも……？」

『中には【
涅
 ね
 槃
 はん

 】までたどり着く者もいるかもしれん』

「【涅槃】……」

【闇】を総べる存在である【奈落】の対極にあるもの――いわば【光】の元締めといったところか。

　マルゴの口から、その【涅槃】という言葉が出たことを思い出す。

　もしかしたら、あいつは自力でたどり着いたというんだろうか。

　それとも、なんらかの助けを得て到達したのか。

　だとすれば、ユーノだけではなくマルゴとの来たるべき戦いにも十分な注意が必要だろう。

　あるいはファラにも――。

「俺がそれに対抗するにはどうすればいい？」

『一つは【光】と【闇】の両面を身に付けることだ。この国に点在する
先史文明
 レムセリア

 の遺跡で試練を受ければ、それは叶うだろう』

　と、魔王。

　それはラクシャサからもすでに聞いている。

　以前にマイカと戦ったとき、奴が使った術式――【混沌】。

　それを俺も身に付ければ、ユーノがより強大な【光】を使ってきたとしても、十分に対抗できる――と。

『そして、もう一つは――この城の最深部にある』

「この城の……？」

『余とともに来てくれれば、案内しよう』

『魔王を信じてはいけません、宿主様』

　声が響く。

　俺のすぐそばに、黒衣の美女――ラクシャサが実体化した。

『いえ、【闇】の【端末６０５】――【
刻印名
 コード

 ヴィルガロドムス】』

『【端末０３７】、【
刻印名
 コード

 ラクシャサ】か。なかなか強力な端末を従えているようだな』

　髑髏の魔王が笑う。

　一方のラクシャサは険しい表情だ。

『６００番台の端末は、私たちとはまるで役割が違います。決して心を許さないでくださいね、宿主様』

「心を許すな……か」

　俺はラクシャサの言葉を繰り返す。

　まあ、もとより魔王の言葉を全面的に信じるつもりなどまったくない。

『それは、私たち通常の端末よりもずっと【奈落】に近い存在です』

　ラクシャサの声は、硬い。

　表情も、今までに見たことがないほど険しかった。

『彼は……いえ、彼ら
 こそは――』

『控えろ』

　魔王が静かに告げた。

『お前にそれを告げる権限は付与されていないぞ、【端末０３７】』

　びくっ、とラクシャサの体が痙攣する。

　まるで稲妻にでも撃たれたかのように。

『大いなる【奈落】の意思に背くつもりか』

『くっ……』

　唇を噛んで黙るラクシャサ。

『余はそこの端末よりもはるかに高性能だ。なんならその女を消滅させ、これからは余が汝の【闇】の制御を手助けしてもよいぞ』

「お前がラクシャサの代わりになる、っていうのか」

『余は勇者に討たれ、残留思念としての不安定な存在となっている。だが汝から定期的な【闇】の供給があれば、ある程度のレベルまでの実体化はたやすい。どうだ？　汝にとっても手っ取り早い力の強化となろう？　そのうえで城の最深部に行き、さらなる力を――』

「あいにくだが、お前の言葉を信じるつもりはない」

　俺は魔王をにらんだ。

「主導権は俺だ。お前はまず情報を提示しろ」

『……ふむ。この魔王に人間ごときが偉そうな口を利く』

　黒い髑髏がうなった。

　落ち窪んだ眼窩の奥で、赤い眼光がまたたく。

　俺と奴の視線がぶつかり、激しく火花を散らした。

　仮に魔王が敵意を出せば、即座に俺の【固定ダメージ】が発動する。

　魔王のＨＰなら一撃くらいは耐えられるかもしれないが、３秒ごとに９９９９ダメージを与えれば、長くても十数秒のうちには決着するだろう。

　奴が魔法などで攻撃してきても、その攻撃自体も【固定ダメージ】で撃墜できる。

　たとえ相手が魔王ヴィルガロドムスといえど、俺のスキルを簡単に打ち崩すことはできないはずだ。

　そもそも、残留思念状態の奴にどの程度の能力があるのかも分からないが――。

『くははははははは！　それでこそ【闇】の宿主だ。ますます気に入ったぞ、クロム・ウォーカー』

　ふいに魔王が哄笑した。

　てっきり怒らせたのかと思ったが、むしろ愉快げな態度だ。

　と、

「クロム様！」

　シアがベッドから降りた。今の哄笑でさすがに目を覚ましたのか。

　ユリンのほうは、『むにゃむにゃ……』とのんきに目をこすっていた。

「ユリンちゃん、起きて。敵だよ！」

「て、敵ですか!?
 」

「あたしたちでクロム様を守らなきゃ！」

「は、はいぃ」

　どことなく和やかな掛け合いをしつつ、二人が俺の左右に並ぶ。

『【闇】の【従属者】たちか』

　魔王がシアを見た。

『スキル二つ持ちの騎士に……そっちは魔人か。まだ成りたてのようだが、
階級進化
 クラスアツプ

 次第では高位魔族や魔神級に化けるかもしれんな』

　と、今度はユリンに視線を向ける。

『クロム・ウォーカーよ、余は汝に敵対する意思はない。ゆえに、先ほどの問いに戻ろう』

　魔王が俺に視線を戻した。

『余とともに城の最深部に行くか？　そこへ行けば、汝の気も変わるかもしれんぞ』

　さて、どうするか。

　魔王の誘い――こいつは罠かもしれない。

　だが、生半可なことなら俺の【固定ダメージ】で退けられるだろう。

　二つのスキルを持つ闇騎士のシアや魔人のユリンもいる。

　マルゴやユーノの能力に未知数の部分がある以上、俺自身も力を強化しておくに越したことはない。

　――乗ってみるか。

「いいだろう。案内しろ、魔王」

『宿主様』

「あいつを全面的に信頼するような真似はしない。だけど有益な情報が手に入るかもしれないだろう」

　俺は不安げなラクシャサに言った。

「ただし――お前も警戒しておけ、ラクシャサ。異変を感じたら、すぐに俺に伝えるんだ。いいな」

『……承知しました』

「あの、クロム様……？」

「今、魔王って……？」

　驚いたような顔のシアとユリンに、俺は小さくうなずく。

　最小限の説明だけを済ませると、俺たちは魔王ヴィルガロドムスの案内の下、進み始めた。

　城の、最深部へ――。





　かつ、かつ、と足音を立て、石造りの廊下を進んでいく。

　俺たちは魔王ヴィルガロドムス――正確には、その残留思念――の案内の下、城の最深部へと向かっていた。

　いくつかの隠し扉を通り、おそらくはフランジュラスやラギオス辺りにしか知らされていないであろう秘密の通路をどこまでも進む。

　衰えた俺の足では、長い距離を歩くのも大変だ。シアが横から俺を支え、一緒に歩いてくれていた。

「心配か、シア？」

　俺は隣の彼女に声をかける。

「当然です。魔王の提案に乗るなんて」

　シアは険しい表情だ。

「……クロム様は不安に思わないのですか」

　逆隣では、ユリンが暗い表情で俺を見ていた。

「まあ、確かに当然か」

　俺は苦笑交じりにうなずいた。

　相手は魔王である。いくら本体ではなく、単なる残留思念とはいえ――世界を恐怖と混乱に陥れた魔族軍を総べる王。

　そんな相手と語らい、力を得るために交渉しようとしているのだ。

　だが、不思議なほど忌避感を覚えない。罪悪感も覚えない。

　なぜか親近感じみたものさえ覚えてしまう。

　自分でも不思議だった。

　もちろん、魔王の要求にとって罪もない人が苦しめられるようなことでもあれば、断固として拒絶する。

　相手が魔王だろうと、力のすべてを尽くして戦う。

　しかし、単なる取り引きで終わるなら――。

　いや、そもそも魔王なのだから、残留思念であろうと消し飛ばしてしまうべきなんだろうか。

　鎖で捕らえることはできなかったが、【固定ダメージ】を発動させれば、あるいは通用するかもしれない。

「何を迷っているんだ、俺は」

　決断したつもりで、それでも迷いが湧いてくる自分にいら立つ。

　ユーノがいるルーファス帝国までの道のりは遠い。たどり着くまでの間に、奴がもっと大きな力を得ているかもしれない。

　だから、備えておきたい。

　ユーノを確実に倒す。

　次にあいつと相対したとき、敗北するリスクを極小まで減らしたい。

　もっとも優先すべきは、そこだ。

　他のことは考えるな。復讐のことだけを考えろ。

　俺は自分に言い聞かせる。

　何度も、何度も言い聞かせる――。

「お前はどう思う、ラクシャサ？」

　俺はいったん姿を消したラクシャサに呼びかける。

　が、返答はなかった。

「ラクシャサ？」

『一般端末の意見など不要であろう。必要な情報は余が代わりに教えてやる』

　と、魔王。

　さっきのやり取りからすると、ヴィルガロドムスも【闇】の端末らしい。

　しかもどうやら特別枠のような存在らしいが、はっきりしたことは分からない。

　その辺もラクシャサに聞ければよかったが、彼女は答えるどころか、姿さえ現さない。

『着いたぞ』

　黒い髑髏が告げた。

　前方には四つの紋章が刻まれた扉があった。

　それぞれの紋章は、ハート、スペード、クローバー、ダイヤを意匠化したような形。

『【開門】』

　魔王が告げると、扉がゆっくり開いた。

　その向こうから淡い光があふれ出す。

『ようこそ、この城の最深部に』

　魔王が笑う。

　そこは広大なホールのような場所だった。

　壁に沿って等間隔に円柱状の水槽が並んでいる。薄緑色の培養液に満たされた内部には、異形のシルエットが見えた。

『あれの一つ一つに、汝らに討たれた魔族の死体が入っている』

　と、魔王。

『人間に対する怨念を――【闇】を吸い上げるために、な』

「【闇】を……？」

　よく見ると、水槽の一つ一つから長い管が伸びている。

　すべての管は、部屋の中央にあるものに接続されていた。

　俺はそちらに視線を向ける。

「なんだ、これは――」

　部屋の中央にそびえているのは、全高十メートルはありそうな巨大な祭壇だ。

　黒曜石を思わせる、漆黒の祭壇だった。

　どくっ……どくっ……！

　まるで生きているかのように、祭壇は不規則に脈を打っている。

『それこそが
先史文明
 レムセリア

 の技術の粋――「黒の祭壇」だ』

　魔王ヴィルガロドムスが告げた。

「黒の……祭壇」

　おうむ返しにつぶやく俺。

『汝に頼みたいことは、ただ一つ。【闇】の力を使い、その祭壇を起動してもらいたい』

　黒い髑髏が、粘ついた眼光を俺に向けた。

『さすれば、汝はさらなる力を得られるであろう――』

「祭壇を起動させる……だと？」

『黒の祭壇は【闇】を動力源としている。魔族の怨念を集めているのも、祭壇を起動させるためだ』

　俺の問いに答える魔王。

『だが、その程度の怨念ではまだまだ足りぬ。強大な【闇】を持つ汝ならば、あるいは――』

「で、祭壇を起動させるとどうなるんだ？」

『力を、得る』

　魔王の答えはシンプルだった。

『汝はより強大な力を求めているのであろう？　汝の望みを叶えるために。汝の想いに決着をつけるために』

　見透かしたような言葉に、俺は表情を険しくした。

　確かに、力は必要だ。

　だが魔王の言葉をうのみにするのは危険すぎる。

　情報の判断を、取捨選択を誤るわけにはいかない。

　さあ、どうするか――。

　あらためて思案したそのとき、突然、俺の視界が切り替わった。

「なんだ、これは……!?
 」

　最初に目にしたのは、どこまでも続く青空だ。

　そして、そこに浮かぶ巨大な――一つの大陸に匹敵しそうなほどのサイズの岩塊。

　浮遊大陸。

　そんな言葉が頭に浮かんだ。

　岩塊に目をこらすと、無数の建物が見える。

『古代に栄えた先史文明――レムセリアだ』

　魔王の声がどこからか響いた。

「これが……レムセリア？」

　俺はさらに目をこらす。

　今度は、街並みが見えた。

　浮遊大陸にある都市らしい。

　ただし、俺たちが暮らす世界とはまるで異なる街並みだ。

　林立する巨大な建造物は奇妙な箱型をしており、数十メートルから数百メートルに達するものもあった。

　まるで巨大な塔である。

　行きかう人々の数も、大国の王都と比べてさえ、数百倍も多いだろう。

　どこを見渡しても、人、人、人――。

　さらに大通りには馬車の代わりに、奇妙なデザインをした鉄の車が走っていた。

　俺も詳しくは知らなかったが、先史文明というのは俺たちの時代と比べても、はるかに栄えていたらしい。

　そんな超文明がなぜ滅んでしまったのか……？

　ふいに空の一角に黒いモヤが広がった。

「あれは――」

　別の方角には、白い霧のような何かが発生する。

『【奈落】と【涅槃】』

　魔王が告げる。

　それぞれが【闇】と【光】の総元締めってところか。

『そして――これこそが、レムセリアを滅ぼした【闇】と【光】の大戦だ』





◆　◆　◆





★ＳＩＤＥ　ハロルド





「早く逃げて、ハロルド！」

「ここは、あたしたちが食い止めるから！」

　槍使いのイザベルと僧侶のローザが叫ぶ。

「うう、二人とも……」

　ハロルドは動けないでいた。

　仲間を見捨てて逃げることなどあり得ない。

　しかも、そのうちの一人――イザベルは、ハロルドの恋人でもある。

「あたしたちが死んでも代わりはいる。でも、勇者であるあなたの代わりはいないのよ、ハロルド！」

　イザベルが悲壮な決意を口に出す。

「お願い。魔族の脅威から世界を救うために――あなたはここで死んではいけないの！」

「だが、俺は……！」

　ハロルドは唇をかみしめた。

　口の端が切れて、血が流れ出す。

「たとえ、それが勇者の大儀だとしても――やっぱり俺にはできない！」

　聖剣ガーレヴを握り直す。

（頼む、俺の聖剣よ……どうか、力を。大切なものを守るための力を――）

　願う。祈る。

　心の底から。魂から。

　魔を打ち滅ぼすための力を授けてほしい、と。

「安心しろ。全員仲良く殺してやるさ。冥界に行っても寂しくないようにな」

　マルゴが酷薄な笑みを浮かべた。

　手にした剣が風を呼び、ごうっ、とうなりを上げる。

「勇者ハロルド、君の聖剣は私が回収しておこう。後で祭壇に捧げておいてやる」

「祭壇……？」

「すぐに口を滑らせるのは、あなたの悪い癖ですよ、マルゴさん」

　フランジュラスがマルゴをにらんだ。

「問題ないだろう。全員、この場で死ぬのだから」

　マルゴは意に介さない。

「この私が、殺すのだから。いや、そこの女二人はなかなかの美人だし、体も悪くなさそうだ。夜伽用に飼ってやってもいいか。魔族の女を抱くのも、そろそろ飽きてきた」

「ふざけるな……！」

　ハロルドはぎりっと奥歯をかみしめた。

「二人は絶対に守る！　そしてジョセフとアーバインの仇も討ってみせる！」

　そして――勇者ハロルドの、決死の戦いが始まる。





「ふん、ユーノの前にまずは君を相手に試してやろう」

　マルゴが鼻を鳴らし、フルフェイスの兜を着けた。

　仮面の奥から、ぎらついた双眸がハロルドを見据える。濁った眼光だった。

「対勇者用の戦法を、な」

「勇者とは人を守り、邪悪を討ち払う者！　人々の希望のために戦う者！　お前のような『邪悪』には絶対に負けん！　勇者の名にかけて――」

　ハロルドが凛と叫んだ。

　聖剣ガーレヴを正眼に構える。

　刀身に緑色の魔力風が渦巻いた。

　奇しくも、相手の得物も風の魔力を操る剣だ。

「風対風、か」

　こちらは八双に構えたマルゴがつぶやいた。

「スキル発動――【
旋
 せん
 風
 ぷう
 刃
 じん

 】！」

　ハロルドが聖剣から数百単位の風の刃を放った。

「スキル発動――【
乱
 らん
 天
 てん
 羽
 は
 衣
 ごろも

 】」

　マルゴは自らの体に風をまとい、その勢いで大きく横に跳ぶ。風の刃群から逃れたところで着地し、剣を振り上げた。

「スキル発動――【祝福の矢】」

　掲げた刀身から羽毛の形をした光弾が放たれる。

「なっ!?
 　これは聖剣のスキル――!?
 」

　驚いて後退するハロルド。

　彼の聖剣も同様のスキルを撃つことができる。

　だからこそ分かった。

　今、マルゴが撃ったのは、まぎれもなくそれと同質のスキル。

　勇者にしか扱えない、聖剣のスキルだと――。

「違うな」

　マルゴが首を振った。

「聖剣の、ではない。今のは【光】のスキル。私が『黒の祭壇』から授かった力だ」

　告げて、地を蹴る英雄騎士。

　速い――。

　重い鎧をまとっているのが信じられないほどの速度。

　勇者パーティに入る前から、猛者としてその名を知られていたマルゴの実力は、やはり伊達ではない。

　繰り出された斬撃を、ハロルドはかろうじて受けた。

「重い……！」

　すさまじい痺れが両腕に伝わる。

　ハロルドは大きく跳び下がった。

　純粋な剣士としての実力なら、相手のほうが上だ。

　たった一合で、ハロルドはそれを悟った。

　勝機があるとすれば、勇者としての能力――すなわち聖剣の力なのだが、

「スキル発動――【祝福の矢】！」

　ふたたび光弾群を放つマルゴ。

　その数は優に百を超えている。

「さらに、スキル発動――【断ち切る風】！」

　彼の持つ魔法武具『七十七式疾風雷王剣』からも巨大な真空の刃――カマイタチが飛んでくる。

「ちいっ」

　ハロルドは【旋風刃】でそれらを迎撃した。

　威力は、互角。

　ぐごぉうっ！

　爆光が視界いっぱいに広がる。

　その向こうからマルゴが突進してきた。

　ふたたび繰り出される斬撃を、ハロルドは受けずに避けた。

　距離を取る。

　が、そうなるとマルゴが【祝福の矢】や【断ち切る風】を次々に放ってくる。

　迎撃すれば、その隙にマルゴが突進する。

「くそ……っ！」

　ハロルドは舌打ちした。

　接近戦では相手に分があり、距離を離してもすぐに詰められてしまう。

　これでは打つ手がない。

　防戦一方にならざるを得ない。

「いかに聖剣といえど、しょせんは初期状態。【真の輝き】状態を解放していないなら、私の魔法剣とスキルのほうが強い！」

　叫んで、斬撃を繰り出すマルゴ。

　風をまとった一撃が、ハロルドの手から聖剣を弾き飛ばした。

「しまった――」

「私の勝ちだ」

　マルゴは勝ち誇った。

「くくく、気分がいいぞ。勇者と称えられた男も、英雄騎士である私の敵ではない、というわけだ」

　笑いながら、剣を振るマルゴ。

「きゃあっ!?
 」

　風がうなり、イザベルとローザが拘束された。

　そのままマルゴの下に引き寄せられる。

「彼女たちも私がいただくとしよう」

　ハロルドに見せつけるように、マルゴは二人を左右の腕で抱き寄せた。ぐいっ、と顔を引き寄せ、彼女たちの唇を強引に奪う。

「んぐ……い、嫌っ……」

「やめて、ぇ……あ、ぐ……ぅ」

　二人は屈辱と嫌悪をあらわにした。

「イザベル……ローザ……っ！」

　愛しい恋人と大切な仲間が無理やり口づけされている光景に、頭の芯がカッと灼熱する。

　怒りと悔しさと嫉妬がない交ぜになり、心をかき乱す。

「やめろぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　ハロルドは絶叫した。

　二人を、守る。

　そのために、奴を倒す――。

　ハロルドの意志が高まっていく。

　どこまでも、猛々しく、昂ぶっていく。

「うおおおおおおおおおおおっ！」

　弾き飛ばされた聖剣が、自分の意思を持つかのように宙を滑り、ハロルドの手に戻った。

　どくん、と聖剣全体が脈を打つ。

　純白の輝きが周囲にあふれかえる。

「なんだと!?
 」

　マルゴは二人への口づけを中断し、驚きの声を上げた。

「聖剣の、この尋常ではない光は――まさか！」

「まさか、これは――」

　戦いを見守っていたフランジュラスも愕然とした顔だ。

「聖剣が【真の輝き】状態に進化しようとしている……!?
 」

「アーク……だと」

　つぶやくハロルド。

　聞いたことがある。

　世界で唯一、勇者ユーノだけが手にした聖剣の真の形態。それに、彼の聖剣ガーレヴもたどり着こうとしている――？





　聖剣の輝きは、なおも増していく。

　ぴしっ……ぴしっ……。

　刀身に無数の亀裂が走った。

　そして、弾ける。

「聖剣の形が――変わった!?
 」

　驚くハロルド。

　翡翠色の輝きを宿した刃は大きく湾曲し、まるで鎌のようだ。

　新しい聖剣ガーレヴを構え、ハロルドはマルゴと正対する。

「本当に【真の輝き】の力に到達したというのか。まさか――」

　マルゴは呆然とつぶやく。

「あり得ん……！」

　両腕に抱いていたイザベルとローザを突き離し、マルゴはふたたび剣を構えた。

「はあっ！」

　ほぼノーモーションで風の斬撃を放つマルゴ。

　超速で飛来するそれは、

　ばぢぃっ！

　ハロルドの周囲に展開された風の結界がやすやすと吹き散らした。

　今のは、彼が意識して作り出したものではない。

　聖剣の基本機能として、
自動展開結界
 オートガード

 が備わったようだ。

「守りはこの新しい聖剣がある程度やってくれるわけか。ならば、俺がやることは一つ――」

　告げて、地を蹴るハロルド。

「攻め、あるのみ！」

　同時に、聖剣から突風が放出される。

　それを推進力にして超加速。

　音速すら
凌
 りよう
 駕
 が

 するスピードでマルゴに肉薄した。

「馬鹿な、速すぎる――」

「終わりだ！」

　咆哮とともに、旋風をまとった刃を振り下ろす。

「くっ……！」

　剣を掲げてブロックする英雄騎士。

「な、なんだと……これほどの圧力を……!?
 」

　そのブロックごと、マルゴは大きく吹き飛ばされた。

「はあ、はあ、はあ……」

　衝撃波で裂けたのか、彼のまとう全身鎧は半ば以上が砕け散っている。

「あなた一人では厳しい様子ですね。わたくしも加勢いたしますわ」

　フランジュラスがたおやかな手を伸ばした。

　放たれる無形の魔力衝撃波。

　まともに受ければ、人間など骨も肉も残さず消滅する威力のそれを、

「無駄だ！」

　ハロルドは聖剣の一振りでかき消してみせた。

「なっ……!?
 」

「これはユーノの聖剣と同等か、それ以上の力――やはり【真の輝き】に覚醒したというのか……！」

　フランジュラスとマルゴが同時に驚きの声を上げる。

「儀式も経ずに、自身の精神力のみで――」

「仲間のためなら、どこまでだって強くなってやるさ」

　ハロルドは聖剣を構え直し、言い放った。

「俺はもう一人だったころの俺じゃない。大切な仲間がいる。そして、大切な仲間がいた。お前たちが、俺を強くしてくれる。どこまでも――高めてくれる！」

　守れなかった仲間たちの無念を晴らすため。

　そして、ここにいる仲間たちを守るために。

「俺は奴らを倒す。さあ、応えろ！　我が剣ガーレヴ！」

　高らかに叫ぶと、聖剣が鳴動した。

　ヴオオオオオオオオオオオオ……ンッ！

　獣の咆哮にも似た駆動音が響き渡る。

　聖剣の刀身が中心部から割れ、内蔵された結晶が翡翠色の輝きを放った。

　半ば本能で、ハロルドは悟った。

　これこそが、聖剣の最終攻撃形態。そして、聖剣の真なる力を――真なる輝きを放つための形態なのだと。

「さあ、消えろ……汚れた英雄騎士！」

　ハロルドは聖剣を掲げ、凛とした声で叫んだ。

「仲間のため、か」

　ぞくり――。

　背筋に嫌な予感が走り抜けた。

「ならば、それが君の弱点にもなり得るな」

　マルゴが酷薄な笑みを浮かべている。

　その手に、先ほどと同じくイザベルとローザが抱き寄せられていた。

　一瞬の、隙だった。

「さあ、撃ってこい。仲間ごと切り裂く覚悟があるならば」

　二人は人質であり、マルゴを守るための盾だった。

　卑劣な戦法だ。

　だが、なすすべがない――。

「ああ、その聖剣には自動防御があるんだったな。そいつも解除してもらおう」

「お前……！」

「早くするんだ、くくく」

　見せつけるように、マルゴは剣の刃をイザベルの頬に押し当てる。

　つうっ、と赤い筋が走り、彼女の美しい顔に傷がついた。

「お前……お前ぇぇぇぇぇぇっ……！」

　ハロルドは血を吐くような思いで絶叫した。

「自動防御を……解け……！」

　聖剣に呼びかけると、ヴ……ンとガーレヴがうなるような音を立てる。

「惜しかったな。一対一の戦いなら、とても勝てなかった。認めよう。君こそ真の勇者だ」

　マルゴが笑う。

「その不屈の精神も。仲間を想う優しさも。だが、それは弱さにもつながることを知れ」

「卑劣な――」

「勝利と栄光にもっとも必要なものは、正義ではない。愛ではない。理想ではない」

　マルゴは笑いながら、イザベルとローザを突き飛ばした。

　ハロルドは聖剣を振りかぶり、そこで動きが止まる。

「撃てない……」

　攻撃の軌道上に二人がいる以上、撃てるはずもない。

　かといって、二人を避けている間に、マルゴの攻撃が飛んでくる――。

　刹那の間に、ハロルドはそれを判断した。

　負けだ。

　非情になれば――彼女たちを見捨てれば、確実に勝てただろう。

　だが、どうしてもできなかった。

　どうしても――どうしても、無理だった。

「必要なものはただ一つ。いかなる手段を使っても己の必要なものを手に入れる、という――」

　マルゴが剣を構える。

　その刃に疾風が宿る。

「貪欲さだ」

　放たれた風の斬撃が、ハロルドの首を
刎
 は

 ねた。






書き下ろし１『勇者ユーノの伝説』






★ＳＩＤＥ　ユーノ





　寝室に、甘い
嬌
 きよう
 声
 せい

 が響き渡る。

　勇者ユーノ・フラクタルは、旅の仲間であり聖女と呼ばれる少女――イリーナと全裸で睦み合っていた。

　柔らかく瑞々しい肢体は、何度抱いても飽きるということがない。イリーナによって初めて女を知った彼は、とにかく機会さえあれば、その都度彼女と交わっている。

　完全に快楽に溺れた状態だ。

　あまり求めすぎては、彼女に嫌われるのではないか……という不安もあったが、イリーナのほうもユーノの求めにいつも快く応じてくれた。

　嬉しそうに、幸せそうに、応じてくれた。

　その事実が、ユーノに男としての自信を植えつけてくれる。

　勇者といえば、きらびやかな印象だが、実態は魔族との激しい戦闘の連続である。精神が摩耗していく日々は、ときに絶望感すら呼び起こす。

　そんな日々の苦しみを軽減させ、生活に瑞々しい張りを与えてくれるのが、イリーナという恋人の存在だった。

　見下ろせば、彼女の白い裸身が興奮と快楽を示すように紅潮していた。ユーノもますます興奮し、飢えたように腰を振る。

　やがて、己の欲望のすべてをイリーナの中に吐き出した。

「ふう……よかったよ、イリーナ」

「素敵でした、ユーノ」

　ユーノは美しい恋人と微笑み合い、熱い口づけを交わした。





　鮮烈な肉交の余韻も覚めやらぬまま、ユーノはイリーナの部屋から出た。

「ふん、お楽しみだったみたいじゃねーか」

　ばったりライオットと出会った。

　巨漢の戦士はニヤニヤと笑っている。そういう彼からは、むせ返るほど強烈な香水の移り香がした。

「また娼館に行ってきたのかい」

　思わず苦笑するユーノ。

　ここのところライオットは毎晩のように娼館に通っているようだ。

　そういう自分も、ほとんど毎晩のようにイリーナを抱いているのだが……。

「はは、ここの町はなかなか娼館のレベルが高くてな」

　豪快に笑うライオット。

「けど、いずれは王族や貴族を抱けるくらいの身分になりたいもんだ。金を払って女を抱くんじゃなく、向こうからすり寄ってきて自分の意思で股を開くくらいの――そんな地位に行きたい。男の本懐ってやつだろ、なあ？」

「王族や貴族を……」

「成り上がってやるぜ、俺は。金も女も全部手に入れる」

　このパーティ内で、おそらく一番野心が強いのはライオットだろう。

　ユーノ自身は、成り上がりたいという野心はない。いや、まったくないといえば嘘になるかもしれないが、彼のようにギラギラとした欲はない。

　彼の興味は出世よりも、身近な幸せ――恋人との愛や癒し時間である。

　と、

「野心も結構だが、私たちの目的は魔王討伐だ。そこを見失わないようにな」

　一人の騎士が歩いてきた。このパーティの最年長であり、実力人格ともに申し分のない英雄騎士マルゴだ。

「マルゴさん」

「真面目なこった」

　ライオットが面白くなさそうに鼻を鳴らした。

「君が奔放すぎるのだ」

「悪いか？」

「我ら勇者パーティの評判が落ちる」

　今度はマルゴが面白くなさそうな顔をした。

「少しは控えてもらいたいな」

「うるせーな。娼館くらいでガタガタ言うな」

「我らは人々の規範となるべき勇者のパーティだぞ。娼館が悪いとは言わんが、さすがに毎晩は多すぎる」

「最近やたらとムラムラするんだよ。っていうか、お前だって女くらい抱くだろうが」

「話を猥談にすり替えないでもらおう」

「知ってるんだぜ？　お前、ひそかにイリーナのことを狙ってるんじゃねーのか」

　ライオットがニヤリと笑った。

　マルゴがイリーナを狙っている……!?
 　そんな素振りは感じられなかったのだが、ひそかに横恋慕していたのだろうか。

　聞き捨てならない話に、ユーノは思わずマルゴを見た。

「……根拠のない言いがかりはやめてもらおう」

　英雄騎士は表情をわずかにこわばらせる。

　嘘を言っているようには見えなかった。

「私にとってイリーナは大切な仲間だ。第一、彼女はユーノの恋人だろう」

「へっ、隙あらば……って感じじゃねーのか？」

　ライオットはなおも絡む。

　ユーノや他のメンバーに対しては、基本的にさっぱりした性格なのだが、マルゴにだけは今のように絡むことが度々ある。

　やはり馬が合わないのだろうか。

「そこまでだ。君の言葉は私のみならずイリーナをも侮辱している」

　マルゴがライオットを見据えた。

　声を荒らげたりはしていないが、その視線にはかなりの険がこもっている。一触即発、といった雰囲気だった。

「おっ、やろうってのか？」

　ライオットが身構えた。

「いいぜ、前々からてめーは気に食わなかったんだ。いっちょ、ここで――」

「はいはい、そこまで」

　新たに現れたのは、一人の女剣士だった。

　ファラ・ザイード。

　銀髪に褐色の肌をした美女である。

　肉感的な肢体は、先ほどイリーナを相手にたっぷりと欲望を吐き出したユーノに、新たな欲情を呼び起こさせるほど。

　思わずごくりと喉を鳴らした。

「ん？　あたしのこと、いやらしい目で見てない？　ユーノ」

「っ……!?
 」

　ファラがこちらを見て、にっこりと笑う。

　欲情を見透かされたような気がして、ドキリとした。

「い、嫌だなぁ、僕は別に……ファラさんは確かに魅力的だけれど」

　とっさに言い訳しつつ、視線を逸らしてしまった。

「怪しいなぁ。イリーナに言いつけよっかな？」

　ふふっ、とファラが悪戯っぽく笑った。

　まさに小悪魔といった風情が、また妖しくも可愛らしい。

「ファラさん、やめてよ……はは」

　ユーノはたじたじである。

「どうした、仲違いか？」

　さらに、新たな人物が現れた。

「あと数日で、魔王軍十三幹部の勢力圏だ。別に親友になれとは言わんが、パーティの和を乱さない程度の言動は意識してもらいたいな」

　精悍な顔をした中年男で、魔法使いのローブを身に着けている。

　賢者ヴァレリー。

　卓越した魔法使いであり、パーティの頭脳ともいうべき男だった。

「二人とも決戦を控えて気持ちが高ぶっているんだ。その闘志は魔族を相手にぶつけよう」

　ユーノがライオットとマルゴに微笑みかけた。

「お願いだ。この通り」

　と、頭を下げる。

　彼ら二人は小さくため息をついた。

「まあ、お前に免じて矛を収めるとするか」

「私も言葉が過ぎたようだ」

「俺も調子に乗っちまったからな。悪い」

「こちらこそ済まなかった」

　どうやら二人の衝突は避けられたようだ。

　ユーノは内心で安堵し、ホッと息をついた。

　そう、魔族の幹部との決戦は近い。

　仲違いしている場合ではないのだ。





　そして、数日後。

　魔王軍の前線基地である、巨大な砦――。

　そこに攻め入ったユーノたちの前に、異形の剣士が現れた。

「俺は魔王軍十三幹部の一人、『赤き魔剣士』ザイドーレ！」

　血のように赤い鎧をまとい、四本の腕を持つ魔族だ。四本の手にそれぞれ一本ずつ剣を持っている。

　すべての剣が禍々しいオーラをまとっていた。

　魔剣――聖剣と対を成す、魔の剣である。

「魔剣スキル【死の
刃
 じん
 舞
 ぶ

 】！」

　ザイドーレが四本の腕を振りかぶり、斬撃を放った。

　人間ではあり得ない四刀流の剣技。

　四つの剣がさらに数十に分かれ、襲いかかる。刀身が分裂したかと錯覚するほどの超速連続斬撃である。

　以前の彼ならば、なすすべもなく斬り伏せられていただろう。

　だが、今は違う。

　かつての仲間であったクロムを『闇の鎖』の儀式の生け贄にし、その代償に得た聖剣の解放状態――『
真の輝き
 アーク

 』が、ユーノの力を以前の数十倍にも引き上げている。

「聖剣スキル――」

　ユーノは輝く剣を掲げ、凛と告げた。

「【
光
 こう
 牙
 が
 竜
 りゆう
 閃
 せん

 】！」

　刀身からほとばしった光が竜の形となって放たれ、無数の刃をすべて消し去った。

　さらに返す刀で一閃。

「くっ……!?
 」

　ザイドーレの剣が半ばからへし折れる。

「ば、馬鹿な、魔剣が一撃で砕けただと――」

「残念だったね、ザイドーレ。今の僕の聖剣の前に、魔剣など敵じゃない」

　ユーノは爽やかに微笑んだ。

　おそらく、以前の自分ならば苦戦は免れなかっただろう。

　いや、とても敵わずに敗北していたかもしれない。

　殺されていたかも、しれない。

　それがどうだ。今では、これほどあっさりと蹴散らすことができる。

（弱い！　魔王軍最強の十三幹部でさえ、この程度か！）

　ユーノは内心で喜びの声を上げる。強大な力を手に入れ、存分に振るう高揚感で、全身がゾクゾクとした。

「さあ、終わりにしてあげるよ」

「ひ、ひいっ……」

　おびえるザイドーレを見ていると嗜虐心を刺激され、全身が甘く疼く。

（僕は強い！　十三幹部さえおびえさせるほどに）

　無造作に振り下ろした剣で、ザイドーレの首を刎ねた。





「儂は魔王軍十三幹部の一人、『魔天の翼』ガルディアス！」

　さらに数日後、また別の幹部が挑んできた。ザイドーレが一蹴されたことに危機感を覚えたのか、数百単位の魔族兵を引き連れての来襲だ。

　都市一つを瞬時に滅ぼせるレベルの編成である。

「今度は鳥型か」

　ガルディアスと名乗った魔族は、三対の巨大な翼を備えた、体長10
 メートルほどの怪鳥だった。

　その全身に炎と稲妻をまとっている。

「敵の数が多い……総力戦になるな」

　ヴァレリーが杖を構えた。

「ライオットとファラが前衛、ユーノとマルゴは中距離攻撃主体で状況に応じて前衛の援護、イリーナは回復と補助、私は遠距離攻撃主体だ。いけるか？」

　と、瞬時に陣形を指示する。

　ユーノたちは無言でうなずき、言われた通りの陣形を組んだ。

　戦術面は基本的にヴァレリーの担当だ。実際、彼の指示で切り抜けられた戦闘も多い。メンバー全員がこの賢者のことを信頼していた。

「じゃあ、いくよ！　全員で勝つんだ」

　ユーノが朗々と叫ぶ。

　そして、戦いが始まった。

　ライオットとファラが卓越した剣技で魔族を次々に斬り伏せる。

　ユーノが光の、マルゴが風の斬撃波をそれぞれ放ち、魔族たちを吹き飛ばす。

　ダメージを負えば、イリーナから即座に回復呪文が飛んでくる。

　さらにヴァレリーが遠距離にいる敵を、強力な呪文で焼き払っていく。

　数百単位の魔族兵団も、ユーノたちの連携の前に次々と数を減らしていった。

「さすがに強いな……だが、お前たちも少しは消耗したはずだ。後は儂が――弱ったお前たちをジワジワと殺す！」

　ユーノたちの疲れを見計らったように、ガルディアスが飛び上がった。

「さあ燃え尽きろ！　灰になれ！」

　哄笑とともに無数の火炎弾が、雷撃が――ユーノたちの頭上に降り注いだ。

「なんて熱量……！　私の防御呪文でも防ぎきれそうにありません」

「私の攻撃魔法でも相殺は無理だな。圧倒的な火力と連射速度だ」

　イリーナが悲鳴を上げ、ヴァレリーがうめく。

　炎と雷が周囲で乱舞し、ユーノたちを燃やし尽くす――。

　その寸前、聖剣『アークヴァイス』から極彩色の光芒があふれた。

「これは――!?
 」

　その光に触れたとたん、ガルディアスの炎と雷は跡形もなく消し飛ばされる。

「馬鹿な、これほど強大な防御フィールドを瞬時に作り出しただと!?
 　発動までの溜めがまったくないなんて……！」

　愕然と叫ぶガルディアス。

「まさか、これは――」

　ユーノは聖剣を見つめた。

　今の光は、彼の意思で発したものではない。聖剣がひとりでに輝き、敵の攻撃を防いだのだ。

　おそらくは、自動展開された結界。

「聖剣のオートガード機能、ということか」

　ユーノは『アークヴァイス』を握り直した。

　絶大な攻撃力に加え、防御も完璧。

　もはや、この剣を手にしたユーノは完全無欠の勇者だった。

　相手が誰であれ、負ける気がしない。

「聖剣スキル――【
光
 こう
 牙
 が
 天
 てん
 刃
 じん

 】！」

　掲げた聖剣から放出された光がまっすぐに伸びていく。

　数百メートルの光の刃となったそれが、ガルディアスを両断した。

　悲鳴すら上げられずに怪鳥の魔族は光の中に解け消えていく。

　まさに、瞬殺。

「『アークヴァイス』の威力が上がっている……!?
 　これこそが真の聖剣の力か……！」

　振るえば振るうほどに、剣の威力が増しているようだった。

　今までの『ヴァイス』とは段違いの威力である。

　あるいは、魔王さえも一撃で倒せるのではないか――そんなふうに思える。

「ははは、最高じゃないか！」

　ユーノは高笑いをした。

　気分がよかった。最高だった。

　他の六勇者より、自分は戦績で劣っている。

　以前は、そんな劣等感にさいなまれていた。

　だが、今や劣等感は完全に吹き飛んでいた。

　僕こそが最強の勇者だ。

　他の勇者たちが雑魚としか思えない。

　今やユーノは十三幹部すら一撃で倒せるほどに強くなっている。

　対して、他の勇者たちは命がけで挑んでようやくそれに勝てる程度。

　こみ上げる高揚感。

　湧き上がる万能感。

　と、

「素敵です、ユーノ」

　イリーナが寄り添ってきた。

　他のメンバーは微笑ましげに見守っている。

　彼女の柔らかな体を抱き寄せながら、ユーノはひそかに欲情を燃やしていた。

　戦闘の高揚が、そのまま性欲に転化されたようだ。

　また今夜も彼女を思う存分抱こう。

　ユーノの下腹部はすでに熱くたぎっていた。





　前方には漆黒の巨大な城がそびえていた。

　暗い空から雷光が降り注いでは、城を不気味に照らし出す。

　魔王城。

　その名の通り、魔王ヴィルガロドムスの居城である。

「とうとう、ここまで来たね」

　ユーノは仲間たちを見回した。

　全員が緊張の面持ちだ。

　これまでに十三幹部を次々に蹴散らし、残るは魔王のみ。

　その居城たる魔王城に、いよいよユーノたちは突入した。いたるところで、十三幹部に準ずる強さの強大な魔族が襲いかかってきた。

　さすがに魔王城を守る魔族たちは精鋭ぞろいだ。

　だが、ユーノの聖剣『アークヴァイス』の力の前には敵ではなかった。

　聖剣を振るうたびに、何十という魔族が消し飛んでいく。

　完全な無双状態だ。

　あっという間に最上階まで到着した。

　謁見の間に入ると、玉座の上に巨大な髑髏が浮いていた。

　全長は五メートルほどだろうか。

　禍々しいオーラは、今まで出会ったどの魔族よりも強烈である。

「お前が――」

　ユーノはごくりと息を飲んだ。

「左様。余が魔王ヴィルガロドムスである」

　髑髏が朗々とした口調で告げる。

「ほう、聖剣を『真の輝き』に進化させているのか。二千年前と同じく余を封じるか、勇者よ」

「封じるんじゃない。滅ぼすんだ」

　ユーノは『アークヴァイス』を構えて言い放った。

「跡形も残らないようにね」

　確かに、魔王は強い。

　気配だけで分かる。今まで戦ってきた十三幹部と比べてさえ、圧倒的な戦闘能力を持っている――と。

　だが、それでも『アークヴァイス』の力なら勝てる。

　ユーノは絶対の自信を持っていた。

「滅ぼす、か。威勢がよいな」

　笑う魔王。

「だが余は滅びぬ。たとえ汝がいかに強かろうと――」

「いいや、滅ぼす！」

　言って、ユーノは駆けだした。

「みんな、援護を！　奴は僕が倒す！」

　相手は十三幹部すらはるかにしのぐ敵。

　ユーノ以外には、さすがに太刀打ちできないだろう。

　それに――心の片隅では、こう考えていた。

　魔王を単独で倒せば、未来永劫語り継がれるほどの英雄になれる。

　その栄誉を独り占めしたい、と。





　戦いは長期戦になった。

（さすがは魔王ヴィルガロドムス――）

　十三幹部をも瞬殺してきたユーノでも、簡単には致命傷を与えられない。

　相手の攻撃は聖剣の防御能力でほとんど防ぎ、時に傷を負ってもイリーナの回復呪文ですぐに治療してもらう。

　さらにヴァレリーやマルゴが牽制の一撃を絶妙のタイミングで放ち、ユーノを援護してくれる。

「がんばってください、ユーノ……！」

　恋人の励ましが、ユーノにさらなる気力を呼び起こしてくれる。

「ありがとう、イリーナ。僕は負けない！　必ず魔王を倒す！」

　そして、彼女とともに幸せな未来を歩いていくのだ。





　三日三晩続いた戦いは、ついにユーノが決定的に優勢となって幕を閉じようとしていた。

「さあ、終わりだ！　魔王！」

　輝く聖剣を手に、凛と言い放つユーノ。

「くっ……むうううっ……！」

　巨大な髑髏――魔王ヴィルガロドムスはひるんだように後退する。

「聖剣スキル――【
閃
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 】！」

　振り下ろした剣から、黄金に輝く無数の斬撃波が放たれる。

　四方八方から魔王を取り囲み、塵になるまで切り刻む。

「ぐ……おおおおおおおおおおおお……おのれ、このヴィルガロドムスが……こんなところでぇぇぇぇぇっ……！」

　無念の声を残し、魔王ヴィルガロドムスは完全に消滅した。

　長い戦いの結末にしては、あっけないともいえる最期。

「はあ、はあ、はあ……や、やったぞ……」

　ユーノは大きく息をつき、その場に倒れこんだ。

　もはや精根尽き果てていた。

　心の底から喜びが湧いてくる。

　すべては終わったのだ。僕が、この世界を救ったのだ――。





　魔王を討ったユーノたちは、世界を救った勇者パーティとして称えられた。

　中でも勇者であるユーノの名声は高まり続けている。

　世界中の吟遊詩人が、こぞって彼の偉業を歌い、称える。

　平民の貧しい少年だったユーノが、歴史に名を残す大英雄となったのである。現実感に乏しい、夢のような出来事だった。

（僕の名前は、この世界で伝説として語り継がれる。永遠に――）

　ユーノの心は喜びに満たされていた。

　名声だけではない。故郷であるルーファス帝国では、彼は王族に匹敵するほどの待遇で迎えられた。

　さらに彼の側には、イリーナが寄り添ってくれる。

　名誉と富、地位、そして恋人。

　およそ望むものすべてを手に入れ、ユーノは幸せの絶頂にいた。

　そして――。

　仲間たちとの、別離のときがやって来た。





「私はしばらく、ここを離れます」

　イリーナがすまなさそうに頭を下げた。

「えっ、イリーナ？」

「実は、ラルヴァ教団の最高司祭に内定しそうなんです」

「本当に!?
 　すごいよ、イリーナ。おめでとう！」

　ユーノは彼女を抱きしめる。

「ふふ、これでようやく私も地位を得られます……」

　腕の中でイリーナの含み笑いが聞こえた。

「イリーナ……？」

　その笑顔は、以前とは違って見えた。清純さが影を潜め、どこか魔性の女じみた妖しさが漂っているようにさえ思える。
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「どうかしましたか、ユーノ？」

　が、違和感は一瞬だけだった。すぐにいつもの清楚で可憐な彼女らしい表情に戻る。

　そうだ、イリーナが最高司祭になるなら、勇者の伴侶としてこれほどふさわしい女はいない。

「戻ってきたら一緒に住もう、イリーナ」

　ユーノにとって、それは求婚同然の言葉だった。

「まあ、嬉しいです！」

　今度はイリーナから抱きつき、熱烈なキスをしてくれた。

　もうすぐ彼女は僕の妻になる――。

　美しく清楚な聖女をこの手に抱けるのは、世界中で自分だけだ。

　一瞬、彼女の前の恋人であり、自身の親友でもあったクロムの顔が浮かんだ。胸の奥を嫉妬の炎が炙る。

（僕はこんなときに何を……ええい、クロムくんのことなんて忘れるんだ。イリーナは、僕の――僕だけのものだ！）

　ユーノはイリーナを強く抱きすくめた。

　そのまま寝室まで連れていく。

　一時の別れの前に、彼女の体を存分に味わうつもりだった。





　イリーナが去った翌日、今度はライオットが訪ねてきた。

「俺もこれで大貴族様だ。はは、やっと成り上がれそうだぜ」

　豪快に笑うライオット。

「おめでとう、ライオットくん」

「おう、お前についていったおかげだよ。感謝する」

「いや、こちらこそ。ライオットくんには魔王軍との戦いで何度も助けられたよ」

　まさに頼れる兄貴分だった。

　粗暴なところもあるが、魔王軍との激しい戦いでは常に前衛を務め、パーティメンバーを命がけで守ってくれた。

　感謝してもしきれない。

「金も女も、いくらでも寄ってくるだろうな。ははは、楽しみだぜ」

　ライオットは興奮しているのか、顔を紅潮させている。

「見てろよ、どこまでも上り詰めてやる。俺に逆らう奴は容赦しねぇ。気に食わない奴は叩きのめし、気に入った女は力ずくでも抱いてやる……！」

　むき出しの強烈な欲望が吹き付けてくるようだった。

　先のイリーナ同様、彼にも違和感を覚えた。

　確かに、ライオットは粗暴で女好きな一面がある。その一方で、面倒見がよく一本気な好漢だと思っていた。

　だが、今の彼は――まるで暴君のような雰囲気をまとっている。

　違和感がぬぐえないまま、ユーノはライオットと別れた。





　次はヴァレリーの番だった。

「私も、魔導の研究に戻ろうと思う」

「ヴァレリーさん、本当にありがとうございました」

「縁があったら、また会おう」

　言いながらこちらを見つめる賢者の目には、どこか粘ついた光が宿っていた。

「君は素晴らしい仲間だったよ、ユーノ。別れるには惜しい……」

　その視線がユーノの顔を、胸を、腰を――舐めるように這い回った。

　ゾクリと背筋が粟立つ。

　噂によれば、ヴァレリーには男色趣味があるという。あるいは、ユーノをそういう対象として見ているのかもしれない。

　あいにく、自分にはイリーナがいるし、彼の想いや欲望に応えることはできないが。

　しかし、こんなふうにあからさまな欲望の視線を向けられたのは初めてだ。

（みんな、どうしてしまったんだろう）

　少し前から、パーティメンバーたちの雰囲気の変化が気にかかる。

　魔王を倒した解放感で、素の自分が顔を出しているだけなのか。

　あるいは別の要因で、彼らの中の何かが加速しているのか――。





　最後は、ファラとの別れだった。

「ファラさんもお元気で」

「ふふ、あんたとの旅、楽しかったよ」

　言って、ファラは顔を近づけた。

「ん……」

　軽くユーノの唇にキスをする。

　そのまま、生温かい舌が彼の口中に押し入ってきた。

　口の中をまさぐるような、巧みで妖しい口づけ。

　清純で控えめなイリーナとは、まるで違うキスの作法だ。

「ファラさん……!?
 」

　ユーノは驚いて唇を離した。

「ふふ、今までのお礼。イリーナには内緒よ」

　悪戯っぽく笑い、ファラは去っていった。

　もしかしたら、彼女は自分に気があったのだろうか。

（惜しいことをしたかな……いや、これからも会う機会はあるんだ。いずれ、彼女も僕のモノに――）

　妄想が膨らんでいく。

　下半身に血流が集まり、彼の男性自身はいつの間にか硬く勃起していた。

　そう、自分は世界を救った大勇者なのだ。

　金も女も選び放題のはず。

　イリーナだけでなく、ファラも――いや世界中の美女たちをこの手に抱いて、
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 を極めてやる。

　ユーノの内側で、徐々にそんな欲望が肥大化していった。





　そして――ユーノは故郷であるルーファス帝国に戻った。

　英雄として、多くの民に称えられる日々。

　ふと、思い出す。

　彼が強くなるために、生け贄にささげた青年のことを。

　クロム・ウォーカー。

　かつての親友であり、イリーナの前の恋人だった男のことを。

　きっと、すでに野垂れ死んでいるだろう。

「いや、よそう。彼のことを考えるのは」

　イリーナの以前の男、ということで胸の奥がざわめくような嫉妬心が芽生えたのである。

　不愉快だった。

　過去というのは決して消せないものだ。

　イリーナの心には、クロムの存在がずっと残り続けるかもしれない。

　それが、気に食わない。

　イリーナのすべてを自分のものにしたかった。

「僕は、すべてを手に入れる男なんだ。世界を救った勇者……特別な人間……あらゆる人間の頂点に立つ存在……何もかもを思い通りにしてやる……ふふふ」

　そう、自分は選ばれた存在なのだ。

　これからも、あらゆる望みを叶えてやる。

　地位も、名誉も、富も、女も、そして力も。

「世界よ、僕の前に跪け……！　僕こそが唯一絶対の存在、ユーノ・フラクタルだ！」

　ユーノはいつしか哄笑していた。

　いつまでも、哄笑していた――。






書き下ろし２『そうだ温泉、行こう』






【光】の力を持つユーノに勝ち、復讐を成し遂げる――。

　今のままでも、おそらく俺の勝利は揺らがない。

　だが、ユーノの下までたどり着くまでに、奴がもっと強くなっていることもあり得る、とラクシャサは言っていた。

　確実に勝てるよう、俺たちはさらなる力を求め、リジュ公国に向かっていた。

「この辺まで来ると涼しくなってきますね」

　リジュ公国はラルヴァやシャーディといった温暖な国に比べると、寒冷地に近い気候だ。すでに公国に近い場所まで来ているため、今までより気温が下がってきた感じだった。

「こういうときは温泉にでも浸かりたいですね～」

　と、にっこりと告げるユリン。

「温泉かー、いいね」

　シアが元気良くうなずいた。

『ねー』と笑いながら、うなずきあう二人の少女。和気あいあいとした雰囲気は、暗い復讐の旅路に一時の彩りを添えてくれた。

「確か国境沿いに温泉がいくつもあったはずです」

「本当？」

「天然の温泉が湧きだしていて、知る人ぞ知る観光スポットになっているそうですよ」

「いいなー、行きたーい」

　あいかわらずかしましい二人だった。そんな彼女たちを見ていると、心が温かくなるようだ。

　シアやユリンに出会うまで、久しく忘れていた感覚だった。

「……少しくらいなら寄り道してもいいぞ」

　俺は提案した。

「えっ」

　同時に振り返るシアとユリン。

「本当ですか、クロム様っ」

　二人とも目がキラキラしていた。

　まあ、英気を養うという意味でも、温泉はちょうどいいリフレッシュになるだろう。

　今までずっと気を張り詰めて、旅をしてきたからな。





◆　◆　◆





★ＳＩＤＥ　シア





　その日の夜――。

　淡い月明かりの下、シアはユリンとともに温泉に浸かっていた。

「ふう、いい湯だね～」

「はい、気持ちいいです～」

　二人はにっこり微笑み合う。

　ここは、ユリンが案内してくれた、『知る人ぞ知る』温泉地帯だ。

　肌寒い気候と熱い温泉の組み合わせは、最高に心地よい。旅の疲れが一気に溶け消えていくような感覚があった。

「さすがにクロム様と一緒に入るわけにはいかないよねー……」

　湯煙の向こうにいるクロムのことを思い、シアは軽くため息をついた。

　宿ならぬ天然の温泉に、男湯と女湯の区別などあるはずもない。ある程度の距離を離して、クロムとシア、ユリンに分かれて温泉に入っているのだった。

「あら、一緒に温泉に入りたかったのですか？」

　ユリンがにっこりとした笑顔でたずねた。

「やはり、クロム様のことを……？」

「え、あ、それは……その……」

　ジッと見つめられると、彼に対する想いのすべてを見透かされているような気分になる。

「や、やだな、もう……」

　たちまち頬が熱くなった。

　意識していない、と言ったら嘘になる。

　初めて出会ったときは、復讐のためのパートナーという位置づけだった。

　シアにとって、姉の仇であるライオット伯爵。

　そのライオットは、クロムにとっても復讐対象だった。

　だから、手を組んだ。

　シア一人では、ライオットには敵わない。

　だがクロムのおかげで、復讐を遂げることができた。

　むごたらしく、人としても女としても尊厳を傷つけられた姉の――魂と誇りを取り戻すことができたように思う。

　クロムには感謝してもしきれない。

　彼のしもべ――【従属者】になることにも迷いはなかった。自然と忠誠を誓い、彼の前に跪いたときには強烈な多幸感さえ湧いてきた。

　そして、今は――。

「クロム様のことを、あたしは」

　ごくりと喉を鳴らす。

　彼のことを思うと、胸が甘く疼く。

　胸の奥が焼けつくような――焦げつくような感覚は、今までの人生で一度も経験したことがないものだった。

「でも、クロム様にはイリーナさんっていう恋人がいたのよね……次の相手を見つけよう、なんて気持ちはあるのかな……」

　日ごろはなるべく考えないようにしている、彼の過去。

　言葉にした途端、胸が痛む。

　心の奥がチリチリと炙られるような感覚。

　不安とも焦燥感ともつかない、この感覚は――。

（あたし、嫉妬してる……？）

　かつて、クロムの恋人だったというイリーナに。

　かつて、イリーナがクロムと恋愛関係であったという事実そのものに。

「シアさん……？」

「あ、ごめんごめん。ちょっとぼーっとしちゃった」

　言いながら、声が震えるのを抑えられない。

「乙女ですねー、シアさんは」

「えっ？」

「ヤキモチ妬いてる感じでした」

「嘘、顔に出てた？」

　シアはギクリとしてたずねた。

「はい、はっきりと」

「うーん……そっか」

　シアは自嘲気味に笑った。

「恥ずかしいな、なんだか。過去にこだわるなんて、みっともないよね」

「嫉妬するということは、それだけ相手を想っている証です。みっともないことでも恥ずかしいことでもありません」

　ユリンが微笑み混じりに首を振る。

「……ありがと、ユリンちゃん」

　彼女の言葉に、救われるようだった。





◆　◆　◆





「ふう……」

　俺はゆっくりと湯船に浸かった。

　温泉でのんびり過ごすなんて、何年ぶりのことだろう。

　勇者パーティにいたときは、戦いの連続でそんなゆとりはなかった。その前も、ヴァレリーに師事して修業の毎日だったし……。

　湯煙の向こうからは、シアとユリンのはしゃいだ声が聞こえてくる。

　当然、二人も裸のはずだ。

　一糸まとわぬ、生まれたままの姿。

　……いや、想像なんてしていないけれど。

『気になりますか、宿主様』

「いや、だから俺は想像なんて――」

　言いかけて、ハッと振り返る。

　グラマラスなシルエットが湯煙を透かして見えた。

「ラクシャサ……！」

　いきなり現れたラクシャサに、思わず表情をこわばらせる。

　彼女は、全裸だった。

『ふふ、人間界の温泉なんて久しぶりです。前の前の前の前の宿主様のとき以来ですね』

　嬉しそうに目を細め、ラクシャサは腰の辺りまで湯に浸かる。

　豊かな白い乳房が丸出しである。

　しかも、恥じらうどころか、俺に見せつけるように双丘を揺らしている。
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「……少しは隠せ」

　ゴクリと喉を鳴らしつつ、俺は視線を逸らした。

『あら、照れているのですか？』

「はしたないだろう」

『生真面目な方ですね、宿主様は』

　ラクシャサがクスクスと笑った。

『心配なさらなくても、私が肌をさらした異性はあなたが最初ですよ。以前に温泉に入ったときは、女の宿主様と一緒でしたので』

「別にお前が誰と温泉に入ろうと、俺がどうこう言う話じゃない」

『宿主様が妬くのではないかと思いまして』

「クロム様、そちらで女の声が！」

　ばしゃばしゃ、と音を立てながら、湯煙の向こうからシアが近づいてきた。

　続いて、ユリンも。

「あ……」

　二人の呆然とした声。

　一瞬の、間があった。

「きゃああああああああああああああああっ、も、申し訳ありませんっ！」

　悲鳴を上げてしゃがみこむシア。

「うう……見られてしまいましたぁ……」

　ユリンもその側で、顔を真っ赤にしてしゃがんでいる。





　俺はとりあえず彼女たちに背を向け、裸身を見ないようにした。アクシデントといえばアクシデントなのだが、罪悪感や後ろめたさはどうしても感じてしまう。

「うう、ラクシャサだったのね……つい焦って……」

「落ち着いて判断すれば分かったはずなのですが……私も焦ってしまいました……」

　シアとユリンはまだ赤い顔のままだ。

『ふふ、お二人とも綺麗な裸をしていますね。宿主様も興奮したでしょう？』

　ラクシャサが笑う。

　なんてことを言うんだ、こいつは。

「えっ、クロム様が興奮……！　あたしの裸を見て、クロム様が……！」

　シアが真に受けてしまったようだ。

　というか、なんで目が爛々としてるんだ……？

「クロム様が興奮……はあ、はあ」

　ユリンも真に受けてしまったようだ。

　というか、なんで息が荒いんだ……？

『せっかくですから、みんなで仲良く入ったらどうですか？』

　ラクシャサが提案した。

『首元まで浸かれば大丈夫でしょう？　湯の色も濃いですし、湯煙もあるので、裸は見られませんよ』

「そ、そうかも……」

「で、では……」

　いやいや、待て。妙な流れになっているぞ。

「俺が向こうに行けばいいだけの話だろう」

「クロム様はお体が弱いのですから、余分に歩かせたりしたくありません」

　シアが反対した。

「じゃあ、悪いけどシアとユリンに元の場所まで戻ってもらうとか」

「ひどいです、私たちを追いやるんですか」

　えっ？　いや、なんでそうなる？

「クロム様は、あたしたちと一緒では嫌ですか」

『ほら、二人の気持ちをちゃんと汲み取らないといけませんよ、宿主様。戦いだけでなく乙女心にも気を使わないと』

　ラクシャサにまで言われてしまった。

　乙女心って、なんの話をしているんだ……。

　まあ、一緒の方がいいならそうするか。





　俺たちはなし崩し的に、一緒に温泉に入ることになった。

　もちろん、さっきまでだって一緒に入っていたわけだが、距離を離しての入浴と、こうしてすぐそばで一緒に湯船に浸かるのはまったく違う話だ。

「……クロム様、一つお聞きしてもよろしいですか？」

　ユリンがたずねた。

　左側から、ぴとっ、と俺に体を寄せてくる。大きくはないが弾力の豊かな胸が、肩や二の腕に押し付けられる格好になった。

　……ちょっとくっつきすぎじゃないか？

「その、お答えしづらかったらすみません。以前に、イリーナさんと恋人だったんですよね？」

　かつての恋人の名を出されて、心臓の鼓動が高鳴った。

　そう、俺はイリーナと恋愛関係にあった。

　彼女を守るために魔法の腕を磨き、勇者パーティに入り、そして――裏切られた。

　親友と信じていた男と、彼女は通じていたのだ。俺が知らない間に、ユーノに迫り、ユーノに抱かれ、最後には俺を生け贄に……！

「ちょっと、ユリンちゃん！」

　シアが叫んだ。

「イリーナさんがクロム様に何をしたのか、知ってるでしょ。なのに――」

　怒ったような顔でユリンをにらむ。

「ごめんなさい。でも、どうしても確かめたくて」

　ユリンはすまなさそうに頭を下げた。

「今も……イリーナさんのことを想っていますか？」

「えっ」

「簡単に吹っ切れる話ではないかもしれません。異性と交際した経験もない私には、分かりません。でも……私は、クロム様に前へ進んでほしいと思っています」

　ユリンが俺を見つめた。潤んだ瞳で。

「だから、もし新しい恋に踏み出せるようになったら……クロム様には今度こそ幸せをつかんでほしいんです」

「ユリン、お前」

「復讐を果たした後に、あなたに安らぎが訪れたなら……私はそう願っています」

「……そういうこと、か。さっきは怒ってごめんなさい、ユリンちゃん」

　シアが頭を下げた。

「いえ、私が出すぎたことを言ってしまったので……私こそ、すみません」

「出すぎてなんていない。感謝する」

　俺はユリンに微笑んだ。

「シアも、俺を思いやってくれたんだな。ありがとう」

「い、いえ、そんな……」

　シアが赤くなった。

「ふふ。クロム様、シアさんはどうですか？　とても可愛らしい方だと思いますよ」

「もう、ユリンちゃん～！」

　シアの顔がさらに赤くなった。

　……もしかして、のぼせてきたんだろうか。

「お勧めですよ、クロム様」

「お勧めって……」

　そもそもシアもユリンも旅の仲間だ。そういう目で見ること自体、何か禁忌を犯しているような気持ちになってしまう。

「や、やだなー、ユリンちゃんったら」

　シアが恥ずかしそうに身をくねらせた。

　ほら、シアだって困ってるじゃないか。

「えへへ、お勧めかぁ……ナイス援護だよ、ユリンちゃん……うふふふふふふ」

　ん？

「あ、でもユリンちゃんだってお勧めですよ。可愛いし健気だし」

「まさかの援護返し!?
 」

　嬉しそうにはにかむユリン。

「ありがとうございます、シアさん」

「あたしたちは戦友でライバルだからねっ」

　シアが親指を立てて答えた。

　さっきからなんの話をしてるんだ、一体――。

『宿主様、鈍感なのも過ぎると罪ですよ』

　ラクシャサが笑った。

　わずかに苦笑しているようだ。

　こいつまで、なんなんだ……？

「鈍感っていうのは、なんの話だ」

『それは私の口からは……ともかく、シアさんとユリンさんのことを大切にしてあげてくださいね』

「当たり前だ。二人とも大切な仲間だと思っている」

『……分かってませんね』

　今度はため息をつくラクシャサ。

『仲間ではなく、もっと別の意味で……いえ、いいです。ここから先はご自分でお考えください』

　俺はあらためてシアとユリンを見つめる。

　視界が、わずかに揺れた。

「ん……？」

「クロム様!?
 　大丈夫ですか」

「もしかして、のぼせたんじゃ――」

　そうか、俺の体は常人よりもだいぶ弱っているからな。以前よりも、かなりのぼせやすくなっているのかもしれない。

　……なんて冷静に分析してたら、さらに目の前がかすんできた。

　まずい、視界が……かすんでいく……。





　俺はフラフラになりながら、温泉を出た。

　シアとユリンもそれに続く。

　もちろん、湯から上がるときは彼女たちから離れて、お互いに裸が見えないようにしたのは言うまでもない。

「ふう、さっぱりしましたね。クロム様」

「気持ちよかったです」

　先に着替え終わった俺が待っていると、ほどなくして二人がやって来た。

「ああ、こんなに落ち着けたのは久しぶりだ」

　しみじみとつぶやく俺。

　いつ以来だろうか。こんなふうに気持ちが穏やかになり、楽に過ごせたのは……。

　思えば、ユーノたちに裏切られてから、ずっと俺は復讐のための旅路を続けていた。

　憎悪を燃やし、【闇】を深め、『力』を磨き、ここまで来た。二年間、心が休まった時間なんてない。

　そんな俺にも、昔のような穏やかな心地で過ごせる時間が訪れるなんて、な。

「……ありがとう、シア、ユリン」

　礼を言うと、シアとユリンはにっこりと微笑みを返してくれた。





　そして、俺たちの旅路は続く。

　残る復讐相手はユーノ、マルゴ、ファラの三人だ。俺を裏切った奴らに、必ず相応の報いを受けさせてやる。

　たぎる憎悪を胸に、俺は進みだす。

　ほんの一時の穏やかな時間を、胸にしまいこみ――。

　ふたたび、復讐の旅路へ。





六志麻あさ（ろくしまあさ）

小説家になろうで主にハイファンタジー系の小説を書いています。熱いバトルや萌えるラブコメ、王道的なストーリーが好物です。本作以外にもいくつか連載していますので、よろしければぜひ色々お読みくださいませ～！　ツイッターもやっています→https://twitter.com/amakusashiro7（二〇二〇年四月現在）
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